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I 緒員

近年植物分類学や植物生態学の研究は発展をみつつある。一定地域をかぎった縞物誌や生態調査報告

が，毎年たくさん発表されている。乙れらの調査研究の記録は全日本の分類地理学の進展 lζ寄与し，かっ

応用植物の研究に直接ならびに間接に貢献している。浅川実験林の野生植物目録は草下正夫氏と著者の一

人小林義雄の共著によって 1953 年林業試験場研究報告第 63 号に発表されているが， 200 種類近い追加

があるので再記載する乙ととした。天然林の生態学的研究は，まだ一度も発表されていない。

天然林の主体をなしているモミ林は老齢であり，かっ近年虫害を受け著しく枯損した。また尾根筋lζ多

(1) 造林部樹木研究室長兼浅川実験林主任・理学博士

(2) (3) 造林部樹木研究室 (4) (5) (6) 浅川実験林
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く生じ，一大景観をなしていたアカマツも老齢であり， 2 ~ 3 年来の虫害により枯死するものが続出して

いる。乙のままでは，速からず浅川実験林廿里団地から姿を消すのではないかとゅうりよされている。モ

ミ，アカマツの老木の枯死したあとの大部分の地ば，現在亜高木腐ならびに低木層として本数も被度も高.

いアラカ νを主とするカ ν類やスダジイなどの常緑広葉樹によって，とってかわられる運命にあるだろう

と推察される。

かように浅)I[実験林の天然林は大きな遷移の途上にあるといいうる。だから，長らくつづいた現在の天

然林の型を調査し，種々なる面でくわしく分析し取りまとめておくことは色々の面で大いに意義があると

思われる。ゆえに浅川|実験林関係の職員数名と協同し，外業ならびに内業調査を 2 年にわたって行ない，

乙乙にその成果を発表するしだいである。

本調査研究にあたり，生態分野で種々ど教導を得た臼大教授農学博士栗田 勲氏，採集植物を鑑定して

いただいた国立科学博物館図書課長理学博士大井次三郎氏，同館奥山春季氏，その他諸先生tc，また極々

ご高配をえた林業試験場長農学博士坂口勝美氏，向調査室長農学博士橋本与良氏，同造林部長加藤善忠氏，

調査取りまとめにあたり色々ご援助をえた大河原利江氏はじめ，浅川|実験林の諸氏tc深甚なる謝意を表す

るしだいである。なお，本研究報告の外業は全員で，執筆の大部分は林が，図表の作製と製図は小山，峯

尾，井上，飯回が，植物目録は小林，林，峯尾が，それぞれ担当したものである。

E 浅川実験林の概況

浅川実験林は農林省林業試験場に付属し，八王子市長房町にあり，高尾山，景信山，城山などを容す

る，東京都，神奈川県界の尾根から派生する，丘陵地帯の東端を占めている。都心を~だたること西へ約

50 km , 中央線高尾駅に近く，駅ホームから真北にその森林の一部が見られる。山の北西部は尾根IC囲ま

れ，南東部tc向かつて低く，多摩川の支流浅川にのぞんでいる。東は都道をへだて多摩陵に接している。

総面積は 57.4 ha , そのうち天然林は 24.4 ha を占め，他は見本林，樹木園，および建物敷地などであ

る。実験林内は岩石の露出することの少ない， おおむねなだらかな地勢で，海抜高は最低 183m ， t 最高

287m で，高低差は約 100 m ，こすぎない。しかし，北西部の高所Kは，小仏層に属する粘紋岩を基岩と

する岩石がわずかに露われている。南東部の低所は 3m あまりに及ぶ関東ロームにおおわれている。

E 浅川実験林の気象

浅川実験林気象観測所の昭和 2 年から昭和 34 年までの 33 年間の統計によると，下表のようである。こ

れを東京都区内中央気象台の調査と比較すると，気温では常に 10C ほど低く，湿度はやや高く，年降水屋

は約 300mm 多い。最多風向は北北西である乙と， 平均風速の弱い乙となどは，山岳，森林などによる

局地の影響と考えられる。

浅川実験林における H日和 2 1'["から昭和 34 年までの 33 年聞の平均気象状況

Jt綿 35'39' 東経 139 0 17' 海抜 183.49m (浅川実験林気象観測所調)
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浅川実験林の土壌

浅川実験林内の土壊は，東京郎日黒区にある農林省林業試験場土壌調査部で調査したものがある。それ

によると実験林内の大部分は BD 型土壊，すなわち適潤性褐色森林土である。そのほか北部の尾根筋には

N 

4 か所と BB 型土壌(乾性偶色森林土，緩斜地型) 2 か所が小

BE 型土壌(弱

BA 型土塊(乾性褐色森林土，傾斜地型)

而積あて見られる。I3c 型土壌(弱乾性褐色森林土)は 3 か所小面積あて点在している。

根性褐色森林土)は 6 か所みられ，そのうち 2 か所はややまとまった而積がある。 G型土壌(地下水土)

BA 塑土 3友

BB 型土嬢

Bι 型土嬢

Bo 型土妓

Bo型主浪

BE 型土壌

6 型土1車

回
国
園
図
図
園
田

浅川実験林土壌肉

(Bo 丞!土壌)は 3 か所l乙小面積あてみられる。表在天然林の存在する地域は大部分適法性褐色森林土

であり，ー少部分 !C乾性禍色森林土 (BA- I3 B 型土壌)がみられる。

浅川実験林内天然林の植生V 

天然林の概説

浅川実験林は水平的日本森林帯から見ると，暖帯林の北部にあたる。天然林は総面積の 4 割以上を占

め，比較的自然の林相が保存されている。高木層は 100-200 年生のモミを主体とし，尾根筋では 200-

250 年生のアカマツが混生している。カジ類， νイなどの常緑広葉樹は大部分モミ，アカマツなどの高木

の亜高木として繁茂しているが， 部分では優高木層をなしていると乙ろもある。近年，モ E はモミノハ

ラアカマイマイ，アカマアは数種類のマックイム己/の虫害を受け，加えて両種とも老齢に達しているの

で，漸次;ftj勢おとろえ枯死し，減少しつつある。亜高木屑はアラカジを優勢種とし，それにワラジロガジ，

タプノキ，カゴノキなどのオオツクパネガ i/， イチイガジ，スダジイ，サカキ，ヤプツパキ，アカガν，

クマジデ，ゴナラ，アサダ，常緑広葉樹を混生する乙とが多く，また点々として，アカ νデ，イヌ νデ，

クラクワミズザクラ，イヌグクラ，エドヒガン，ホオノキ，ヤマザクラ，カスミザクラ，クリ，ケヤキ，

ワラゲエシコクカエデ，イロハモミジ，オオモミジ，クリカエデ，

クマノミズ三ズキ，乙ノラキ，アカメガ乙ノワ，

ジロノキ，ネムノキ，エンゴワカエデ，

ゴノ、ウチワカエデ，メグスリノキ，アオハダ，ケハリギリ，
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キ，リョクプ，エゴノキ， コパノトネリコ， ヤマトアオダモなどの落葉広葉樹やモミ， カヤ， イヌガヤ

などの常緑針葉樹を混生する。低木層にはアラカ ν，ワラジロガν，スダジイ， ヒサカキ，サカキ，ヤプ

ツパキ，ヒイラギなどの常緑広葉樹と，ヤプムラサキ，ムラサキ ν キプ，ガマズ， ，コパノガマズミ，マ

ノレパクツギ，スノキ，ハナイカダ，クロモジ，ツリパナなどの落葉樹，カヤ，イヌガヤなどの常緑針葉樹

が普遍的K見られる。ととろにより，アズマネグサやヤダケが繁茂している。地表草本層ばブユイナゴ，

アオキ，テイカカズラ， ミヤマνキミ，ヤプコワジなどの常緑小木本，ゴクヤボクキ，コゴメワツギ，サ

シ V ョク，ツクパネウツギ，コアジサイ，クロモジ，の落葉小木本， リュクノヒグ，ヤプラン，オオパジ

ャノヒグ，ナキリスグ，オオイトスグ， ヒメカンスゲ，ガシクピソワ，カ ν ワパハグマ，チヂミザサ， ν

ュシラン， ミヤマナノレコユリ，ホクチャクソク，チゴユリ，ナガパノスミレサイジシ，タチツボスミレ，

オオパギポクジなどの草本類， ミプνダ，-<ノレパペニνダ，ペニνダ，イタチνダ， トワゴク ν ダ， ヒメ

イタチVダ，クマワラビなどのジダ類など，多くの植物lとより構成されている。一少部分をかぎってクラ

ジロ，ツノレアリドオν，キチジョクソワなどの特殊な植物が繁生していると乙ろがある。つる植物はテイ

カカズラ，ツノレマサキ，ツノレグミ，イタピカズラ，キヅタ，キジョランなどの常緑性のものや，プジ，ツ

タク Jレν ， ミツパアケビ， ν ラクチヅlレ，ツタなどの落葉性のものが見られ，特にテイカカズラやブジは

よく繁り 20 m 以上の高さまでのぼり，よく開花結実する。着生植物はノキ νノプ，次いでヒメノキ ν ノ

プが多く，まれにヨクラクラン，クモランなどが見られるにすぎない。

2. モミ天然林

i. 方形調査区

モミが優占する天然林中に 20m 平方の方形区を 10 か所とり，その組成を要約した表をあげると，第

l 表のようである。

乙の表をみればわかるように，高木層ではもちろんモミの総合優占度が最も高く，森林の上層林冠の大

部分を占め，常在度も Vで最も高い。乙のモミ林中 l乙アカマツ，アラカ ν，スダジイ，クワミズザクラな

どが点、生している。常在度はアカマツが皿であり，他はいずれも I である。亜高木層ではアラカ νの総合

優占度が最も高く，常在皮も Vである。これに次いでワラグエンコワカエデ，ヤプツパキ，オオモミジ，ス

ダジイなどの総合優占度が高い。常在度はワラグエンコクカエデIV，ヤプツパキ IT ，オオモミジ rn，スダ

ジイ Eである。低木層ではアオキ，アラカ Vの 2 種の総合優占度が高く，両穣とも常在度はVである。乙

れに次いでヤプムラサキが総合優占度高く，常在度はVである。草木層ではジャノヒグの総合優占度が最

も高く，テイカカズラ，アオキ， ミプνダ，コワヤボクキがこれに次いでいる。以上の 5 種はいずれも常

在度Vである。ツノレ植物ではキヅタ，テイカカズラがともに常在度Vである。乙れに次いでブジが多く，

常在度Wである。着生植物ではノキジノプが比較的多く常在度は皿で，ヒメノキ Vノプとヨワラクランは

少ない。

モモの方形調査区のうちその代表的のものを 3 か所あげると，第 1 ~ 3 図のようである。モミ林の樹高

階別の本数配分は第 2 表のようである。との表を見ればわかるように，モミは 5~10m から 25~30 m の

聞に存在し， 15~20m のものが最も本数が多い。

モ E 林の胸高直径階別の本数配分は第 3 表のようである。 乙の表を見ればわかるように， モミは 5~

10cm から 80-85 cm の聞に生じ， 20-25cm のものが最も本数が多く，次いで 35-40cm， 40-45cm , 

25-30cm の順となっている。
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表モミ林組成要約表
Summarized association table of Abies firrr叫 forest.

標準地番号 Quadrat I E E IV V VI vn VJ[ IX X 

標準地面積 mZ Area 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400 

地 形 Configuration 尾根 尾根 中腹 中腹 尾根 中腹 中腹 中腹 中腹 中腹 総合
階層 種 類 常在度優占度海抜高 (m) Altitude 210 210 210 200 200 210 220 210 210 220 
Layer Species Cons-Cover-

傾斜方向 Exposure of slope w WS  ENE E w WN  WN  WS  S WSW  tancy age 

傾斜角度 Steepness of slope 25 。 25 。 28 。 28 。 25 。 250 31 。 30。 30。 33 。 value 

最大林分高 Maximumheight of stand 25 24 22 25 21 22 27 23 23 21 

モ ミ PAwP。lT田mab閉si凶em町as山n田fd砂sg四G打gm町開zS同alE凶u叩y四otanm9叫a 4dva a 

3 3 3 3 3 4 3 4 3 3 V 4250 
アカマツ + + + 2 m 228 
アラカ ν I 175 

高木層 スダジイ ta var. Sieboldii 2 I 175 
クワミズザクラ 100 

(AP) ワラジロガ乙ノ Quercus salicina var. stenophylla 50 
ヤマトアオダモ Fraxinus longicuゅis + 
タ プ ノ キ Machilus Thunbergii + 
ヤ 'ず ず ク ラ Prunus Jamasakura + I 

アラカ νQ14eTCA14f5ogηloauca 2 3 2 3 2 2 3 2 2 V 2225 
ウラゲエシコウカエデ Aceγ var. co抵抗ivens + + IV 302 
ヤ ブ ツ ノミ キ Camelia japonica var. japonica + H 151 
オ オ モ 、、、 ジ Acer palmatum subsp. amoenum + + + + E 104 
ス ダ �/ イミ PCACaTlbe1siy4te?ae1s 1nr4f5 a otpJγjsmaatsmpa ocan us sptdatα var. Sieboldii 

+ + + 回 104 
モ + + + + + + IV 56 
サ カ キ ica + + + + 血 54 
ヤ マ ず ク ラ s Jamasakuγa 十 + + E 53 

コノミノトネリコ OFTγsOtaTγzγ3etay托aujqs pV1i1oaA札c?1ttf1c4eagmt?1, 0Sa var.5eγγata + + + H 53 
カヤ + + H 52 
アサダ 50 

亜高木層 ヲワミズザクラ Prunus Gγayana + + + E 3 
イ ロハモミジ Acer palmatum subsp. palmatum + + + E 3 

(A S) カス ミヂクラ Prunus veγ'ecunda + + I 2 
クマノミズキ CoγnusbrIGalctCh1y7p16oda + + I 2 
クラジロガ νQculeetγhcTuGssana var.5tenophylla + + 2 
官ヨウプ baγbinervis + + I 2 

イヌガヤ kSCoeapγlbhop1a4a5hnftaGaz台ZtU5HarT仇gtoη ia + 
ハリギリ pictus + 
クラジロノキ Soγ us japonica + 

第 l
Table 1 
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優Co占ver-

Layer 
tancy age 

value 

ヒ イ ラ キ Osmanthus ilic主folius + 
ヤ マ ポ ウ ジ Coγnus Kousa + I 
ケ ヤ キ Zelkova serrata 十

メ グスリノキ Acer nikoeπse + I 
ク マ ν デ Car宇inus ja�onica + 

亜高木層 ア カ ν デ Caγpi:礼us laェifloγa + 
ν ラ カ ν Quercus myrsinaefol匂 + 

(AS) ν フ キ Shirakia ja�onica 十 I 
イ ヌ ツ ゲ Ilex cγE札ata + I 
ネ ム ノ キ Albizzia julibrissin + I 
イ タヤカエデ Aceγ Moπo var. ma門冗oratum

f. heterophyllum 十 I 
ア オ ノ、 ダ Ilex mαcropoda + I 
コニ プ ノ キ Styγαx japonica + 
ゴ ン ズ イ Euscaphis japo乱ica + I 

ア オ キ Aucuba japonica 3 3 2 2 + 2 2 V 1061 
ア フ カ �/ Quercus glauca 2 2 2 2 2 V 1125 
マプムラサキ Callicarpa γnollis 2 2 + + 2 + V 728 
ムラサキ ν キプ Callicaゆa japonica + + N 252 
ヤ プ ツ ノ、. キ Camelia japoπica var. japonica 十 + 2 E 227 
アズマネザサ Pleioblastus ch ino 2 + E 226 
ヒ サ カ キ Euryα japonica + + + + + + V 206 
ノ、 ナ イ カ ダ Helw初gia japonica l + E 101 
マノレパワツギ Deutzia scabra + + + + + + + W 57 
コパノガマズミ Vibu門tum erosum var. punctatum 十 + + + + + N 56 
サ カ キ Cleyera japonica + I 51 
ク ロ モ ジ Lindera 叫mbellata + + + + + + + + W B 

低木層 カ ヤア.orreya nucifera + 十 + + + + + W 7 
モ 、、、 Abies fiγma + + 十 + 十 E 5 

(F) スダジイ Castαπopsisc〉oUn5pzctadatavar suboldtz 十 + + + + E 5 
ミヤマジキミ Skimmia jap + + + + + 回 5 
サ ン ν ヨ ワ Zanthoxylum piperitum 十 + + + + 皿 5 
ヒ イラギ Oleatlicisfaoll{us 十 + + 十 + E 5 
ウ ラジロガ乙/ Q_uercus salicina var. stenophylla + + + H 3 
イ ヌ ツ グ Jlex crenata + + + E 3 
ア セ ピ Pieris japonica + + 十 E 3 
ツ リ ノ 4 ナ Euoγtymus ozyphgyiaiibuns A + + + E 3 
ス ノ キ Vaccinium var. sdabrum + + + H 3 
ゴ ユノ ズ7 イ E245crathpihdfesajazyptlolno ica + + I 2 
カ マ 、y カ Pourthiaea villosa var. laevis + + I 2 
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ツクパネワツギ Abelia spathulata + 2 

ゴプメワツギ Stephanandra incisa + + I 2 

低木層 ミヤマガマズ E Vibuγnum Wrightii + + 2 

(F) 
モ 、、、 ジイチゴ Rosa palmatus var. coptophyll1!s + + I 2 

ス ダ ジ イ Castarwpsis cuspidata var. Sieboldii + 
イ ヌ ガ マ Cephalotaxus Haγγingto杭 ia + I 

ν フ カ ν Queγcus myrsinaefolia + I 

ウ リ カ コ二 デ Acer crataegiholium + 
ガ マ ズ 、、、 Viburnum ailatatum f. dilatatum + 
ゴノミノトネリコ Fraxinus laηuginosαvar. serrata + I 

ミヤマクグイスカグラ Lonicera caerulea tenuipes + 
ヤ マ ク ノレ ν Rhus trichocarpa + 
、、、 ツパツツジ Rhododendron dilatatum + I 

ネ ズ 、、、 モ チ Ligustrum japonicum + 
ヤ ダ ケ Pseudosasa japonica + I 

ク サ ギ Cleγ'Odendron tγichotomum + I 

i7 ヤ ノ ヒ グ Ophiopogon japonica 4 4 2 2 3 3 V 2550 

テイ カカズラ Trachelospermum asiaticum l 2 + + 2 2 2 2 2 V 1102 

ア オ キ Aucuba japonica + + 2 V 527 

、、、 ソ ν ダ Leptogγamma mollissima + + 2 + 十 V 379 

ゴ ワヤボクキ Pertza scondens + + + V 353 

ナ キ リ ス グ Caγex brunnea var. Nakiri + + + + + 2 E 180 

フユイチ ゴ Rubus Buergeri + + + E 153 

ヤプラン Liγ1mtompeta pJJGatpyopmhvca lla + + + + + W 105 

ミヤマる/キミ Sk 十 + + E 54 

，、.ー 一ー ν ダ Dγyopteγis eγythγosora + + + + E 54 

ア ラ カ ν Quercus glauca + 51 

キ ズ タ Hedeγα rhombeα + 51 

マノレパペニ ν ダ Dryopteris buscipes + 51 

マノレパワツギ Deutzia scabγα + 51 

モ
、、、 Abies firma 50 

ヤ プ ゴ ウ v' Aγdisia japonica + + + + + + + + W 8 

ヒ サ カ キ Eurya japonica + + + + E 4 

キッゴクハグマ Ainsliaea apiculata + + + + H 4 

草本層
ホソパトクグ V パ Lycopodium serγαtum var. serratum + + + + E 4 

イ ヌ ツ ゲ Ilex cγenata + + + E 3 

(H) ν ニヨL ソ フ ン Cymbidium virescens + + + E 3 

ゼ シ マ イ Osmunda japonica + + + E 3 

サ ン ν ヨ ク Zanthoxylum PiPeritum + + + E 3 

ガシクピソヴ Carpesium divαricatum + + + H 3 

ミヤマカシスグ Carex multtfolia + + + H 3 

ムラサキ iノキプ Callicarpa japonica + + 2 

モ 、、、 ヂイチゴ Rub叫s paLmaius var. coctphyllus + + I 2 

ク ロ モ ジ Lindera umbellata + + I 2 

オオパギポジ Hosta montaηα + + I 2 

ハリガネワラビ Lastrea japonica + + I 2 
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一元Jト三竺:土工階層 Quadrat I E E IV V VI VE YE K X Cover-Layer 穣.類 Cons-I~V~';;~
Species ___________ I I I I I I I I I It~~~y value 

大クマワラビ Dγ~opte.ri~ uniformis + I + I I I I I I I I I 1 I 2 
ミヤマブユイチゴ l!-ub1;l s ~akonensis I + I + I I I I I I I I I ﾎ I ;; 
サナクサ Lophatherum gracile 十 + I I 1 I 2 
タチツボスミレ Viola gγypoceγas 十 十 1 2 
マノレパクツギ I}_e1;l tzia scabra I I I I I I I + I + I ﾎ I 2 
ノガリヤス CaJaml!grost~s arundinacea var. I + I + I I I I I I I I I ﾎ I :2 
ナガパノコクヤボクキ PebTγか~~hif~i;~cens I I I + I I I + I I I I 1; I : 
ベタナ ν ダ Dγyopteγis Bissetiana I I I I I I I I I + I I ﾎ 
ヒメカシスグ çar:eçc conica I I I I I I + I I I I I ﾎ I 1 
オモト l!-ohdea japonica I I I I I I I I I I + I ﾎ I 1 
ヒメイタチ ν ダ l:.episorus onoei I I I I I I + I I I I I ﾎ I 1 
ヒメガシクピソク Cαγpesiu 111; rosulatum I I I + I I I I I I I I ﾎ I 1 
カì/ワパハグマ Perたya robusta I I I I I I I I + I I I ﾎ I i 
ヤプツパキ Ç_amelia japon_ica var. japonica I I I I I I I I I + I I ﾎ I 1 
チゴユリ I!isporum smil~cinum - I I I I I + I I I I ﾎ I 1 
ヤマ乙ノロギク ..fl_si!!rageratoides I I I + I I I I I I ﾎ I 1 
ハナイカダ Helwiπgia japonica I I I I I I I I I I + I ﾎ I 1 
アス・マネザサ Pleωblastus chtno I I I I I I I I I + I I 1 I 1 

キズタ f!.ede r:a . rhombea I + I + I + I + I + I + I + I + I + I + I V I 10 
テイカカズラ !.r:.ache_los_perf!!um-asiaticum I + I + I + I -i- I -i- I -i- I -i- I -i- I -1- I v I "9 
ブジ !yisteria floribunda I + I + I + I + I I + I + I + I I I rV 7 
ビナシカズラ ~lfd~1! ra a 1!i~atum I + I + I + I + I + I I I I + I I ﾎﾌr I (, 
ミツパアケビ Akebia t門了oliata I + I + I + I + I I I I I I I i� I 4 

つるキジョラシ Marsdeniα tomentosa I + I + I + I + I I I I I I II I 4 
植物ツタクノレジ Rhus αmbigua I + I + I I I I + I I I I I � I :3 
( L) スイカズラ Lonicera cae叩lea japonica I + I + I I I I I I I I I ﾏ I 2 

サノレトリイパラ ~，!! i_la:;_.chi1'!a I + I + I I I I I I I I ﾎ I :2 
エピズノレ ~it~s .T.~unbergii I + I + I I I I I I I I I ﾎ I :2 
ν ラクチズノレ 1cti1'! idia arguta I I I I I I + I + I I I ﾎ I ;; 
ツタ Paγ~hen~JCissus tr:icus�idata _ I + I + I I I I I I I I I ﾎ I ;; 
イワガラミ ~~hizop~ragma hydrangeoides I I I I I + I I I I I I ﾎ I i 
イタピカス・ラ Ficus ntpon!Ca I I I I I I I I I + I 1 I 1 

着生ノキ ν ノプ f:ep~sorus Thunbergianus I + I + I + I + I I + I + I + I + 11m I 8 
植物 ヒメノキ ν ノプ ~e.Pisorus onoei I I I I -1- I -1- I -1- I I ﾏﾎ :3 
(E) ヨヲラクラン Obenonta japonica I I I I I I I I I + I I 1 I 1 
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第 1 図 モ宅林方形調査

Fig. 1. Quadrat of Abies fiγmαforest. 

ii. 帯状調査区

幅 5m (海抜 220~240m，傾斜方向南，傾斜角 25")，モミの代表的な林と思われる箇所に長さ 35 m ，

の帯状調査区をとり調査した。林木配置の状態は第 4 図のようである。またこの帯状調査区の樹高階別本

数配分表は第 4 表のようであり，胸高直径階別本数配分表は第 5 表のようである。以上の図と表を見れば

わかるように，壮齢のモミ林下にアラカ νが繁生し点々ヤプツパキが見られる。モミ林下の低木層以下の

植物被度表は第 6 表のようである。低木層ではアオキが最も多く，アラカ ν，ヤプツパキ，ヤプムラサキ，

アズマネずサがついで多い。草本層ではジャノヒグが最も多く，ついでテイカカズラが多い。つる植物で

はテイカカズラが多い。着生植物はノキ νノプが少しく見られる。次lζモミを優占種とし，それにアラカ

ν，スダジイ，ツクパネガì/，アカマツなどの樹穫がかなり混交している尾根の平壌な箇所に長さ 40 m ，

幅 5m (海抜 240m，傾斜方向北，傾斜角 00 ) の帯状調査区をとり調査した林木配置の状態は第 5 図の

ょうである。
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第 2 I刻 モミ林方形調'i"E
Fig. 2. Quadrat of Jlbies firma forest. 

またこの帯状調査区の樹高階別本数配分表は第 7 表のようであり，胸高直径階別本数配分表は第 8 表の

ょうである。以上の図と表を見れば明らかなように優占積モミの樹高は 15-25m のものが最も多い。つ

いで本数の多いアラカ νは 15-20m のものが多い。アカマツは l 本しかないが最も高く， 25 m 以上ある。

スダジイアラカ νは 20-25cm のものが多い。モ E の胸高直径は 30-40cm のものが多く比較的細い。

は 40cm 以上が l 本ある。アカマツは太く 95cm 以上である。乙の帯状調査区の林床植物は低木層では

ミヤマガマヤプムラサキ，ヒサカキ，アオキ，スダジイが最も多く，被度 2 である。これについでモし

ともに被度 3 であズミ，コパノガマズミが被度 l である。草本階ではジャノヒグとテイカカズラが多く，

る。ついでヤプゴクジが多く，被度 2 である。アオキとコワヤボヲキはともに被度 l である。ツル植物は

テイカカズラがわずかに見られるのみである。 1û生植物はノキジノプがまれにある。

アカマツ天然林3. 

方形調査区

アカマツが優，1;する森林は尾根筋 l乙限られ，その面積が少ない関係t， 20m平方の方形区は 5 か所しか

1, 
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とれなかった。 その組成を要約した表をあげると第 10 表のようである。 この表を見ればわかるように，

高木層はアカマツとモミのみで，総合優占度はもちろんアカマツが最も高く，常在度も Vである。

モミは l 方形区にわずかに認められたのみである。亜高木層では総合優占度はアラカ Vが最も高く，つ

いでヤマザクラである。そして両種とも常在度はVである。低木層では総合優占度はアラカ ν最も高く，

ヒサカキ，アオキ，ヤプムラサキがこれについでいる。常在度はアラカ ν，アオキ，ヤプムラサキはいず

れも Vであり， ヒナカキはIVである。草本層では総合優占度はテイカカズラ最も高く，ジャノヒグ，アオ

キ， ミゾVダ，コクヤボヲキなどが乙れについでいる。常在度はテイカカズラ， ミゾVダ，ゴクヤボクキ

はVであり .i/ ャノヒグはIV. アオキはEである。ツノレ植物では総合優占度はテイカカズラ最も高く， ブ

ジ，ツタクノレVが乙れについでいる。常在度はテイカカズラは V. フジは IVである。着生植物は尾根筋で

あり，乾燥し，空中湿気が少ない関係で発達悪く，ノキ νノプが各方形区で少しく認められたのみであ

ヲ
Q 。
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第 2 表 モミ林，樹高階別樹木本数配分表(10 区集計)

Table 2. Abies jirm forest. Number of trees in each height grade 

in (No. l~lO) quadrat. 

τ77一一
樹 h局t (m) 5 10 15 20 Heig 

ーーーーーー
10 15 20 25 

モモ P0JAc1hm5bcutezru色erya山sa ，ルJdodZJfepoTandnmJsbos3a υfFαvzLsOa“cTr a Pa Z 

11 14 47 24 
アカマツ 10 2 
スダジイ data var. 5ieboldii 3 4 2 
アサダ 2 
クラグエンコクカエデ maγmoγαtum f. 10 7 

ア フ カ ラt/PQuγh1emeγtuceuγ0s1J3gahlyma1ua11cs4a a7n hwa 49 16 
ヤ マ ザ ク 7 
カス ミザクラ Pγ叫乱us Veγecunda 4 
ハリギリ KGlopGnazclhhiycptuos 
タマノミズキ Cornus brachvDoda 
ウワミズザクラ Prunus Gγ'ayanα 4 
イロハモミジ Acer palmatum subsp. palmatum 3 
コパノトネリコ Fraxinus lamug仇osa var. serrata 3 
ワラジロガ V Quercus sαlicina var. stenophylla 2 
カ l' Toγγ乱γue3sakyoL1U4c5ta feγa 4 2 
ヤ マ ポ ク ジ Cornus Kousa 
ケ ヤ キ Zelkova serrata 
リ ヨ ウ プ Clethγa baγvi抗eγvis l 

タプノキ九FIAlfrelaabzcizhzmfzinliauuαcs s mJTl1op4hnlotzgdubta Ttcbtusessγpign tis t ヤマトアオダモ
アオハダ 2 
ネムノキ
メ グスリノキ Aceγπikoense
オ オ モ 、、、 ジ Acer palmatum subsp. amoenum 7 
サ カ キ CCαlEmYETG jjaαpFoonnitcca α 5 
ヤ プ ヅ ノ4 キ meliαvar. japonica 4 
ク マ i/ デ Caγpi乱13Aasjpjoa札F1Oc礼atca 3 
ヒ サ カ キ Euγyα

ν フ カ ν QueγC14SS ??1fyanz tnGefolia 
ア カ ν デ Carpinus laxijlora 
イ ヌ ツ グ Ilex cγeηαtα 

イ タヤカエデ Acer Mono var. marmoratum f. 

エゴノキ SSOιteOsyhpTmem仇hsaeaUznvhosJhpJzaaauhJ抑zbs3ou1，s1制nsuuc制nEm a fk a イヌガヤ γringtoniα 
ヲラジロノキ

ヒイラギ s?1i1fcoa lius 
v ラキ 5hiγakia japo 

25 
計

30 
Tolal 

97 
12 
9 
2 
18 

66 
8 
5 

4 
4 
4 
2 
6 
2 
2 
2 

3 

7 
5 
4 
3 

アカマツ方形調査区のうち，その代表的のものを 3 か所あげると第 6~8 図のようである。アカマツ林

の樹高階別の本数配分は第 11 表のようである。 乙の表を見ればわかるように，アカマツは 5~10m から

25~30m の聞にあり， 20~25m のものが最も本数が多い。アカマツ林の胸高直径階別の本数配分は第 12

表のようである。 乙の表を見ればわかるようにアカマツは太いものが多く， 55~60 cm から 100~105 cm 

の聞に生じ， 60~65 cm と 75~80 cm のものが本数が多い。

ll. 帯状調査区

アカマツの代表的な林と思われる箇所に長さ 40 cm，幅 5 m (海抜 200~220m，傾斜方向 南，傾斜角

30 0 ) の帯状調査区をとり調査した林木配置の状態は第 9 図のようである。

また帯状調査区の樹高階別本数配分表は第 13 表のようであり，胸高直径階別本数配分表は第 14 表のよ

うである。

以上の図と表を見れば明らかなように，アカマツの老大木が上層林間の大部分を占め，亜高木層[1:はア



第 3 表 モミ林，胸高直径階別樹木本数配分表(10 区集計)

Abies firmαforest. Number of trees in each diameter .grade in (No.l~lO) quadrat 
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Table 3 目

B胸reast角-hei直ght 径diam(cmet)er 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 

T計otal 樹 種 名 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 
Species 

モ ミ yA仇《QThzOubtmqesYeterすn4asc5 り鎗z制fUdoaz仰pn8sunuπ1ssautiadBZcαC4fa0ofa“na m ea p叩ddvaatr a 

2 6 9 12 10 9 11 10 B 8 2 3 3 2 1 97 

アラカ乙/ 30 22 12 2 66 

アカマツ l l 3 2 2 12 
スダジイ var. Sieboldii 4 9 

カヤ 2 2 6 
ワラジロガ乙I Quercus salicina var. stenophylla 2 

アサダ O品stlγo3tajGF071icG 2 

ハリギリ KaloγpルGfnoaηzo pictus 
ウラゲェ γ コワカエデ Acer Mono var. maγmoγatum ， f. dissectum 4 8 4 2 18 

クワミズずクラ PTunus JGαTmGYα ana 2 4 
ヤマザクラ Prunus Jamasakuγα 2 3 8 

カス ミヲヂクラ Pγunus veγecunda 2 2 5 

タ プノキ Afachilt45 T122U2beuTgbd sI l 

イ ロハモミジ Acerpαlmatum subsp. palmatum 2 4 

ク マノミス'キ Corηus brachypoda 
ケ ヤ キ Zelkova serrata 2 2 

リ ヨ ウ ブ Clethγa baγvineγvis 2 

オオモ ミ ZF IFAζFclarte間Ueax7y7r zz0gzmzmrpnna aduuuCss ms 7m0yitIaaop m抑spηoum制odgmumna E川問Ggr川sa中u崎bs日se p amo制御m
2 3 2 7 

クマジデ 3 

ヤマトアオダモ
サカキ 3 2 5 

アオハダ 2 3 
コノ4 ノトネリゴ gmose var. seγγαta 3 4 

エゴノキ SAtyctγGZ MjoGm Poπicα l 
イタヤカエデ cer Mono var. marmoratum f. heterophyllum 
ア カ ν デ Caγpi机us laxiblo γa 
ヤ プ ツ ノ、. キ Camelia jJGuFloi ntcαvar. japonica 3 4 
庁、 ム ノ キ Albizzia Julibrissin 
メ グスリノキ Acer nikoense 
ヤ マ ポ ワ ν Coγγ1祉s Kousa l 2 

ヒ サ う3 キ Eurya japonica l 
ν フ カ V Queγcus myrsinaefoliα l 
イ ヌ ツ ゲ Ilex crenata l l 

クラジロノキ SOTbustjhaupsotnliz ca 
ヒイラキ Osma札 sifolius l 
ν フ キ Shirakia japonicα 
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ラカ ν， スダジイなどの落葉樹が混交している。 アカマツ林下の低木層以下の植物の被度表は第 15 表の

ようで.ある。低木層には常緑樹のヒサカキ，落葉樹のナツノ、ゼ，パイカツツジなどが比較的多い。草本層

ではツルアリドオ i/， コクヤボヲキ，チゴユリなど比較的多い。ツノレ植物は貧弱でテイカカズラやツタワ

ノレνが少しくみられるのみである。着生植物はまれにヒメノキ νノプがみられるにすぎない。

4. カシ・シイ天然林

i. 方形調査区

カ乙/類とスタジイの俊己1する天然林中lζ20m 平方の方形区を 10 か所とり，その組成を要約した表をあ

st 

第 4 [>gj モミ帯状区林木配置図

Fig. 4. Belt.transect in Abies firma forest. 



.' 浅川実験林内天然林の生態学的研究 (林 ほか)

第 4 表 モミ林帯状調査区樹高階別本数配分表
Table 4. Abies firma forest. Number of trees in each height grade in No. 1 belt.transect. 

機 JJ一一三竺:竺fL 5 10 15 20 

T計otal 
10 15 20 25 

モ

νキギミ QOAC叫alMenae7tes crzzfazIs a sロczuJmlaoa抑atumc制as 叫 var , )apon1ca 

2 7 9 
ア ラ カ 10 4 14 
ヤ ブ ツ ノ.、 3 3 
ヒ イ フ

第 5 表 モモ林待状調査区胸高直径階別本数配分表
Table 5. Abies jirma forest. Number of trees in each diameter grade in No. 1 belt.transect. 

5 10 15 20 25 30 35 計
枯J Spe種cies 10 15 20 25 30 35 40 

Total 

モ 、、、 Abies firma 3 4 2 9 
ア フ カ ν Queγcus glauca B 6 14 
ヤ プ ツ ノ、. キ CG771efta ijjaopliouns icGvar.jaP071{CG 3 3 
ヒ イ フ ギ Olea ilic 

第 6 表 モミ林の帯状調査区林床植物被度表

Table 6. Abies jげma forest. Cover degree of the plants in NO.l belt-transect. 

植 物 名 Species

ア オ キ A14Cuba jgGlFa ontca 
ア フ カ ν Quercus glauca 
ヤプツパキ Camelia japonica var. japoηwα 
ヤプムラサキ Callicaγpa mollis 
アズマネザサ Pleioflastus chino 
プシズイ Euscaphis djαγFG ontca 
コゴメワツギ STtoepγhanandra incis.α 

低木屑
カヤ reya nucifera 
コ ワ ゾ Bγoussonetia Kazinoki 

(F) 

オトコヨワゾメ ZOCVaaliebnlalut{hcγiao7l1ziγ1c4世ymia /11o4pl7i7tah1 utl>sReobniopitceパar chum サン乙/ョク itum 
ヒイラギ
ムラサキ ν キプ carpa jap 
ヒサカキ Eurya japonica 
、、、 ズ キ Cornus controversα 

ケ ヤ キ Zelkova seγγata 

ア オ ノ、 ダ Ilex macropoda 

ジャノヒグ OTpTahciohpeogon jaP0711cα 
テイカカズラ losperm叫m asiaticum 
オオノミギボワ ν Hosta montana 
ヤプレガサ SyndiesishFaαlltmnatG 
オオイトスグ CaγBX sachalinensis var. alterniflora 

草木層

コヲヤボクキ PLDALeaoqrnn少dphyozapasarmteuhsme団〆2yaau"sbdmmdyoMNupght叫S ayvnalfc,a tzfbe fm (H) チゴユリ
ヤプラン
ササクサ
ヤプコワジ sia japonica 
ヤ プ ノ、 ギ Desmodium podocarpum var. 

membranaceum 
チヂ 、、、 ザサ Oplismenus undulalifolius 

つる
テイカカズラ TTachel1o0sCpZeT77114maMattC2477E 

植物
ツ タ Paγthe抗日sus tricuspidata 
キ ズ タ Hedera rhombea 

(L) ツタ ウ 1レジ Rhus ambigua 

着生植物(ノキ ν ノプ Lψisorus Thunbergianus 
(E) I 

|被度 Cover degree 

2 

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
十

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

3 
2 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
十

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

2 
+ 
+ 
+ 

+ 
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電電雪F5T F 

第 5 図モミ帯状区林木配置際l

Fig. 5. Belt-transect in Abies firma forest 

第 7 表 モミ林帯状調査区樹高階別本数配分表

Table 7. Abies firma forest. Number of trees in each height grade 

in No. 2 belt-transect. 

樹瓦7?〈竺とJ
5 10 15 20 

10 15 20 25 

モ ミ Abies fdteT抗mstat 3 4 3 
ア カ マ ッ Pi社us 抗sifloγa

ア フ カ i/ Quercus glauca 2 4 

ス ダ il イ Cas5iteabπoolpdsiii s cuspidata var 

ツクパネガジ Quercus sessilifolia 
ホ オ ノ キ Magnolia obovata 
カ ヤ Torreya nucifera 

25 
計

30 
Total 

11 

6 

げると第 16 表のようである。 乙の表を見ればわかるように，高木層はアカマツとモミによって占められ

ていて，ヵ ν類やスダジイはほとんどない。亜高木層で総合優占度の最も高いのはアラカ乙/とスダジイで

ある。常在度はスダジイ最も高く Vであり，ついでアラカ νのIVである。ヲラジロガ乙/の総合優占度は 3

位であるが，アラカVとスダジイにくらべると非常に低く，常在度はEである。
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第 8 表 モミ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表
Abies firma forest. Number of trees in each diameter grade 

in No. 2 belt-transect. 

(林浅川実験林内天然林の生態学的研究

Table 8. 

一一樹一一種一~名~BJ吉野d121Lter 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 95 計
樹 Total 

Species -一一一一一 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 100 

モミ PAciabsnsttfteueasbnfodoietd〉rn5im{iss ia /clu o 

3 312 11 
アカマツ ra 
スダジイ spidata var. l 

アラカ ν Queγ印s glaucα 4 6 
ツク八九 tf ν Quercus sessilifolia 
ホオノキ Magnolia obovata 
カ ヤ Torγ'eyα nucifera

第 9 表 モミ林の帯状調査区林床植物被度表

Abies fiγma forest. Cover degree of the plants in NO.2 belt-transect. Table 9. 

度 Cover degree 

2
1
1
1
1
1
1
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

被Species 類種

スダジイ
モミ
ヒサカキ
アオキ
ヤプムラサキ
ミヤマガマズミ
コパノガマズミ
ヒイラギ
ヤブツパキ
ヤマクル ν
マノレノミクツギ

ガマズミ
カマツカ
スノキ
コマユミ
ツリパナ
クロモジ
オオツクパネガ乙/
ネジキ
キハギ

低木層

(F) 

3
3
2
1
1
+
+
+
+
+

十

+
+
+
+
 

Ophiopogon japonicα 
Trachelospermum asiaticum 
Ardisia japoηica 
Aucuba japonica 
Pertya scandens 
Torreya nucifera 
Vaccinium Smallii 
Wisteria floribunda 
Marsdenia tomeπtosa 
Lophatherum g1なcile
Desmodium racemosum var 
mandshuricum 

Liriope platyphylla 
Carex sachalinensis var. alterniflora 
Leptogramma mollissima 
Dryopteris unifo門nis

ノヒグ
カカズラ
コヲジ
オキ
ヤボワキ

ヤ
キ
ジ
ン

サ
ギ

ノ

ジョラ
サク
ブハ

ャ
イ
プ

ワ

ジ
テ
ヤ
ア
コ
カ
ス
フ
キ
サ
ヤ草本層

(H) 

シ
グ
ダ
ピ

ス
-
フ

ラ
ト

ν
ワ

イ
マ

プ
プオ
ク

ヤ
オ
ミ
オ

+ 

+ 

Trachelospermum asiaticum 

プ Lepisoγus Thunbergianus 

ズラ

ノ

カカ

ν 

イ

キ

プ

ノ

つ空|
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第 10 表 アカマツ林組成要約表

Table 10. Summarized association table of Pinus densiflora forest. 

標準地番号 Quadrat I E m IV V 

標準地面積 (m 2 ) Area 400 400 400 400 400 

地 形 Configuration 尾根尾根尾根尾根尾根
総優占合度階層 縄 類 常在度

海抜高(m) Altitude 210 210 210 210 200 
Layer Species 

傾斜方向 Expos
Cons-Covera・

S N NE NNW SW  tancy ge 
slope value 

傾斜角度 Steepness of 30' 28' 28。 22 。 25 。
slope 

最大林分高(m) Maximum hei- 24 25 24 22 23 ght of stand 

7 ツ Pinus densifloγa 
ミ Abies firmα 

カ

アラカ ν Quercus glauca 
ヤマザクラ Pruηus Jamasakura 
スダジイ Castaηopsis cuspidata va r. 

Sieboldii 
Pγ叫nus grayana 
Zelkova serrata 
Magnolia obovαta 
Abies firma 
Castanea crenata 
Pinus densijlora 
Quercus sα/-icina var. 

stenophyllα 
ロハモミヂ Acer palmαtum ， subsp. 

palmatum 
オオツクパネガ ν Queγcus takaoyamensis 
エンコクカエデ Acer Mono var. marmoratum 

f. dissectum 
アカ ν デ Carpinus laxiflora 
イヌ ν デ Carpinus Tschonoskii 
イヌザクラ Pruηus Buergeriana 

ラ
キ
キ
ミ
リ
ツ

ν

ク
ガ
ザ
ノ
マ
ロ

ズ
ヤ
'

ミ
オ
カ

ワ
ラ
ワ
ケ
ホ
モ
ク
ア
ワ亜高

木層

(AS) 

イ

|3 1 ! 1-3 -13 1 3 1 y 

ilili|?|? 
ー
+

l
l
+
+
l
 

l

+

+

 

1
1
1
十

+
+
+
 

3750 
2 

V
V

皿
皿

E
E
E
m
-
-
I
I
I
-
-
-

1302 
652 
354 

∞
∞
ω
ω
ω
∞
∞
 

3
2
I
l
l
a
-
-

100 

100 
100 

つ
ム
内4
q
ノ
白

Queγcus glauca 
Euγya japonica 
Aucuba japonica 
Callicarpa mollis 
Fraxinus lanuginosa var. 

serratα 

Cleyeγa japonica 
Quercus seγγata 
Lyonia Neziki 
Callicarpa japonica 
Pseudosasa japonica 
Abies fiγmα 
Viburnum erosum var. 
punctatum 

クリ Castanea crenata 
クラジロガ i/ Queγcus salicina var. 

stenophylla 
Osmanthus ilicifolius 
Deutziα scαbr，α 
Rhododendron semiborbatum 
Torreya nucifera 
Pruηus Jamasakura 
Pγ叫nus vereωηda 
Cle;thra baγbineγvis 
Rhus trichocarpa 
Abelia spathulata 
Skimmia japonica 
Lindera umbellatα 
Helwingia japonica 

ν
キ
キ
キ
コサ

リ

カ
カ
ラ
ネ
オ
ト

ラ
サ
巴
ノ
プ
4ノ

ア
ヒ
ア
ヤ
コ

キ
ラ
キ
プ
ケ
ミ
ミ

キ
ズ

v
v

マ

カ
ナ
ジ
キ
ダ
ガ

サ
ノ
ラ
パ

サ
ゴ
ネ
ム
ヤ
モ
ゴ

ヒイラギ
マルパワツギ
パイカツツジ
カヤ
ヤマザクラ

低木層|カスミザクラ
|リョヴプ

(F) I ヤマワノレ i/
ツクパネクツギ
ミヤマ V キミ
クロモジ
ハナイカダ

2
1
+
1
 

2

3

+

1

 

2
1
1
+
 

2
l
l
+
 

1
3
+
l
l
 

l

十

+
l
+
+
 

+
 

+
+
 

+
+
 

+
 

+

+

+

+

+

 

+
+
+
十
+
+

+
十
+
十
十
+
+
十
十
十

+
+
+
十
十
十
+
+
十

十|十

V
W
V
V
E
E
H
E
E
I
W
W
E
E
E
m
E
E
H
E
E
E
E
E
E
E
 

∞
印
印
M
W∞

R
υ
円U
口
フ
内
ノ
』
勺L

4
‘
吋
ノ
&
《J
4
勺
ム
円
U
只
U
Q
U

n
u
円u
n
u
n
u
n
u

l
i
l
-
-

6 
6 

6
6
6
4
4
4
4
4
4
4
4
4
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Erl--一一一一標九日号 IIIIlmlIVIV 間c特
| 種smJ 一一二二三一一
ワリカエデ Acer crataegifolium I I + I I I I 1 I 2 
ウワさズザクラ Prunus grayana I I I I + I I 1 I 2 
ヤブツパキ Camelia japoηica var. japonica I I I I + I I 1 2 
イロハモミヂ Acer palmatum subsp. I I I + I 1 I 2 

クマ乙ノデ Capγaplzmnα~~uiaponica I I I I + I I 1 I 2 
カマツカ Pourthiaea villosa var. laevis I + I I I I I 1 I 2 
ワリカエデ Acer crataegifolium I I + I I I I 1 I 2 
ヒサカキ Eurya japonica I I I I + I I 1 I 2 
アカジデ CaγPinus laxifloγa 十 1 1 2 

ヤマコワノミ ν Lindera glauca I + I I I I 1 I 2 
ゴハクチワカエデ Aceγ 5iebold悶num 1 1 + I I 1 2 
ダシコワパイ Lindera obtusiloba I + I I I I 1 2 
ナツハゼ Vaccinium oldhami I I I I + I I 1 I 2 
ヤプツパキ Cameliajaponica var. japonica I I I I + I I 1 I 2 
ミツパアケビ Akebia trifoliata 十 1 1 2 
ミヤマガマズ~ Vibuγπum Wrightii I I + I I I I 1 I 2 
ツリパナ Euonymus oxyphyllus I I I I + I I 1 I 2 
スノキ Vaccinium smallii var. I I I + I I I 1 I 2 

glabrum 

アイカカズラ Trachelospermum aswticum I 3 I 1 I 1 I 3 I 2 I V I 2050 
ジャノヒグ Ophiopogon japonica I I 1 I 1 I 2 I 3 I IV I 13∞ 
アオキ Aucuba japonica I I + I 1 I 3 11m  I 852 
ミゾジダ Dryopteris mollissima I I 2 I 1 I + I 1 I V I 554 
コワヤボワキ Peγtya scandens I 1 I + I 1 I + I 2 I V I 554 
ヤプラン Lirione plaり'phyllα 十十十 1 1 1 IV 1 106 
ヤプゴクジ Ardisω japonica I 1 十+ 1 + 1 1 IV 1 106 
ヲラジロ Gleichenia j，αponica I 1 I + I + 皿 104 
ミヤマカンスグ Carex multifolia I + I I + 皿 104 
ツノレアリドウジル1itchella undulata I 1 I I I I I 1 I 100 
ヒメカンスグ Carex conica I 1 I I I I I 1 I 100 
アセピ Pieγis japonic.α +1+1+1+1 I IV 1 8 
カヤ Torreya nucifera I + I + I I + 11m  I 6 
V ュンラン Cymbidium viγescens 1 + 1 + 1 + 11m  1 6 
チヂミザサ Oplismeηus undulatifolius I + I I I + I + I m I 6 
モミ Abies alba I I + I I I + I II I 4 
ミヤマ v キミ 5kimmia japonica I + I I I + I I II I 4 
ナキリスグ Carex brunnes I + I I + I I I II I 4 
コアジサイ Hydrangea hirta var. Nakiri I I I + I + I I II I 4 

草本層 スダジイ Castanopsis cuspidata var. I + I I I I 1 I 2 
5ieboldii 

(H) イヌツグ Ile.r cγenata 1 + 1 1 I I 1 I 2 
アラカ乙/ Queγcus glαuca I I + I I I I 1 I 2 
ヒサカキ Euγya japonica I I I + I I I 1 I 2 
コパノガマズミ Viburnum eros山n var. 1 + I 1 1 1 1 1 1 2 

punctatum 
ツクパネワツギ Abelia spathulata I + I I I I l' 1 I 2 
オオパジャノヒゲ OphiopogoneEphγytl世athEn性γts0zc5tasOpTa u s + I 2 
ペニ乙/ダ Dγyoptens erythrosora 1 + 1 1 1 1 1 2 
サキカグマ Dryopteris chinensis I I + I I 1 2 
ヤブラシ Liriope platyphylla I I I I I + I 1 I 2 
イタチ ν ダ Dryopteγis Bissetiana I I I I + I I 1 I 2 
プユイチゴ Rubus Buergeri I I + I I I I 1 I 2 

ノ、リガネワラビ sLAAIJ叫ausrtsyaittsoe rtbpeae aa taeentramaa hsjaubp向mnmzbLdqMeω zdrtcugua tu u a v + I 2 
キッコクハグマ 十 1 I 2 
アカ v ョワマ 十 1 I 2 
オオイタチ ν ダ + 1 1 1 1 2 
ピロクドナミキ 5cutellaria indica var. I + I I I I 1 I 2 

DTγpisかapγotezγyTuio/most l ta チゴユリ smilacinum I I + I I I I 1 I 2 
ツノレリンドワ iptETospermum jaFonicum I + I I I I I 1 I 2 

る テイカカズラ fR7wf・hTeiauddcesehTraeatlamofsMfpltlEoeomT1γ4mG 訪bue問am dGα siatiu m I + I 1 I 1 I 2 I 2 I V I 902 つフ ジ +1+11111 IIVI 204 
植 L伊ツタクノレ V f<.hus ambigua 1 + 1 1 + 1 11m 1 104 
ノキズタ ombea I + 十 日 4 
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階Laye層r 種 Species 一類ー一ー一ー-ー-一~標-準こ0こ11地こ月drーrーm番ーt ー~号ー- E E 1V V 常Co在ns度・
tancy 

ミツ八アケビ Akebta OtγEt1f55o2jiitE α ta + + E 
ナツヅタ Parthenocissus tricuspidata + I 
V ラクナズル Actinidia aγ-guta + I 

最植|ノキ ν ノプ Le仰叩ωs T，日h仰'hun仰n伽g仰uωS 
| 物(ほE)川 1+1+1+1+1+1 v 

第 11 表 アカマツ林，樹高階別樹木本数配分表 (5 区集計)

Table 11. Pinus densifloγαforest. Number of trees in each height grade 
in (No. 1~5) quadrat. 

総優占合度
Coverage 
value 

4 

2 
2 

10 

樹

|:171V|?|TZal 樹 種
Species 10 I 15 I 20 I 25 I 30 

アカマツ PinusfMdkemnmsoia j1、0γa 
1:lfl"1

2
1 

21 
モミ Abies 2 
エシゴワカエデ Acer Mono var. maγmoratum f. 5 

dissectum 
イ ヌ ず ク ラ Pγu乱us Bueγgeγiana 

|す 1 1:2 1 1
1 

2 
ア フ カ 1/ Quercus glauca 37 
ス ダ ジ イ Castanopsis 印spidata var. Sieboldii 11 
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樹 局 (m)
Height 

樹 種 名
Species 

ヤ マ ザ ク ラ Prunus Jamasakura 
ワワミズザクラ PTtutus CToGbJYoGt 71G 
ホオノキ Magnolia obovata 
ク リ Castanea cγenata 
イロハモ 、、、 ジ Acer palmatum subsp. palmatum 
ケ ヤ キ Zelkova seγrata 
ア カ ν デ CarpinuslTa5zcihYo1om 
イ ヌ ν デ Carpinus 抗os主ii
ワ ラジロガ ν Quercus sαlicina var. stenophyllα 
カス ミザクラ Pγunus verecunda 
ν ロ ダ モ Neolitsea sericea 
ヤ マ ガ キ Diospyros Kaki var. sylvestγis 
コ ナ ラ Queγωs seγrata 
コノミノトネリコ Fγ'axinus lanuginosa var. serrata 

サカキ CQuleeyγecγuas bjta札aaupγkboaci抗i0fM3iecaaγm 相a オオツクパネガ i/ t.Juercus takaovamensis 
カヤ ToγhTeγyGa 
リョウプ Clethra barbinervis 
ネ .�. ノ キ Albizzia Julibrissin 
ヤ プ ツ ノミ キ Camelia japonica var. japonica 

.'合弁ノキ l 

・ 1
1 〈之副'" I j 

、、、、、、ー.;...""..'

ほか)

5 10 15 

10 15 20 

9 5 
3 3 

3 
4 2 
4 2 
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5 
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25 
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25 計

30 
Total 
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第 8~ アカ 7 ツ林方形調査

Fig. 8. Quadrat of Pinus densiflora forest 

___/ 

ヒサカキ，アオキ，モミ，ヤプムラサキ，スダジ低木層の総合優占度はアラカジが最も高く群を抜き，

ヒサカキ，アオキ，ヤプムラサキ，コパノイ，ヤプツパキなどが乙れに続いている。常在度はアラカν ，

ガマズミが高く，いずれも Vである。草本層の総合優占度はアイカカズラ最も高く，アラカ νとジャノヒ

コクヤボヲキ，ヤプラン，モミは非常に低い。グがこれについで高い。 4 位以下のアオキ，

ゴクヤボワキ，ヤプラン，ヤプコクジ，オオイトスグの 6種がV常在度はテイカカズラ，ジャノヒグ，

である。ツル植物ではテイカカズラの常在度がVで最も高く普遍的に繁生している。乙れに次いでプジ，

ブジ III. キズタとミツパアケビは各E である。着生植物はノキ νミツパアケビの常在度が高く，キズタ，

ノプが多く常在度Vである。カジ・ ν イ林の方形調査区のうち，その代表的のものを 3 か所あげると，第

ヵ ν 'V イ林の樹高階別の本数配分は第 17 表のようである。乙の表を見ればわ10-12 図のようである。

かるように，スダジイとアラカジがともに S-10m から lS-20m にわたって存在している。そしてスダ

ジイの方がアラカ νより高いものが数多く，反対に低いものはスダジイよりアラカ Vの方が数が多い。カ



第 12 表 アカマツ林，胸高直径階別樹木本数配分表 (5 区集計)
Table 12. Pinus densiflora forest. Number of trees in each diameter grade in (No. 1-5) quadrat. 
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アカマツ Pinus deπsifloγa 
クリ Cαstanea crenatα 
モミ Abies firma 
ホオノキ Magnolia obovata 
スダジイ Castanopsis cuspidata var. 

Sieboldii 
Prunus Buergeriana 
Pγuηus veγecundα 
Prunus Jamasakuγα 
Acer ル10no var. maγmoratum 
f. dissectum 

Zelkova serrαta 
Carpiπus Tschonoskii 
Quercus glauca 
Pγunus Grayana 
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V' ν イ林の胸高直径階別の本数配分は第 18 表のようである。この表を見ればわかるように，アラカVは

5-10cm から 45-50cm の間 ~C ， スダジイは 5-10cm から 65-70cm の聞に存在している。アラカ ν

は 5-10cm， 10-15cm, 15-20cm の聞に本数が多く， そのうち 15-2Ccm のものが最も本数が多い。

スダジイは 10-15cm から 15-20cm の聞のものが多く，アラカジ.と同様に 15-20cm のものが本数が

最も多い。スダジイはアラカ νlζ比較して太いものが多く 65-70cm のものが l 本ある。

第 9 図アカマツ帯状区林木配置図
Fig. 9. Belt-transect in PかlUS densiflora forest 



浅川|実験林内天然林の生態学的研究 (林 ほか)

第 13 表 アカマツ林帯状調査区樹高階別本数配分表

Table 13. Pinus densiflora forest. Number of trees in each height grade 

in No. 2 belt.transect. 

樹 両 (m)
5 10 15 20 25 Height 

樹 種 名
Species 10 15 20 25 30 

ア カ マ ツ Pinus densifloγa 5 
ア フ カ V Quercus glauca 7 l 
コ ナ ラ QueγαlS seγrata 

ス ダ 古J イ PCCoGlEuSJytTaetTπhGo{apjesaα ip scuspidata var.Steboldii 2 
サ カ キ onlca

カ マ ツ カ urthiaea villosa var. laevis l 

ネダキ LAcFEyrUacaoeSstzT LnazzMnpca mhzUa NzS s ta町cIJaergRe出nP開fuogdn館mzUα4oz m m 

l 
ゴノ4 ノトネリコ var. serγata 
クリカエデ 4 
ゴシズイ
クリ stanea crena 
カス ミずクラ Pγ祉制s vere印抗da 2 2 
コ ナ ラ Queγcus serγata 2 
ヤ マ ウ ノレ ν Rhus tγichocarpa 

第 14 表 アカマツ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表

Table 14. Pinus densiflora forest. Number of trees in each diameter grade 
in No. 2 belt-transect 

ーよ?当型15 50 55 60 65 10 15 20 25 30 35 40 45 

樹ム 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 

- 25-

計
Total 

6 
B 

2 
l 

4 

4 
3 

70 
計

75 
Total 

ア カ マ ツ 2 I 1 1 12 6 
Pinus densiflカora 
アラ シ 4 3 I 1 8 Quercus glaucα 
コ ナ フ

Quercus seγrata 

スダジ daイt 
Castanopsis cuspi αva r. Sieboldii 2 

サ カ キ 1 l Cleyeγa japonica 
カマ ツ カ
Pouγth iaea villosαvar. laevis 
ネ ジ キ
Lyonia Neziki 
コノミノトネリコ
Fraxinus lanuginosα 

クリ tカaegifエ'01 デAceγ crataezifolium 4 4 

ゴ シ ズ イ l Euscaphis japonica 
ク リ l Castanea crenata 
カ ス ミザクラ 2 I 1 4 Prunus veγecu抗da
コ ナ フ 2 3 
Queγcus serγαta 

ヤ マ ウ ノレ 乙/

Rhus tγichocarpa 

ii. 帯状調査区

カ ν .v イの代表的な林と思われる箇所l乙長さ 40m，幅 5 m (海抜 230~240m，傾斜方向南，傾斜角

21 0 ) の帯状調査区をとり調査した林木配置の状態は第 13 図のようである。また帯状調査区の樹高階別お

よび胸高直径階別本数配分表は第 19， 20 表のようである。以上の図と表とを見れば明らかなように，スダ
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第 15 表 アカマツ林の帯状調査区林床植物被度表

Table 15. Pinus densiflora forest. Cover degree of the plants in No. 2 belt-transect 

低木層

(F) 

草本層

(H) 

つる~1ï物
( L) 

着生植物
(E) 

種 類
Species 

ヒ サ カ キ EVuarcyctanj.aFontca 
ナ ツ ノ、 ゼ叫m Oldhami 
ノミ イ カ ツ ツ V' Rhodode抗dγon semibaγbatu11t 
ア フ カ νQueTcusEgh iαuca 
ヤ マ ワ ノレ 乙I Rhus trichocarpa 
イ ヌ ツ ゲ Ilex cγenαta 

ミヤマガマズ tARVhi14boCuudrobndauenjmadprWoonn ri{cgda htltα ii アオキ
ミツノ4 ツツジ ilatatu11t 

スダジイ PCCAoaabusltlteriasctnhafozTipapfesamia sα mucutofsllploists GdaVtα日 var. Sieboldii ヤプムラサキ
モミ
カマツカ osa var. laevis 
ア セ ピ Pieγis japonica 
ウ ラジ ロ ガ乙I Queγcus salicina var. stenophyllα 
マノレパク ツ ギ Deutzia scabγa 

ツノレアリ ドオ V Mitchella undulata 

コクヤボクキ sPccADTTVmtlTlOab尚eeeapyz問ct子zeycchce0smhhaaγ問門feeanl凶mzwぉoamjsmμua醐mpanpmeαfyrvmodcaa taenfupM gr zeuolcsam nm a ，EαzUe fnaa罰aa u b s 

チゴユリ m 
テイカカズラ iaticum 
ウラジロ
サカキ
カヤ
モミ
コゴメワツギ
スノキ inium var. glabrul托
、、、 ヤマ ν キ ミ Skimmia japonica 
ゴパノガマズミ Vibu門lum erosum var. punctatu11t 

アセビ PDAUbEueTltttz5aija GspPsaCOGt?h1b4um ca la ツクノミネクツギ ta 
マノレノミワツギ scaora 
ヤ プ コ ク ジ Ardisiα japoπica
ν よ'- ン フ yQCy争mbidium viγescens 
V' 守P ノ ヒ グ hiopogon japonica 

テイカカズラ Trachelospermu 11t asiaticu11t 

ツタクノレ v Rhus ambigua 

ヒメノキ ν ノプ Lepisorus Onoei 

l 被度Cover degree 

2 

+ 
+ 
十

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

3 

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

+ 
+ 

+ 

ジイとアラカ νの本数が多く ， V ラカ ν とオオモミジがこれについでいる。樹高はスダジイ，アラカ ν と

も 10-20m のものが多い。スダジイ，アラカ ν林の中 l己 l 本アカマツが存立している。胸高直径はスダ

ジイ，アラカ ν とも 15-35cm のものが多い。アラカ νは 40-45cm のものが l 本ある。

カ ν .v イ林下の低木以下の植物被度表は第 21 表のようである。低木層にはアラカジがやや多く， 他

の樹種は僅少である。草本層lζはコクヤボクキがやや多く，他は僅少である。つる植物はテイカカズヲが

わずかに見られるのみである。着生植物も発達悪く，ノキ νノブが少し見られるにすぎない。

VI 浅川実験林内天然林の遷移考察

植生は永久不変なものではなく，時間のたつにつれて変わっていし数十年，数百年を経て変化のめだ

つものもあれば，数十日，数か月で変化のわかるものもある。伐採跡地，風害跡地などは多少乾燥した立

地になるため陽性の樹種からなる植生が成立し，立地が適潤となるにしたがって，その林内K耐陰性の強
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第 16 表カ ν， 乙ノイ林組成要約表
Summarized association table of Quercus and Castanopsis forests. 

標準地番号 Quadrat E E IV V VI vn 四 IX X 

標準地面積 (m 2 ) Area 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400 

地 形 Configuration 中腹 中腹中腹 中腹 中腹 中腹尾根尾根 中腹 尾線

階 層 穫 類 常在度 総合優占度

Layer Species 
海 抜 高 Altitude 210 210 220 210 210 210 220 210 190 200 

Constancy Coverage 

傾斜方向 Exposure of slope SW  S W WN  SW  W SE  E SW  S value 

傾斜角度 Steepness of slope 320 32 。 30。 280 24 。 25 。 26 。 25 。 360 35 。

最大林分両 Maximum height of stand 22 21 20 21 23 22 24 22 23 22 

カ マ ツ Pinus densifloγι I~I ~ 1+1+11111
1 I~-Itl: 1 

W 378 

A P) モ ミ Abies firma IV 203 

ア フ カ ν Queγcus glauca 2 2 3 3 4 4 3 3 W 3100 

ス ダ ジ イ Castanopsis cuspidata var. Sieboldμ 3 3 2 4 4 2 3 V 2875 

ウ ラジロガ ν Queγcus salicinαva r. stenophylla + + E 202 

ヤ マ ザ ク ラ Pγunus Jamasakuγα + E 151 

モ E pPAQutγbnueiueγns sCuUfs d5ieγGnm??sγ1yiaG fTvI5Oa1T7η1a Gα efo 
� 十 + + E 104 

乙ノ ラ カ ν lia l I 100 

アカマツ I 100 

クワミズグクラ Prunus γay + + + 十 m 54 

ケ ヤ キ Zelkova serrata 十 + E 52 

エシコワカエデ Acer Mono var. marmoratum f. dissectum + + E 52 

オ オ モ 、、、 ジ Acer palmatum subsp. amoenum + + E 52 

カ ャ凡T4oαγcγhEtyluasnuchiuynefG + + 51 

亜高木層 タ プ ノ キ Thunbeγgii I 50 

ア カ ガ ν Quercus acuta 50 

(A S) オオツクパネガ乙/ Quercus takaoyamensis l 50 

コ ナ ラ Q叫eγcus serrata + + + E 3 

ヤ プ ツ ノミ キ Camelia japonica var. japonica + + 2 

サ カ キ CleyeTGjEGiFliontcα + + I 2 

イ ナ イ ガ 乙ノ Queγcus gilva 
ク リ Castαnea crenata + 
ク マ ミ/ デ Carpiπus japonica + 

イ ロハモ 、、、 ジ Acer palmatum subsp. palmatum + 
ヤ マ ガ キ Diospyγos Kaki var. sylvestris + 

ホ オ ノ キ Magnolia obovata + 
コパノトネリゴ Fraxinus lanuginosαvar. serrata + 

ア ワ プ キ Meliosma myriantha + 

アカメ ji ν ワ Mallotus japonicus + 

Table 16. 



-
M
∞
|
 

勢
川
神
附
計
調
蹄
峠
制
剤
弔
冶
哨
同
時

w羽
コ
叶
ー
叩

階Layer層
標 準 地 番 τ口ョ

C常on在度
総合優占度

Quadrat I E E IV V VI w VJ[ 区 X Coverage 種 類 stancy 
value Species 

ア フ カ ν Quercus glauca 2 2 2 2 2 3 3 3 V 2100 
ヒ サ カ キ Euγya emarginatα + 2 2 2 + l + + + V 580 
ア オ キ Aucuba japonicα + l + 2 V 477 
モ ミ Abies fiγma + + 2 2 E 402 
ヤプムラサキ Callicarpa mollis + 2 + + + + l V 380 
ス ダ i/ イ CCCaαlesmytαgeγnltαoaPj5jG1aF5poocnuntstcpcG a idav ta var.Sieboldu + 2 + l E 377 
ヤ プ ツ ノ、 キ ar. japonica + + 2 2 田 353 
サ カ キ 2 + E 276 
コパノガマズミ Viburnum erasum var. punctatum + + + + 十 + +- V 107 
ヒ イラギ OleGilzcisYa0l1114S + + + + + 十 IV 106 
ワ ラジロガ ν Quercus salicina var , stenophylla + + + + I 十 + IV 56 
カ ヤ TOTTeyanuctciafem + + + + 皿 54 
ア セ ピ Pieγis japonica + + + 十 E 54 
ゴノミノトネリゴ Fraxinus lanuginosa var. seγγata + + 十 E 53 
ガ マ ズ ミ Viburnum dilatatum f. dilatatum + I 51 
ノ、 ナ イ カ ダ ffeltuingiuamjbaepl onica + + + + + E 5 
ク ロ モ i/ Lindeγα lata + + + + H 4 
ス ノ キ Vaccinium Smallii var. glabrum + + + + E 4 
ツ リ ノ、. ナ ERuhoondyomus rooznypkhaye llus + + + + E 4 
ヤ マ ツ ヅ ジ dendron Kaempfeγt + + + E 3 

低木層 イ ヌ ヅ ゲ Ilex cγe礼ata 十 + + E 3 
ミヤマガマズミ Viburnum Wrightii + + + E 3 

(F) クワミズザクラ Pγunus Grayana + + I 2 
イ ロハモ 、、、 ヂ Acer palmatum subsp. pαlmatum + + I 2 
ウ カ 二E デ Aceγcγataegifolium + + I 2 
ノミ イ カ ツ ツジ Rhododendron semibaγbαtum + + I 2 
ツクパネクツギ Abelia spathulata + + I 2 
アズマネずサ Pleioblastus ch初。 + + I 2 
ムラサキ乙/キプ Calliarpa japonica + + I 2 
ヲ ツ ギ Deutzia crenata + + I 2 
コゴメクツギ SAtcEepihanandfa iπcisa + + I 2 
エシコクカエデ cer Mono marmoratum f. dissectum + I 
クラグエシコワカエデ Aceγ Mono var. connivens 十 I 
ヤ マ ザ ク ラ Pγu抗us Jamasakuγa + I 
ヤマコヲノミ ν Lindera glauca + I 
コ ナ ラ Queγωs seγγata + I 
イ ヌ ν デ Ca。γpliitnsetAaS Tsc}107toshtt + I 
ν ロ ダ モ Neolitsea sericea + I 
カ マ ツ カ Pouγthiaea villosa var. laevis + I 
イ ヌ ガ ヤ Cephαlotαxus Harringtonia + I 
ダンゴワパイ Lindera obtusiloba + I 
オオツタノ4 ネガ ν Queγcus takaoyamensis + I 
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第 10 関カシ・シイ林方形調査

Fig. 10. Quadrat of Quercus and Castano�sis forest. 

い常緑樹または針葉樹が侵入してきて，いつか陽性の樹種にとってかわる乙とが普通である。植生の変化

はその初期には著しいが，時間がたつに従って緩漫となり，ついにはその立地を支配する気候と完全に調

和した，ほとんど変化のないような，安定した植生となる。

浅川実験林の天然林を通観するに，モミ林と一部分カジ・ ν イ林，ならびにアカマツ林により安定した

植生をなしていたものが虫害や風害によってそれが破壊され，部分的に二次的の植生連続がふたたび行な

われつつあるのが現状である，

すなわち， 150~200 年を経た，老齢のモミによって天然林の上層林冠の大部分を支配していたものが，

昭和 31 年と 32 年の 2 年聞にわたりモミノハラアカマイマイの大虫害をうけ，その亜高木屑として存在し

たアラカジを主とするカ ν類とスダジイがモミ林より一段下がって上層樹冠を形成し，実験林の植物景観

を一変したと乙ろが多い。しかし，モ t の幼壮齢木の多くは，虫害をうけたのち完全に回復した。また，

老齢木でも飛地や特殊地形あるいは薬剤散布のよくゆきとどいたと恩われるところなどでは被害が少なく
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第 11 図カシ・シイ林方形調査

Fig. 11. Quadrat of Quercus and Castanopsis forest. 

助かり，モミの林相を保っているところがある。かなり広く枝を張っていたモミが 2-3 本かさなって枯

死すると，大穴があき，陽光が射入するようになる。そこにヌルデ，アカメガν ワ，キプν，コクゾ，ヤ

マクノレν，クサギ， ミズキ，タマノミズキ，モミジイチプ，タラノキ，ニワトコ，コナラ，アカ νデ，ク

リなどの陽性の稚幼樹と，ススキ，ワラビ，カラムνなどの陽性の草が生えてくる。以上のような陽性の

植物の下や疎開地にはと乙ろによりモミの稚樹を沢山生ずる乙とがあり，それが勢よく生育している。

アカマツは 200-250 年を経た老大木が尾根筋lζ群落をなしていたものが，近年数種のマックイムνの被

害を受け漸次枯死しつつあり，そのあとは亜高木層をなしていたアラカ ν，ワラジロガì/，スダジイなど

の常緑広葉樹と，ヤマずクラ，カスミザクラ，ヲワミズザクラ，イヌザクラ，ケヤキ，ホオノキ，イロハ

モミジ，エシコヲカエデ，アカジデ，イヌ νデ，コナラなどの落葉広葉樹が上層林冠lζ浮かびあがってき

た。

非常に広く枝をひろげていたアカマツの老大木が枯死し，かなりの大穴があくことがあるが，通常その
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第 12 図カシ・シイ林方形調査
Fig. 12. Quadrat of Quercus and Castanopsis forest. 

下には上述のような樹種が亜高木としてひかえ，その下にも各種の低木を生じている場合が多いので，ア

カマツ母樹の下l乙腸樹であるアカマツが生じ生育するという ζ とは不可能な環境にある。

だから，皆伐でもしてかなり広い面積を開き放任しておくでもしないかぎり，アカマツの成林するとと

はない。伊勢湾台風の被害によって著しく疎開し，放任されている箇所の植生を調査した結果によると，

最も多く生じている樹種はクサギであり，ついでタラノキ，ヌルデ，モミジイチゴ，アカメガν ヮ，コワ

ゾ，イヌグシν ョク，ヤマクノレν， ミズキ，クマノミズキ，キプジの順であった。草本類では，ススキと

ワラビが多かった。上記の疎開地より 3-4年前モミ林の虫害跡地を整理し，植林し，その残存箇所に生

じた植物を調査したと乙ろ，クサギが最も多く生じ，ついでアカメガジワ，ニワトコ，モミジイチゴ，ア

サダ，クワミズずクラ，コナラ，アカ νグ，ムラサキ νキプなどの}I買で多かった。草本類ではカラムν，

ススキが多く生じていた。そしてこれらの陽性の木や草の下にはアラカ νの幼樹がかなり生じ，よく生育
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しているのを認めた。そのほか，もと林間苗闘として開設した付近で卜数年放任してあった地区を調査し

てみたと乙ろ，コナラがいちばん多く，ついでヌルデ，クリ， アカメガν ワ， ホオノキ， クサギ， コク

ゾ， ミズキ，イヌザン ν ョク，ヤマグワの!I民で多かった。もはやタラノキは他樹におさえられ生育できず

に枯死し，その残がいを残している。草本類では，ワラピ.ススキ， ヒナタイノコズチ，カラムνなどが

多かった。

そして，他の 2 箇所よりも疎開されてから年代がたっている関係か，上記のような陽樹の中にアラカジ

とスダジイの稚幼樹がたくさん認められた。モミの稚樹も少量見られた。特にアラカ νは多く生じ，どん

どん成長している。

乙れらの植生の遷移状態を見ることにより，将来の浅川実験林天然林の方向をある程度考察することが

できるように思われる。陽性の樹木林下や疎開地には，ととろによりモミの稚幼樹をたくさん生ずること

第 17 表 カ乙/. V イ林，樹高階別樹木本数配分表

Table 17. Quercus and Castaηopsis forests. Number of trees in each height 

grade in (No. 1-10) quadrat 

樹 一Sp一e一cie一s一一d種一-ーーーーーー一~ー一ー一-一一一樹一一二H一ei一一g口一h一高一t 一ー(ーm一)一ー 5 JO 15 20 

10 15 20 25 

ス ダ ジ ィ Castanopsis cuspidata var. Sieboldii 19 55 29 

ア フ カ ν Queγcus glauca 86 76 II 

ア カ ガ ν Quercus acutα 2 

ν フ カ ν Queγ印s myγsinaefolia 

ク ラジロガ Lノ Quercus salicina var. stenophylla 2 6 

オオツクパネガ V Quercus takaoyamensis 4 

イ チ イ ガ ν Quercus gil'va 2 

ア カ マ ツ Pi礼us densifloγa 8 5 

モ 、、、 Abies firma 3 4 8 3 

コ ナ ラ Quercus serrata 3 

ヤ マ _" ク ラ Pγu抗us Ja才師sakura 8 3 2 

ワワ t ズグクラ Prunus Grayaηα 2 5 2 

ク リ Castanea crenatα 2 3 2 

エツコウカエデ Aceγ Mono var. maγ悦0γatum f. 2 
dissectum 

ケ ヤ キ Zelkova seγγα ta 

オ オ モ 、、、 ジ Acer palmatum. subsp. amoenum 2 3 

サ カ キ Cleyeγa japonica 9 

カ ヤ Torreya πucifera 8 2 

コパノトネリコ Fraxinus lanuginosa var. serrata 5 

イ ロハモミジ Acer palmatum subsp. palmatum 4 

タ プ ノ キ Machilus Thunbergii 

ア ワ プ キ Meliosma myriantha 

ヤ プ ヅ ノミ キ Camelia japonica var. japonica 3 

アカメガジワ Mallotus japonica 2 

ク マ ν デ Carpi担us japonica 

ス キ Cγyptomeria japo抗 ica

ヤ マ ガ キ Diospyros Kaki var. sylvestris 

計
Total 

103. 

173 

2 

B 

5 

3 

14 

18 

4 

13 

9 

7 

4 

2 

5 

10 

10 

6 

5 

3 

2 



第 18 表 カ ν ・ ν イ林，胸高直径階別樹木本数配分表

Quercus and Castanopsis forests. Number of trees in each diameter grade in (No. 1-10) quadrat 
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Table 18. 

一 胸 t高-h 直2h 径 (cm) 5 10 15 20 25 30 35 ω1 必 l 叩 55 60 65 70 75 80 計
樹 種

Breast-height Diameter 1 I 1 I 1 Total 
Species ー一一一ー

10 15 20 25 30 35 40 45 I 50 I 55 60 65 70 75 80 85 

ア フ カ ν Quercus glauca 50 47 55 13 6 173 

ス ダ ジ ィ Castanopsis Sieboldii 10 24 40 11 13 2 2 103 

ワ ラジロ ガ i/ Quercus salicinαvar. stenophylla l 2 2 B 

オ;;tツクパネガ己/ Queγcus takaoyamensis 2 5 

イ チ イ ガ i/ Queγcus gil匂a 2 3 

ア カ ガ ν Quercus acuta 2 

ν フ カ 乙/ Quercus myrsinaefolia 

モ 、、、 Abies fiγma 5 2 2 2 18 

ア カ マ ツ Pinus densifloγa 4 4 2 14 

ヤ マ ザ ク ラ Pγunus Jamasakuγα 6 3 2 13 

サ カ キ Cleyera japoηica 9 l 10 

カ ャ Torreya nucifera 4 4 2 10 

クワさズヂクラ Prunus Grayana 3 5 9 

タ プ ノ キ島fachilus Thunbeγgii 2 2 3 7 

ク リ Castanea cγenα ta 2 2 3 7 

コノ1 ノトネリコ Fγaxinus lanuginosa var. serrata 5 6 

オ オ モ 、、、 ジ Acer palmatum subsp. amoenum 2 2 5 

イ ロハモ 、、、 ジ Aceγ palmatum subsp. palmatum 2 3 5 

コ ナ ラ Queγcus seγγata 3 4 

ェ γ コウカエデ Aceγ Mo柱。 var. mαrmoγαtum f. dissectu叩 3 4 

ヤ プ ツ ノ4 キ Camelia japonica var. japonica 3 

ケ ヤ キ Zelkova seγγαta 2 

アカメ ガ己/ワ凡fαllotus japon ica 2 

ス ギ Cγyptomeriα japonica

ア ワ ブ キ Meliosma myriantha 

ク マ ν デ Carpiηus japonicα 

ヤ マ ガ キ Diospyros Kaki var. sylvestγis 
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第 13 [21 カシ・シイ帯状区林水配置図
Fig. 13. Belt-transect in Queγcus and Castαnopsis forest 

第 19 表 カ乙/・ ν イ林帯状調査区樹高階別本数配分表

Table 19. Quercus and Castanopsis forests. Number of trees in each height grade 
in No. 3 belt-transect. 

一一一一一一一一 一一-樹15!竺高L(m-)-
5 10 15 20 25 30 

計
樹 種 Total 

Species 10 15 20 25 30 35 

ス ダ ジ

イ CQQPHAhM加uuiCα‘ueUee rγmr間a正α叩九沼澗mb4a“ad5s pI5smηmuZ1Gay戸Ut白飽T内m叩包usn4ι包mas拙;pid叩edfadb』ots曲fa z凶。a var SZOO Id-a 

3 4 3 10 
ア フ カ

ジ乙乙ツ/ / ce T P a m a tt4 771 s u b s p . a m o m u m 

3 2 5 
ν フ カ 1 l 2 
ア カ マ l 

オ オ モ 、、、 l l 2 
ケ ヤ キ Zelkova seγrata l 

モ 、、、、 Abies fiγmα l 
エ γ コウカエデ Aceγ Mo乱o var. maγmoγat叫机f. l 

dissectum 
ヤ ブ ツ ノ、. キ Camelia japonica var. japonica 
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第 20 表 カ ν .v ィ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表

Quercus and Castanopsis forests. Number of trees in each diameter 

grade in No. 3 belt-transect. 

ほか)(林浅川実験林内天然林の生態学的研究

Table 20. 

百示喧喧:竺r 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 

T計otal 
10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 85 

ア ラ カ ν 
Queγcus glauca 5 

ス ダ ジ イ
Castanopsis 印spidata var. Sieboldii 2 1 1 212 2 10 

v フ カ ν 
Quercus myrsinaefoliα 2 

ア カ マ ツ
Pinus densiflora l 

オ オ モ 、、、 ミア
Acer palmatum subsp.αmoenum 2 

ケヤキ
Zelkova seγrata 
モ 、、、

Abies fiγma l 

エンコクカエデ
Acer Mono var. marmoγatum f. dissectum 

ヤ eプli ツパキ
Camelia japonica var. japonica 

第 21'表 カ乙/・ ν イ林の帯状調査区林床植物被度数

Quercus and Castanopsis forest. Cover degree of the plants 

in No. 3 belt-transect. 

Table 21. 

ρ
i
u
-

度
伊
一

P
L
v
ｭ

J
U

一
r
ｭ

O
E
-
-

被
肝
一

C

一

ー

tyeF| 
+
+
十
+
+
+
+
+
+
+
+
+

名

Quercus glauca 
Quercus salicina var. stenophylla 
Pruηus Grayana 
Pieris japonica 
Rhododendron semibartum 
Deutzia scabra 
Callicarpa japonic，α 
Callicarpa mollis 
Viburnum eγosum var. �unctatum 
Viburnum Wrightii 
Torγeya nucifera 
Euonymus oxyphyllus 

物
Species 

植

アラカジ
クラジロガジ
ワワミズヂクラ
アセビ
パイカツツジ
マノレノミヲツギ
ムラサキ乙ノキプ
ヤプムラサキ
コパノガマズミ
ミヤマガマズミ
カヤ
ツ リ ノミ ナ

低木層

( F) 

2
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

Peγtya scandens 
Torreya ηucifera 
Rhus trichocarpa 
Rhododendoron Kaempferi 
Trachelospeγmum asiaticum 
Oplismenus undulatifolius 
Ardis句 japonica
Lophatheum gracila 
Carpesium glossophyllum 
Ophiopogon japonica 
Caγ'ex sachalinensis var. alterniflora 
Liriope platyphylla 
Dryopteris erythrosora 

コクヤボクキ
カヤ
ヤマクノレ ν
ヤマツツジ
テイカカズラ
チヂミザサ
ヤプコヲジ
ササクサ
サジガジクピソク
リュクノヒグ
オオイトスゲ
ヤプラン
ベニ ν ダ

草本層

(H) 

+ 

+ 

Tγachelospermum asiaticum 

Lepisorus Thunbergianus 

フ

プ

ズ

ノ

カ

ν 

カイ

キ

ア

ノ

つる植物|
(L) 

着生植物|
(E) 
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q
、

u
w

があり，それが勢いよく生育している。そうしたモミの稚幼樹のよく生え育っている 5 つの箇所に， 1um2 

の方形区をとり調査した結果は 14~18 図のようであり，その各調査区の低木層以下各層の被度を調査し

た集計は第 22~26 表のようである。

第 14 図の調査区は海抜 183m，傾斜角 10 0，方位は南である。アカマツの胸高直径 45cm，樹高 20m の

ものが広く枝をひろげ，その下にアラカ νとヤマモミジが点生し，全体として適度に陽光のあたるところ

低木層以下は第 22 表を見ればわかるように，最も被度の高いのはもちろんモミで， 被度は 4 で

あり，よく生育している。ついで被度の高いものはイロハモミジ，ムラサキジキプ，アオキ，コパノガマ

ズミで被度は各 l である。草本層で被度の高いものはヤプラン 3 ，ジャノヒグ 3 ，テイカカズラ 2 ，モミ，

である。

ヒメカンスグの各 l である。

第 15 図の調査区は海抜 220m，傾斜角 18 0，方位は東である。アカマツの胸高直径 70cm，樹高 22m

の大木が広く枝をひろげ，そのWFI乙は亜高木層としてアラカ ν とコナラが点生している。低木層以下は

第 23 表を見ればわかるように，被度はモミが最も高く 3 であり，ついでアラカ ν，

チゴユム

ヒサカキ，

アオキ，ネジキ，アセビの各 l である。

草本層ではテイカカズラとチゴユリの被度が高く各 2 であり，次いでコクヤボクキの 1 である。モミは

クロモ ìl ，

乙の層ではわずかに認められたのみである。

第 16 図の調査区は海抜 230m，傾斜角 21 0，方位は南西である。上層林冠はアラカ νの胸高直径 15cm ，

&・C""/.1'.O 

x 
A'傘.. 

令6

2

3

 

ヨ

a偽
円
叫
足
《
R
L
ふ

u 
~7 

x 

・0

$'" 

x 
0，世

L
B
 

dR, 

d
A世

a

n‘, 
3
 

民 / ".--…・担、 JL 
/ ，.....別 向ぷ\

/ A A  /ろ\
63JVぐ /wU45A 三

/JX :弘郷町‘
¥. \< /j.t / ¥" ". /  
¥ ¥ ，.1' 、、 1宮

\\，，_吟 5，/'込 \\J

J MM/'rzleT\ ー
が鼎冷:，..，.... t1.込 \\lx

024f〆3 " '~よ... '¥ "-

/ 押持 ~'ì 
(J:z~t "'J ! 

\\\ぷ ( ム XムてI:LL::量ぷ
、\，、\、、、 I ，ノ，/

メ

S1t 

x 
A1 

.. 
柑1'-"，

是M
M 
3略

省句会

3‘ 
'、@

メ
ø.t, 

)( 
・~，. 4崎
』
17.t 

メ

'"・

.t 

3.3" "2 

XX 
1.S20 

X 
M. 

X 
;'7 

ポ

2・9

V
A
n
M
M
 

k
h
M
 

x
悼

x
M
 

X 
J.8 

第 14 凶モミの稚樹
Fig. 14_ Young growth of Abies jirma. 
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-23cm，樹高 12-19m のもの 8 本によって占有されている。低木層以下は第 24 表のようであり，モミ

の被度は 4 で最も高く，ついでコパノガマズミ，ゴパノトネリコの各 1 である。草本層はアラカ νの被度

が最も高く 4 であり，乙れについでモミが高く l である。他の植物は点生するにすぎない。

第 17 図の調査区は海抜 260m，傾斜角 18 0，方位は東南である。上層林冠はアカマツの胸高直径 72cm ，

ほか)(林浅川|実験林内天然林の生態学的研究

クリカその林下l乙カスミザクラ，樹高 26m と胸高直径 65cm，樹高 21m の 2 本により占有されており，

低木層以下は第 25 表のようであり，モミの被度は 3 で最も高エデ，コナラが亜高木層として見られる。

リョクプの各 l である。く，ついでヒサカキ，カマツカ，ヤマクノレジ，ムラサキシキプ，ヤプムラサキ，

テイカカズラ，ジャノヒグの各 l

第 18 図の調査区は海抜 240m，傾斜角 18 0，方位は北東である。この調査区は前の 4 箇所と違い位置が

いちばん尾根筋にあり，かっ高木屑と亜高木層が相重なり合い上層林冠の大部分をおおっている。すなわ

クラジロ，草本層はヒサカキとコクヤボワキの被度が高く各 2 であり，

がこれについでいる。
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第 15 図モミの稚樹

Fig. 15. Young growth of Abies firma 
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ちクムヤマザクラ，クワミズザクラ，ホオノキなどが高木層をなし，オオモミジ，アラカ ν，ヤブツパ

キなどが亜高木層を形成している。低木層以下は第 26 表のようであり，被度のいちばん高いのはヒサカ

キの 3 である。ついでモミの 2 ，アラカ ν，ツリパナ，ヤダケの各 l である。草本層はモミ，チゴユム

テイカカズラの被度が各 1 で高く，他の植物はわずかに見られるのみである。以上 5 箇所のモミの稚幼樹

が多く生じ，よい生育をなしているところと，モミが発芽生育しでもよさそうなところで全然モミがみつ

からないところとを，種々の観点から比較検討してみた。

すなわち，光線，土壌，方位，地形，傾斜角，常風向，付近にあるモミの老齢，壮齢と結実との関係，

高木，亜高木，低木，草本，各層を形成する植物の種類と，その疎密状態などから考察してみたが，今の

と乙ろ決定的な要因はみつからない。

要するに，浅川実験林内天然林は極盛相ならびに極盛相に近い安定した林であったものが，虫害や風害

の大被害を受け，その主体をなしていたモミが多く枯死し，またアカマツの老大木も漸次虫害を受け枯死

しつつあり，亜高木層として全林の大部分をおおっていたカ ν類，スダジイが今後成長し，上層林冠を占
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第 16 凶モミの稚樹
Fig. 16. Young growth of Abies jirma. 
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有し，安定した林となり，長くこの状態がつづくものと思われる。 しかしモミは現況と稚幼樹の発生状態

などからみて将来部分的に壮幼齢林を形成し，安定するものと考察される。アカマツは現在の虫害状態が

つづくかぎり，漸次枯死し，残念ながら遠からず天然林中からその美しい姿をけすものと思われる。

そして大穴があき十分陽光の当たる箇所ができないかぎり，稚，幼樹の生育はむずかしいと恩われる。

現在，常緑のカν類，スダジイなどの高木と混交しているナラ類，サクラ類，カエデ類などの落葉広葉樹

の高木は今後もその混交状態をつづけていくものと思われる。
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第 18 凶モミの稚樹
Fig. 18. Young growth of Abies fir 

第 22表モミ稚樹調査表

Y oung growth of Abies firma and cover degree of the plants 

in quadrat. 

Table 22. 

l 被度Cover degree 

4
1
1
1
1

十
+
十

名

Abies fiγma 
Acer palmatum subsp , palmatum 
Callicarpa japonica 
Aucubα japonica 
Viburnum erosum 
Euonymus oxyphyllus 
Zanthoxylum piperitum 
Lindera umbellata 

物
Species 

植

ロハモミジ
ラサキジキプ
オキ
ガマズミ
ハナ

乙/ョク
モジ

ノ
リ
ロ
ン

モ
イ
ム

ア
ゴハ
ッ

サ
ク

階層
Layer 

低木層

(F) 
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|被度
Cover degree 

+
+
+
+
+
+
 

名

Skimmia japonica 
Hel!ι，ingia japonica 
Quercus glauca 
Vαccinium Smallii var. glabrum 
Diospyros Kaki var. sylvestris 
Ilex crenata 

物
Species 

、
、
、
ダ
ν
キ
キ
グ

品白

ヤマ ν キ
ナイカ
ラカ

ノ

、
ハ
ア
ス
ヤ
イ

階層
Layer 

3
3
2
1
1
1
+
+
十
+
+
+
+
+
+
+
+

Liriope platyphylla 
Ophiopogon japonica 
7・rachelospeγmum asiaticum 
Abies firma 
Disporum smilacinum 
Carex conica 
Oplismenus undulatifolius 
Lophatherum gracile 
Lycopodium serγαtum 
Berberis Thumbeγgii 
Carex multifolia 
Aγdisia japonica 
Phegopteris decursive pinnata 
Pertya scaηdens 
Caγþesium divaricatum 
Rubus Buergeri 
Torreya nucifera 

ガ
ツ

ヤプラン
ジャノヒグ
テイカカズラ
モさ
チゴユリ
ヒメカシスグ
チヂミザサ
ササクサ
トワグ ν パ
メギ
ミヤマカシスグ
ヤプコクジ
ゲジグジ ν ダ
コクヤボクキ
キパナガンクピソウ
ブユイチゴ
カヤ

マ

ヌ

草本層

(H) 

+ 
+ 

Trachelospermum αsiaticum 
Rhus ambigua 

ラ

ν
イカカズ
タ ワノレ

ア
ツ

つる植物
(L) 

着生組物
(E) + Lepisoγus Thunbeγgiaηus プノν キノ

第 23表モミ稚樹調査表

Young growth of Abies firma and cover degree of the plants in quadrat. Table 23. 

|被度
Cover degree 

3
1
1
1
1
1
1
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

名

Abies firma 
Quercus glaucα 
Lindera umbellata 
Euryα japonica 
Aucuba japoηica 
Lyonia Neziki 
Pieris japonica 
Viburnum erosum 
Callicarpa japonica 
Euscaphis japonica 
Euonymus oxyphyllus 
Abelia spathulata 
Pourthiaea villosa var. laevis 
Rhododendron Kaempferi 
Deutzia scabra 
Zanthoxylum piperitum 
Vaccinium Smallii var. glabrum 

物
Species 

植

モミ
アラカ ν
クロモジ
ヒサカキ
アオキ
ネジキ
アセビ
コパノガマズ~ ~ 
ムラサキ ν キプ
プンズイ
ツリパナ
ツタノミネクツギ
カマツカ
ヤマツツジ
マノレパクツギ
サシジョワ
スノキ

階層
Layer 

低木層

(F) 

2
2
1
+
+
+
十
+
+
+

Trachelospermum asiaticum 
Disporum smilacinum 
Pertya scandens 
Abies firmα 
Berberis Thuηbeγgn 
Lindera umbellata 
Ophiopogon japonica 
Ardisia japonica 
Liriope platyphylla 
Hydrangea hirta 

ラ
リ
キ
ミ
ギ
・

V
グ
.
ν
ン
イ

ズ
ワカ

ュ
ボ

ヒ
ヲ
サ

モ
一
フ

ノ

コ
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ヵ
ブ
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，
寸
ウ
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ロ
フャ
プ
ア

テ
チ
コ
モ
メ
ク
ジ
ヤ
ヤ
コ

草本層
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被度
Cover degree 

物
Species 

植階層
Layer 

名

ヌ +
+
+
+
+
+
+
+
+
 

Ilex crenata 
Toγreya nucifeγG 
Lilium auratum 
Carex brunnea var. Nakai 
Cymbidium virescens 
Carex multifo・ lia
Syneilesis Tagawae 
Lophatherum gracile 
Carex sachalinensis var. alternifloγa 

グ
ヤ
リ
グ
ン
グ
サ
サ
グ

ツ

ニL

リス
ンラ
カンス
レガ

ク
トス

イ
カ
ヤマ
ナキ
ν ユ
ミヤマ
ヤプ
ササ
オオイ

+ Trachelospermum asiaticum フズカカイア
つる植物

(L) 

看互彊扇
(E) 

Lepisorus Thunbeγgianus キ 十

第 24表モミ稚樹調査表

Y oung growth of Abies firma , and cover degree of the plants 
in quadrat 

プノ�/ ノ

Table 24. 

被度
Cover degree 

低木層

(F) 

4
1
1
+
+
+
+
+
+
 

名

Abies firma 
Viburnum erosum 
Fraxinus lanuginosa var. serrata 
Helwingia japonica 
Pourthiaea villosa var. laevis 
Euscaphis japonica 
Viburnum Wrightii 
Rhus trichocarpa 
Rosa Luciae 

物
Species 

植

モミ
コパノガマズミ
コノミノトネリコ

ハナイカダ
カマツカ
プンズイ
ミヤマガマズミ
ヤマクノレ ν
ヤマテリハノイパラ

階層
Layer 

4
1
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

Queγcus glauca 
Abies firma 
Tγachelosperm叫m asiati印m
Aucuba japo悦ca
Zanthoxylum pipeγitum 
Wisteria floγibunda 
Callicaγ'pa 甘wllis
Peγtya scandens 
Peγtya γobusta 
Lophatherum gracile 
Carex sachalinensis var. alteγ抗ifloγa
Ophio予ogon ja争0礼:ica
Liγiope platyphylla 

ν
ミ
ラ
キ
ク
ジ
キ
キ
マ
サ
グ
グ
ン
キ

サ
ク
グ
ス
ヒ

ハ
ク
ラ

ラ
ポ

e

ト
ノ

パ
ス

ム
ヤ
イ
クワ
サ
プ

プ
ヮ

ν

ォ
ュ

ズ

ヨ

カ

カ
オ

ν

カ

フ

イ

γ 

ア
モ
テ
ア
サ
ア
ヤ
コ
カ
サ
オ
リ
ヤ
ス

草本層

(H) 

+ Trachelospermum asiaticum ラズカカイア
つる植物
Dd_ 

着生植物
(E) + Lepisorus Thunbergianus プノν キノ
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第 2S表モミ稚樹調査表

Y oung growth of Abies firma , and cover degree of the plants 
in quadrat. 

(林浅川実験林内天然林の生態学的研究

Table 25. 

被度
Cover degree 

モ 、、、 Abies fiγma 3 
ヒ サ カ キ EUT4yrtαhijdaepLonica 
カ マ ツ カ Pourthiaea villosa var. laevis 
ヤ i マ ウ ノレ 乙ノ Rhus trichocarpa 

ムラサキ ν キプ CallflhziccfaaarTpPbaa a jmaFololni tca ヤプムラサキ CallicarÞa mollis 
リョクプ Clethra barbineγvis 
ゴパノガマズミ Viburnum erosum + 
オトコヨワプメ VibuTn1477z Bopz1h4yleepTbEhoeytTTlt ltu chum + 
キノ、ギ LEUes0p7edezG + 

低木層 ツリパナ nymus oxypnyuus + 
(F) イ ヌ ツ グ Ilex crenata + 

ヤ マ ガ キ Diospyros Kaki var. sylvestγis + 
ナ ツ ノ、 ゼ Vaccinium oldhami + 
ガ マ ズ 、、、 Viburnum dilatatum f. dilatatum + 
ア オ ノ、 ダ Ilex macropoda + 
アカメガ ν ワ Adallotus m jaFSomnatclults t + 
スノキ Vaccinium Smallii var. glabrum + 

ウリカエデ ACPTIGoceeUγtToγaebnyClaoTGPαst5tnuatsusggccciiuhfrestopnTlG izo ud m 
+ 

スダジイ ata var. Sieboldii + 
カヤ + 
アズマネザサ + 

ヒサカキ GEPoAASPTahUofrpUbre4o四TheCmtt3ylcucω1tahhmaabhpmea maJtosoabaecJωespaupaaja，ponategJnhpdormajuzenompazfnn1M溜pa1ous z田mtUom ω a ma ra acvsa a t 

2 
コクヤボワキ 2 
ワラジロ
テイカカズラ aticum 
ジャノヒグ

草木層
ツクノミネワツギ + 
アオキ + 

(H) ヤマ乙ノキミ + 
カマツカ ruthiaea villosa var. laevis + 
ν ユ

〉ノ フ ラン CLyopmhbaztdh U4 m m Tesce n s + 
サ サ ク + 
ヤ プ ラ yLiftope epgTllauαtm nydp1gh41fy1agllceG iγlα e + 
ノ、 ν ゴ ミノ ダ Lastrea g + 

名物
Species 

植階層
Layer 

+ 
+ 

Tγachelospermum asiaticum 
Akebia trifoliata 

フ
ピ

ズ
ケ

カ
ア

カ
ノ、

イ
ツ

7 
~ 

つる植物
(L) 

Lepisorus Thunbergiaπus プ着生植物
(E) + 

第 26表モミ稚樹調査表

Y oung growth of Abies firma , and cover degree of the plants 
in quadrat 

ノν キノ

Table 26. 

!被度Cover degree 

3
2
1
1
1
+
+
+
+
+
 

名

Eurya japonica 
Abies firma 
Quercus glauca 
Euonymus oxy.phyllus 
Pseudosasa japonica 
Olea ilicifolius 
Viburnum erosum var. punctatum 
Carpinus laxifloγa 
Lindera umbellata 
Camelia japonica var. japonica 

物
Species 

植

キ

ジ

ナ
ケ

ラギ
ガマズミ
ジデ
モジ
ハキ

カ

カ
ノ、

ダ

ツ

ヒ
モ

ア
ツ
ヤ
ヒイ
ゴノミノ

アカ
クロ
ヤプ

サ

フ

リ

階層
Layer 

低木層

(F) 
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度
問
一

σ
b
-

J
U

一

被
ω

一
+
+
+
+
 

名物
Species 

Vacc叩ium oldhαmi 
Hel叩ingia japonica 
Abelia spathulαta 
Aucuba japonica 

ゼ
ダ
ギ
キ

i
f
 

--

ツ
・
ガ

ハ
ワイ

ネ
オ

f
.

、

v
J

ノ

ナ
Hノ

ナ
ハ
ツ
ア

階層
Layer 

l
l
I
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

Abies jirma 
Disporum smilacinum 
Trachelospermum asiαticum 
Zanthoxylum piperitum 
Aucuba japonica 
Fγaxinus lanuginosa var. seγrata 
Stephanαndγa incisa 
Pieris japonica 
Skimmia japonica 
Ophiopogon japoηica 
POlygonatum lasiaηthum 
Dryopteris mollissim� 
Pertya scandens 

モミ
チゴユリ
テイカカス'ラ
サン乙ノョワ
アオキ
ゴノてノトネリコ
コゴメウツギ
アセビ
ミヤマ ν キミ
ジャノヒグ
ミヤマナノレゴユリ

ゾ ν ダ
コワヤボヲキ

草本層

(H) 

+ Trachelospermum asiaticum フズカカイプ
つる植物

(L) 

着生植物
(E) + Lepisorus Thunbeγgianus ブノν キノ

浅川実験林内天然生植物の分布概説vn 

植物の分布には 2 つの型がある。その l つは気候との関連が強く，同じ気候の地域 IC分布している種類

がある。いま 1 つは気候との関連があっても，それよりも生育する地域の地史とより密接に結びつきのあ

る種類がある。乙の 2 つの型の聞にはさまざまな中間的なものがあり，はっきりしないものが多いが，大

ざっぱにわけると気候型と地史型の 2 つの分布型にわけることができる。

気候型 tL属する植物はその種類が多く，地史型lζ属するものはその種類が少ない。気候型のうちでは，

気温が最も植物の分布IC関係が深い。特ICVダ植物は温度に支配される乙とが多いようである。

また，降水量(含積雪)の総量は植物の分布に大き忽影響を与えることはもちろんであるが， 日本のよ

その総量よりも降水の配布状態のほううに降水量の総量が 800mm 以下のととろがほとんどない国では，

が一層関係が深いようである。

浅川実験林の気温は前にあげたように昭和 2 年から昭和134 年ーまでの 33 年間の平均気温は 13.4'C であ

この間の降水量の年平均は 1856.2mm である。また気温の高の極は 36.40C，低の極は一 10.60C でり，

ある。とれは気象観測所における百葉箱内の温度であるので，直射光線下の夏の温度は 36.40C よりはる

かに高く，冬の寒さは -10.60C よりはるかに低い日がかなりある。この気温の状態は暖地性植物の生育

K適し，また寒地性植物の自生も許しうるものと思われる。

894 種類の植物のうち暖地性植物と寒地性純物とにわけ，そのおもなも浅川実験林内 IC産する 127 科，

のをあげてみよう。

暖地性植物要素

乙の要素は日本の中央部南部以西，近畿，中国，四国，九州の高地を除いた地方，あるいはそれ以南の

暖地l己分布の本拠をおく植物をいい，浅川実験林ではその数はかなり多いが，そのおもなるものをあげる

と次のようである。
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1. 木本類

イヌガヤ，カヤ，ツガ，アカガν，ツクパネガν， ν ラカ乙/，ワラジロガジ，アラカ ν，イチイガジ，

スダジイ，エノキ，ムクノキ，イタピカズラ，""<ツグミ，ツヅラフジ，サネカズラ， ν キモ，ダンゴクパ

イ， ν ロダモ，ヤマコクパジ，タプノキ，カゴノキ，ガククツギ，フユイチゴ， ミヤマブユイチゴ，テリ

ノ、ノイノミラ，イヌザクラ， リシポク，エドヒガシ，ネムノキ，ブジキ，キハギ，カラスザン ν ョワ， ミヤ

7νキミ，ニガキ，ツゲ，モチノキ，ゴクサギ，アカメガν ワ，ゴシズイ ， V ラキ，ケンポナν，ワラジ

ロマタタピ，サカキ，ヤプツパキ， ヒサカキ，イイギリ，アオキ，キヅタ，クマノミズキ，ツノレグミ，マ

ンリョワ，ヒイラギ，ヤマトアオダモ，テイカカズラ，ヤプムラサキ，ゴパノガマズ~ ，ヤプデ""< 9 ，ナ

ガパノゴクヤボクキなど。

ii. 草木類

クラジロ，フモト νダ，オオパノイノモトソク，イノモトソワ，タチジノプ，ハコネ νダ，ペニ乙/ダ，

ヒメイタチν ダ， サイコクペュνダ， マノレノミペニ乙ノダ，ハν ゴνダ， ホ νダ， ν ケ ν ダ， コモチ νダ， コ

パノヒノキ乙ノダ""<メヅタ，ナガパヤプマオ，イチリンソク， ヒメクズ，アワゴケ，コミヤマスミレ，ナ

ガパノスミレナイ ν シ， モヤマタニソパ，チドメグサ，コナスビ，ヤマルリソク，イナモリソク，ハグロ

ソク，カラスクリ， ヒメガンクピソク ， V ュヴプンソク，ササクサ，イトハナピテシヅキ，オモト，キチ

ジョクソワ，クパユリ，ヤマラッキョク， ヒオウギ， ヒメプタノミラシ，クモラン，キシラン ， V ュスラン，

マヤラン，ヨヲラクラン，カヤランなど。

2. 寒地性植物要素

本州の北部から北海道またはそれより以北の寒地に分布の本拠をもっ植物をいい，当浅川実験林内で

は，暖地性植物要素よりその数は少ない。そのおもなるものをあげると次のようである。

i. 木本類

ハノレニレ，ケヤマハシノキ，カスミザクラ，キハダ，マタタピ，タラノキ，ハリギリなど。

ii. 草木類

ナライ νダ， il ュクモシジ乙ノダ，イワデンダ，アオミズ，アズマイチグ， ν ャクジョワソク， レシプク

ソワ，キクアザミ，カキラシなどである。

vm 浅川実験林内原産植物

浅川実験林内 !C 自生していた植物を原標本として，新しく記載命名された植物は次の 6 品種である。

1.ヨコヤマタツノヒグ Diarrhena japonica FR. et SAV. f. musashiensis HIY AMA 

1. ミドリヒメプタパラン Listera shikokiana MAKINO f. viridis HIY AMA 

1.アツカワザン ν ョヲ Zanthoxylum piperitum DC. f. corticosum KUSAKA 

1.イポザンジョワ Zanthoxylum piPeパtum DC. f. veγrucatum KUSAKA 

1.ヒロハヤプムラサキ Callicaγþa mollis SIEB. et Zucc. f. latifolia KUSAKA 

1. ν ロノミナオカタツナミソク Scutellaria brachyspica NAKAI f. albifloγa HAYASHI et 

KOBAYASHI-YOSHIO 
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区 浅川実験林内に産する植物中分類地理学上注目すべき種類

浅川実験林内 l乙産し，分類地理学上注目すべき植物あるいは興味ある植物はかなり多いが，そのうち 20

橋類を選び簡単に解説する。

( 1 ) サクライカグマ Dγyopteris gymηophylla C. CHR. オジダ科

関東から東海道の低山地lとまれに生じ朝鮮，南満州，中国K分布している νダで，高尾山 l乙産すること

はすでに知られているが，最近当実験林内にもごくわずかにあることがわかった。乙のνダは常緑性の三

角状広卵形をなして最下羽片の後側下部の小羽片が著しく長く，そして非常に長い柄があり，特徴ある形

をしている。

乙のほか近在の地ではあまりみかける乙との少ないνダとしては，ウラジロ，ゴモチジダ，プモト νダ，

t ズニラ，アライジダ，マノレパベニジダなどがある。

( 2 ) サイゴクペュνダ Dryopteγis chamPioni C. CHR. オジダ苧!

常緑性のνダで，根茎は塊状でやや小さく斜上する。

葉は集まって出て高さは 50cm-1m。葉柄は硬くて藁色をなし，鱗片は線形で赤掲色または濃褐色で光

沢がある。葉身は卵形または長楕円状卵形をなし，葉面は革状紙質で 2 回羽状複葉をなす。

胞子嚢群はやや辺縁よりにつくが，中間生の乙ともある。包膜は円腎形で，ほぼ全縁をなすu 関東南部，

東海道以西の本州，四国，九介し朝鮮済州島，中国中南部の暖地K広く産する。東京都下では浅川実験林

の産地しか知られていなかったが，最近恩方でも見つかった。しかし，この地方では珍稀な νダの一つで

ある。

( 3 ) イチイガジ Quercus gilva BLUME プナ科

本州，四国，九州，朝鮮(済州島)，台湾，中国K分布しているが，本州では千葉県以西の暖地に産し，

いままでは北限地として千葉県清澄山が知られていた。そのほか高緯度の産地としては山梨県南巨摩郡富

沢町，静岡県磐田郡水窪町，岐阜県武儀郡武芸村などである。しかし，当実験林の天然林内には各地l乙分

散して数本の自生があり，いずれも胸高直径は 20-24cm くらいである。切株から蔚芽したものを見ると，

根株のかなり大きいものもある。とにかく，上記の産地より当実験林はさらに北に位置しているので，本

極分布の最北限地である。

(4 ) オオツクパネガジ Queγcus takaoyαmensis MAKINO プナ科

本種は 1920 年牧野富太郎博士により東京都下高尾山産のものを Type として植物研究雑誌 2 巻 4 号に

発表されたもので，葉形はツクパネガνlζ近くて葉の先端近くに少数の鋸歯があり，葉が大形でやや厚い

点はアカガνの性質もでている。アカガν とツクパネガ乙/の間種といわれ，両種の混生地帯ではアカガν

IC近い形質のもの，ツクパヰ、ガνlと近い形質のものなど種々の中間的形質をあらわしたものがでてくる。

乙れらの種々の間種は関東以西の本州各地から四固まで産するが，当浅川実験林においてもこの種々の中

間的形質を有するものが見られる。
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( 5 ) ラシヨワアオイ Asarum Blumei DUCK ワマノスズクサ干ヰ

山地K生ずる多年生草木である。葉は l 枚ずつ生じ戟状広卵形または広卵形で長さ 10-15cm，基部は

エj:状の深い心臓形で多少外方K開く傾向があり，表面にはつやがあり白い斑点があるものもある。両面，

とくに縁辺には短毛を生ずる。早春葉の肢に l 個の淡褐紫色で無毛の花を開く。がくの上部は平閲して 3

裂する。本種は静岡県東部，神奈川県，東京都のみに産する分布範囲の比較的狭いカシアオイの l 穫であ

る。

浅川実験林内では数か所に小群生している。天然分布の北限 1<:::近いものである。

( 6 ) アズ7 イチグ Anemone Raddeana REGEL キシポワグ干ヰ

多年生草本で根茎は横臥し細い紡錘形で先端lζ鱗片がある。根生葉は花がすんでからのび，長柄があり

2 回 3 出複葉をなす。早春葉より高く茎を出し，先端 1<::: 3 個の葉状包をつけ，包には柄があって平閲し，

3 つに全裂し，形も質も根生葉と同様である。包葉の中心から直立した花茎が l 本のび，その先K花を開

く。初め下向するが，のち上向となり，日が当たると開く。花径は 2 -3 cm くらいである。がく片は花弁

状で 10 個くらいあり，狭長楕円形で白色をなし，外面がわずかに微紫色を帯びる。花弁はない。おしべは

多数で黄色，めしべも多数ある。本州の中部以北，北海道，アムーノレ，クスリー，朝鮮，樺太など寒い地

方l乙多く生ずる植物である。浅川実験林内には所々に産し，その美しい花がわたくしどもの日を楽しませ

てくれる。

(7) カゴノキ Actinodaphne 1αncifol匂 MEISN. クスノキ科

関東以南，四国，九州，南朝鮮，琉球，台湾，四国中部にわたり産する暖地性の常緑高木で，樹皮は淡

紫黒色で平滑であるが，のちに円状の薄片がlまげて特徴ある鹿の子模様を呈する。それで乙の名を得た。

葉は倒皮針形革質で表はなめらかである。雌雄異株。 8-9 月ごろ黄色の密集した散形状花序をつけ，液

果は翌年の 7-8 月ごろに赤熟する。高尾山および，その付近には点在していて，小仏部落の宝珠寺の境

内には幹囲約 3.70m，高さ約 20m の大木がある。これは最近東京都天然記念物K指定された。浅川実験

林には同科のタプノキとともに天然林内に点生している。天然分布の北限地は茨城県であり，当浅川実験

林のものはそれについで北の分布地である。

(8 ) エドヒガ y Prunus subhiγtella MIG. var. pendula T ANAKA f. ascendens OHWI サ

クラ科

本種はクパヒガン，アズマヒガンなどともいわれ，普通山林中に生ずる落葉高木である。葉は長楕円形

で先端は細長くとがり，縁Kは鋭くとがったきょ歯があり，軟毛を生ずる。 3 月末ごろ葉より早く，また

他のサクラ類l乙先がけて 5 弁で淡紅色の花を散形状l乙数個集まって聞く。花柄は長く，がくや花柱ととも

に毛でおおわれる。本州(大部分)，四国，九州から朝鮮，台湾，中国中部の暖地 1<:::広く自生するが，どこ

にもざらにあるものではなく点生するに過ぎない。浅川実験林内では高尾町寄りの南斜面の暖いところに

数本生じ早春の森林を美しく飾る。

¥ 
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( 9 ) リンポク Prunus spinulosa 5IEB. et ZUCC. サクラ科

暖地性の常緑小高木である。樹皮は黒褐色ではげず，横縞のサクラの肌をしている。葉は互生し，革質

で表面は深緑色で光沢があり，老木では全縁で波打つが，幼樹では針状の鋭いきょ歯がある。葉柄の頂部

には 2 個の蜜腺がある。 9-10 月，本年枝の葉肢に総状花序を出し小白花を密生する。花弁は丸く小さく

5 個あり外側 p::: そる。 核果は広楕円形で長さ 7 -8 cm , 翌年の 5-6 月に紫褐色に熟する。茨城県を天

然分布の北限地とし，それより以南の本州，阿国，九州(合対島)，奄美大島，琉球に広く分布する。当実

験林では白 lli神社近くにわずかに自生する。付近の城山にはあるが，高尾山ではみあたらない。

(10) ツグ Buxus microphylla 5IEB. et ZUCC. var. japonica REHD. et WILS. ツグ科

常緑の大低木または小高木で，葉は対生し，楕円形または倒卵形で先端はやや凹み，全縁，革質で表面

は深緑色でなめらかで光沢がある。春l乙淡黄色の小さい花を小枝の葉肢に群生する。花序は雄.rEが集まっ

て頂上 tC 1 個の雌花がある。さく呆は楕円体または球形で 3 枚のからからなり室の背面が裂関し，内から

黒くて光沢ある積子を出す。山形県下および新潟県佐渡以南の本州，伊豆諸島，四国，九州，対島，屋久

島などに点生し，ことに蛇紋岩や石灰岩の山地の尾根に多い。

浅川実験林では白山寄りの山地に自生し民有地l乙多い。しかし東京都下では日原方面にある以外は他の

摩地を聞いていない。

(11) ハグロスミレ Vio/a yezoensis MAXIM. f. soγdida I-IIY AMA スミレ科

本種は北海道中南部から本州，四国，九州の林内のやや湿り気のあるととろに生えるヒカグスモレを母

種とするスミレの l 品種である。乙れは若葉の表面が黒色に染まるもので，桧山庫三氏が命名されたもので

ある。これよりさき，中井博士が高尾山産のヒカグスミレの若葉の裏面が黒色のものにタカオスミレ var.

discolor NAKAI (のち f. discoloγ(NAKAI) HIYAMA とする)と命名されたものがある。しかしその

後乙れを採集したという確かな人がない。タカオスミレとハグロスミレは同じもので，別々の名をつける

必要はないという学者もある。浅川実験林内では東部地域の所々に小群生地がある。

(12) ν ロパナオカタツナミソク Scutellaria bγαchyspica NAKAI et HARA f. α/biflora HA-

YASHI et KOBAYASHI-YOSHIO ν ソ科

1960 年 5 月浅川実験林内 lζて著者の一人小林が発見採集したオカタツナモソワの白花品で，周年，林業

試験場研究報告第 125 号， p .76 に発表されたものである。

普通のオカタツナミソクとの違いは花筒部が白色で頭部の裂片の端にのみわずかに淡紫色が残り，唇弁

には白地に淡紫色の斑点がある。花筒にある短腺毛は無色で，雄蕊の約は白色である点が異なる。

(13) ツルアリドオν lvlitchella uηdu/ata 5IEB. et ZUCC. アカネ科

常緑無毛の多年草で，茎は細く仲長して地上を筒旬し，節々から根をおろす。葉は対生し葉身は卵形ま

たは卵円形でいくぶん波状縁となり，深緑色で質はやや厚いがしなやかである。初夏の乙ろに下部が筒状

で上部が 4 裂した白色の花冠を，枝の先に 2 個並んでつける。

液果は丸くて晩秋lζ赤熟し，頂l乙 2 花のあとがあり，おのおの細小な 4 個のがく片が残っている。本種
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は北海道，本州，阿国，九州の山地林内 lζ広く見られ，朝鮮南部に分布が及んでいる。東京都下では稀品

に属し，高尾山周辺ではまだ見いだされていない。

浅川実験林内では，アカマツの老齢林下lとただ l か所小群生しているにすぎない。

(14) ヒレノプキ .!ldenocau/on hima/aicu11! EDGEW. f. uropterum I1AYASHI キク科

ノプキの葉の長柄にある翼が幅広く，それが羽状に不整深裂して長いヒレ状をなしたものである。乙れ

は最初東京都下高尾山産のものについて著者の一人林が 1960 年に林業試験場報告第 125 号， p.76 !乙発表

したものであるが，この形は浅川実験林内にも見られる。

(15) ヨコヤマタツノヒグ Diaγrhena japonicαFR. el SAV. f. musashiensis HIYAMA イネ科

タツノヒグの Pa/ω 竜骨は一般に無毛平滑であるが， 浅川実験林内!cは竜骨上!c微細な京1]状随毛があ

ってざらつくものがある。 1951 年 lこ著者の一人小林が発見し， 桧山庫三氏により 1953 年に植物研究雑誌、

第 28 巻， p.218 !ζ発表されたものである。 和名は当時の村名である横山村にもとづいてヨコヤマタツノ

ヒグと命名された。

(16) ν ロパナオオパジャノヒグ Ophiopogon p/aniscapus NAKAI f. /eucanthus OKUY AMA 

ユリ科

オオパジャノヒグの純白花品であって，牧野富太郎侍上ーが東京都下高尾山産のものにもとづいて， 1919 

年植物研究雑誌第 2 巻， p.12 に Ophiopogon Wallichianus HOOK. fil. var. leucanthus MAKINO と

して発表したものである。学名は後 !C奥山春季氏lとより表記のように改定された。高尾山およびその付近

に見られるが，数量は少なく，当実験林内にもわずかながら見られる。

(17) ヤエキツネノカミソリ Lycoris sanguineαMAXIM. f. plenαYAMAZAKI ヒガンパナ科

キツネノカさソリの八重咲品で，これは突然変異により生じたものと思われる。花被は 6 本のおしぺが

全部弁花したものである。 1 つの花に 15-20 枚の多数の花被をもっ。

東大理学部植物学教室の助教授山崎敬博士が，昭和 33 年 8 月 26 日小沢元之助，榎本一郎両氏が高尾山

の日影沢で採集した標本により上記の新名称、を与えたものである。

浅川実験林には晩夏から初秋になるとキツネノカミソリが一面に咲き乱れて美しい。その中に L本の八

重咲のものを，筆者の一人林が昭和 32 年 :c見いだし，新名称、を与えようと考えていたものである。その後

毎年同じと乙ろに同じような八重の花を関心これは普通のキツネノカミソリの花が大半咲き終わった乙

ろ聞き花期がおそい。

(18) マヤラン Cymbidium nipponicum MAKINO ラン科

膜質鱗片葉のみをつける菌根蘭であって，南関東以西の暖地lとまれに克られ，和名のマヤランは最初に

発見された兵庫県摩耶山の地名 lζ由来する。本種のー型と思われる淡黄緑色花をつけるサガミラン(植物

学雑誌 45 巻， p.llO , 1931 年 !C発表)が神奈川県および千葉県から報告されているが，浅川実験林のもの

についてはいまだ果実のみにて花を見ていないのでどちらか不明である。とりあえずマヤランとしてお

• 
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く。いずれにしても東京都からは初めての記録である。著者の一人峯尾がl作勾ユモミ林下で発見したもので

ある。

(19) ヒメブタノミラン Listera shikokiαna MAKINO ラン科

ヒメプタパランは，ー名ムラサキブタパランともいわれ，牧野富太郎博士により四国高知県の名野川村

及工石山の植物にもとづいて， 1893 年に植物雑誌第 7 巻に発表されたものである。本州，四国，九州に産

する乙とが知られているが，浅川実験林内にも稀産する。また，東隣の多摩陵のヒノキ林下にも見られ

る。しかし，東京都ではこれ以外の産地はまだ知られていない。乙の紫色のヒメブタパランにまじってま

れに全株緑色の品種があり，乙れをミドリヒメブタパラン(f. viridis HIY AMA) といい， 1952 年著者の

一人小林によって発見され，桧山庫三氏が 1953 年に植物研究雑誌、第 28 巻， p.152 に発表した。

(20) クモラン Taeniophyllum aphyllum MAKINO ラシ科

樹皮l乙着生する小無葉気生菌で，根はすべて気根で四方l乙射出し，扇平な線形をなし灰緑色を帯ぷ。 5

-6 月ごろ 1- 2 cm の糸状の花茎を出して上部に 1- 3 花の短い総状花序をつける。 花は小形で白緑色

をなし花被は 5 片で下部は互いに合着して正開しない。さく果は長楕円形で尖る。

本種はイヌツグ，ソヨゴ，モクコク，カナメモチ，ヲメ，アセビ， ν ャ ν ャンポ，イボタ，カキ，アカ

マツ，スギなどの樹幹に密着しているという記録がある。しかし，当実験林では天然のモミ，植栽のテν

ャノキとヤマハゼK着生している。天然分布の東北限地は茨城県鹿島神社の境内で，それより西の関東南

部，東海地方，近畿地方，中国地方南半部，四国，九州(合対島)の暖地に見られる。浅川実験林では上

記の樹種の樹皮にまれに着生している。分布の北限l乙近い存在である。

このほか，浅川実験林には比較的珍しいラン類として，ヒトツポクロ，カヤラン，ツレナギソク，ヨク

ラクラシ，コアツモリソク， ν ュスランなどを産する。

X 浅川実験林所産高等植物の生活形

浅川実験林内 l乙産する高等植物を RAUNKIAER の方法により生活形を表示すると， 次の第 27 表のよ

うである。ただし，ギンリョワソクのような全寄生をする 4 種類についてはとの生活表から除外した。

N~a植~ぱu~物~a~自cーa~害然時-分i~ca~t類U~on~o~d ~p~lm生~t1L~ 5 ~fe 活~fーbーrーn一形一
羊 歯 植 物 Pteridophyta

裸 子 植 物 Gymnospermae

古生花被植物 Archichlamydeae

後生花被植物 Metachlamydeae

単子葉植物 Monocotydoneae

計 Total 

(%) 

略符号

E. 着生植物 Epiphytes.

第 27 表

Table 27. 

E MM  

9 

7 

69 

M 

31 

71 11 

3 

13 83 44 

1.5 9.3 4.9 

N 

41 

32 

5 

79 

8.9 

Ch L H G HH Th To計tal 

3 48 11 l 73 

8 

91 32 106 31 41 62 386 

l 41 87 30 57 229 

21 85 45 91 44 195 

13 38 326 117 14 163 890 

1.5 4.3 36.8 13.1 1.5 18.2 100 

, 
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MM. 大型挺空植物 Megaphanerophytes.

M. 小型挺空植物 Microphanerophytes.

N 媛型挺空植物 Nanophanerophytes.

Ch. 地表植物 Chamaephytes.

L. つる植物 Lianes

H. 半地1:11 植物 Hemicryptophytes.

G 地中植物 Geophytes

H I-I.水中・水湿植物 j-jydrophytes and Helophytes. 

Th. 1 年生植物 Therophytes.

この表を見ると，半地中植物が最も多く 36.8% を占め，つい

で l 年生植物が多く 18.2%，地中植物の 13.1%，大型挺空植物

が 9.3%，員委型挺空植物が 8.9% でつづいて多い。もっとも少な

いのは着生植物，地表植物，水中・水湿植物のいずれも1. 5% で

ある。

次にこの表から「スペクトラムJ を組み立て図示してみると，

第 19 図のようである。

第 19 図 「ラウンキエール」氏
の生活形スペクトラム

Fig. 19. Biological spectram. 

刃 浅川実験林の高等植物目録

1. 学名は主として大井次三郎著 r fj 本植物誌」によったが，キク科類は北村四郎著「原色日本植物図鑑

(上)など.ì/ダ獄は田川基二著「原色羊歯植物図鑑」など，その他本田正次著「日本植物名業J. 原

寛著「日本種子植物集覧J 1 -m ， 奥山春季著「原色日本野外植物図譜J 1 -7 などによったものもあ

る。

2. 和名のあとに生活形をあげ，樹木の常緑，落葉を括弧内に示した。

浅川実験林内に自生する高等植物の総数は 127 科 894 種類であり，これを植物分類学上の区分により配

列すると次の第 28 表のようである。

横 物 自 然 分 類

Natural classi五cation of plants 

羊 歯 植 物 Pteridophyta

裸 子 植 物 Gymnospermae

古生花被植物 Archichlamydeae

後生花被植物 Metachlamydeae

単子葉植物 Monocotyledoneae

計 Total 

第 28 表

Table 28. 

科

Familia 

16 

4 

66 

29 

12 

127 

種 亜種 変種 品種 計

Species Subspe-
Cles Varietas Forma Total 

63 7 3 73 

8 B 

309 3 47 28 387 

172 40 20 232 

158 27 9 194 

710 3 121 60 894 

乙のうち (E) 常緑木本植物 (Evergreen ligneous plants) は 67 種類. (D) 落葉木本植物 (De-

ciduous ligneous plants) は 190 種類である。
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浅川実験林の高等植物目録

PTERIDOPHYTA 羊歯植物門

Lycopodiaceae ヒカゲノカズラ科

Lycopodium serratum THUNB. 

var. serγatum ホソパトクグνパ

L. serratum THUNB. 

var. serratum f. inteγmedium NAKAI 

ヒロハノトヲグνパ

SelaginelIaceae イワヒパ科

Selaginella remotifolia 5PRING 

クラマゴケ

lsoetacl'ae ミズニラ科

Isoetes jαponica A_ BR. ミズニラ

Equisetaceae トクサ科

Equisetum arvense LINN. スギナ

Botrychiaceae ハナワラビ科

Japanobotrychium strictum NISHIDA 

ナガホノナツノハナワラビ

J. virginiαnum NISHIDA ナツノハナワラピ G 

Sceptγidium ternatum L YON 

ブユノハナワラビ

Ophioglossaceae ハナヤスリ科

Oph卲glossum thermale KOMAROV 

var. n伃pon兤um NISHIDA 

ゴハアヤスリ

Osmundaceae ゼンマイ科

Osmunda japon兤a THUNB. ゼンマイ

O. lancea THUNB. 

var. 1αtipinnula TAGAWA 

form. intermedia T AGAWA 

オクタマゼンマイ

Schizaeaceae フサシダ科

Lygodium japonicum Sw. カニクサ

Gleicheniaceae ウラジロ科

Gleichen僘 japoπica SPR. ワラジロ

Hymenophy llaceae コケシノブ科

Gonocoγmus minutus V. D. B. クチワゴケ E 

Ch 
(E) 

Ch 
(E) 

Ch 
( E) 

]-] 11 

N 
(E) 

Pteridaceae イノモトソウ科

Adiantum moηochlamys EA TON 

ハコネ νダ H 

I-I A. pedatum LINN. クジャクジダ

Coniogramme inteγmedia HIERON 

イワガネゼンマイ H

H

H

 

Dennstaedt似 hirsuta METT イヌジダ

D. WiぴÌJrdií KOIDZ. オオレン i/;ダ

MicrolePia marginαta C. CHR. フモト νダ H

Onychium japonicum KUNZE タテνノプ G 

Pteridium aquilinum KUHN 

var. latiusculU1向 UND. ワラピ G 

Pteris cretica LINN オオノミノイノモトソク H 

P. multifida POIR イノモトソク l-I 

G Da v alliaceae シノブ科

Davall! t /IIariesii MOORE ν ノブ E 

G 
Aspidiaceae オシダ科

Athyr ，.ú川 conilii T AGAWA ，J;ソパ ν ヶ νダ l-I 

A. cl1Vicola TAGAWA カラクサイヌワラビ H 

A. dimoγphophyllum TAGAWA 

セイタカ νヶ νダ H 

G 

A. japonicum COPEL. νケ tノダ H 

G 

A. niPonicum HANCE イヌワラビ H 

A. niponicum ]-]ANCE 

form. metallicum l-IONDA ニ ν キ νダ H

G A. vidalii NAKAI ヤマイヌワラビ H 

G 

Cyclosoγus acuminαtus NAKAI ホVダI-!

Cyrtomium Foγtu托ei ]. SM. ヤプソテツ H 

C. Fortunei ]. SM. 

var. clivicolum T AGAW A 

ヤマヤプソテツ H 

G Dryopteris Bissetia乱a C. CHR. 

ヤマイタチνダ H 

D. championi C. CIlR. サイコクベニνダ H 

D. chinensis KOIDZ. ミサキカグマ

D. eγythrosora O. KUNTZE. ベニνダ

H 

H 



D. fuscipes C. CHR. マノレパベニシダ
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D. gymnophylla C. CHR. サクライカグマ H 

D. hoηdoensis KOIDZ. オオベニシダ

D. lacera O. KUNTZE クマワラビ

D. nipponensis KOIDZ. トクゴク ν ダ

D. pacificαTAGAWA オオイタチジダ

D. sacrosancta KOIDZ. ヒメイタチνダ H 

D. uniformis MAKINO オクマワラビ H 

Lastrea glanduligeγαMOORE ノ、 ν ゴジダ H 

L. japonica COPEL ハリガネワラビ H 

L. la.z:a COPEL. ヤワラシダ

L. Miqueliana TAGAWA コハシゴシダ

L. oligophlebia COPEL 

var. elegans T AGAW A ヒメワラピ H 

Leptogγamma mollissima CHING ミゾνダ H 

A1alteuccia orientalis TREV. イヌガンソク H 

Onoclea sensibilis LINN. 

var. interrupta MAXIM. コワヤワラビ G 

Phegopteris decuγsive-pinnata FﾉE 

グジグジνダ H 

Polystichopsis MiquelianαTAGAWA 

ナライ νダ

P. simplicior T AGAW A ハカタ νダ

Polystichum polyblephαγum PR. 

P. polyblepharum PR. 

イノデ

var. intermedium KURATA 

アイアスカイノデ

P. Tagawanum KURATA イノグモドキ

P. tripteron PR. ジュクモンジνダ

Woodsiα polystichoides EA TON イワデンダ E 

Blechnaceae シシガシラ科

Struth iopteγis niponica NAKAI 乙/ν ガi/ラ H

Woodwαγdia orientαlis Sw. コモチνダ H 

Aspleniaceae チャセンシダ科

Asplenium incisum THUNB. トラノオ νダ H 

A. Sarellii HOOK. コパノヒノキジダ

Polypodiaceae ウラボシ科

Cγypsi托us hastatus COPEL. ミツデワラボ ν E 

H Lemmaphyllum microphyllum PR. マメヅタ E 

H

H

H

H

 

Lepisorus Onoei CHING ヒメノキ ν ノブ

L. Thunbergianus CHING ノキ ν ノプ

L. ussuriensis CHING ~ヤマノキ ν ノブ

E

E

E

 

lうyγrosia linearifolia CI-IING ピロクド乙ノダ E 

SPERMATOPHYTA 種子植物門

GYMNOSPERMAE 裸子植物亜門

CONIFERAE 球果植物綱

H 

H 

Taxaceae イチイ科

To門-eya nucifera SIEB. et ZUCC. カヤ

Cephalotaxaceae イヌガヤ科

Cephalotaxus Harringtonia K. KOCH 

イヌガヤ M 
(E) 

MM  
(E) 

Pinaceae マツ科

Abies ftrma SIEB. et ZUCC. モミ 恥Hv!
( E) 

MM 
(E) 

MM  
(E) 

Pinus densifloγa SIEB. et ZUCC. アカマツ

Tsuga Sieboldii CARR. ツガ

H

H

H

 

Taxodiaceae スギ科

Cryptomeria japoní印 D. DON スギ !??野化

Cupressaceae ヒノキ科

Chamaecypαγis obtusa SIEB et ZUCC. 

ヒノキ L
v
u
b
v
u
 

,aq.

,aqb 

野
野

M
)
M
)
 

E

E

 

M
(
M
(
 

C. pisifeγa SIEB. et ZUCC. ナワラ

1

1

1

 

Y

I

T

I

T

I

 

ANGIOSPERMAE 被子植物亜門

DICOTYLEDONEAE 双子葉植物綱

ARCHlCHLAMYDEAE 古生花被植物亜綱

Saururaceae ドクダミ科

Houttuynia coγdata THUNB. ドクダミ

Chloranthaceae センリョウ手ヰ

Chloranthus japonicus SIEB ヒトリ νズカ G 

G 

H 

C. serratus ROEM. et SCHULT. 

プタリ乙ノズカ G 

Salicaceae ヤナギ科

Populus Sieboldii MIQ ヤマナラ ν MM 
(D) 
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Salix Bakko KIMURA パッコヤナギ

S. integra THUNB目 イヌコリヤナギ

S. japonica THUNB. νパヤナギ

J ug landaceae クルミ科

Juglans ailanthifolia CARR. オニグノレミ

Betulaceae カバノキ科

Alnus hirsuta TURCZ. ケヤマハンノキ

Caγ'pi抗us coγdata BL. サワ ν八

C. japonica BL. クマ tノデ

C. Laxiflora BL. アヵ νデ

C. Tschonoskii MAXIM. イヌ νデ

Corylus Sieboldiana BL. ツノノ、ジノミミ

Ostrya japonica SARG. アサダ

Fagaceae プナ科

Castanea cγenata SIEB. et ZUCC. クリ

Castaηopsis cuspidata SCHOTTKY 

var. Sieboldii NAKAI スダジイ

Quercus acutαTHUNB. アカガ乙ノ

Q. gilva BL. イチイガν

Q. glauca THUNB. アラカ ν

Q. myrsinaefoliαBL. ν ラカ ν

Q. salicina BL. 

var. stenophylla HATUSHIMA 

クラジロガν

Q. se γrata THUNB. コナラ

Q. sessilifolia BL ツクパネガ乙ノ

Q. takaoyamensis MAKINO 

オオツクパネガ乙/

Ulmaceae ニレ科

Aphαnanthe aspera PLANCH. ムクノキ

Celtis sinensis PERS. 

var. japonica NAKAI エノキ

Ulmus Davidiana PLANCH. 

MM  
(0) 
M 
(0) 

M 
(0) 

MM  
(0) 

M
)
M
)
M
)
M
)
M
)
)
M
)
 

D

D

D

D

D

M

D

D

 

M
(
M
(
M
(
M
(
M
(
(
M
(
 
MM  
(0) 

MM  
(E) 
MM  
(E) 

MM  
(E) 

MM  
(E) 
MM  
(E) 

M
)
M
)
M
)
 

E

D

E

 

M
(
M
(
M
(
 
MM  
(E) 

MM  
(0) 

MM  
(0) 

MM  
(0) 

トクグヤキ

Zelkovι Schπeideγiana HANDEL-MAZZETτI 
MM  
(0) 
MM  
(0) Z. serrata MAKINO ケヤキ

Moraceae クワ科

Bγousso乱etia Kazinoki SIEB. コウゾ

Fatoua villosa NAKAI クワクサ

Ficus nipponica FRANCH. et SAVAT. 

イタピカス・ラ

Morus bombycis KOIDZ. ヤマグワ

Cannabinaceae アサ科

Humulus japonicus SIEB. et ZUCC. 

カナムグラ Th 

Urticaceae イラクサ科

Boehmeγia nipononivea KOIDZ. カラムν H 

B. nipononivea KOIDZ. 

var. concolor OHWI アオカラムν H 

β . paγαspicata NAKAI クサコアカソ H 

B. platanifolia FRANCH. et SAV AT. 

メヤプマオ H 

B. Sieboldiana BL. ナガパヤブマオ

B. spicata THUNB. コアカソ

B. tγicuspis MAKINO アカソ

Laporteα BulbiferαWEDDELL 

ムカゴイラクサ

Nanocnide japonica BLUME カテンソク

Pilea Hamaoi MAKINO ミズ

P. mongolica WEDDELL アオミズ

Uγtica Thunbergiana SIEB. et ZUCC. 

イラクサ

Santalaceae ビャクダン科

Thesium chinense TURCZ. カナピキソク

Loranthaceae ヤドリギ科

Taxillus Kaempfeγi OENSER マツグミ

Aristolochiaceae ウマノスズクサ科

Aバstolochia debilis SIEB. et ZUCC. 

ワマノスズクサ

Asaγum Blumei OUCHART ランヨクアオイ H 

Polygonaceae タデ科

Polygonum aviculare LINN. ミチヤナギ Th 

P. caespitosum BL, ハナタデ

P. caespitosum BL. 

var. laxiflora HARA ナガボハアタデ Th 

M 
(0) 

Th 

L 
(E) 

MM  
(0) 

H 

N 
(0) 

H 

H 

H 

Th 

Th 

H 

H 

E 
(E) 

G 

Th 
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P. cuspidatum 5IEB. et ZUCC イタドリ G 

P. cuspidatum 5IEB. et. ZUCC. 

var. compactum BAILEY メイグツソク G 

P. debile MEISN. ミヤマタニソパ

P. filiforme THUNB ミズヒキ

P. filifoγme THUNB. 

var. ηeo-filifoγme OHWI 乙ノンミズヒキ H 

P. 10ηgisetum DE BRUYN イヌタデ Th 

P. nepalense MEISN. タニソパ

P. nipponense MAKINO ヤノネグサ

P. nodosum PERS オオイヌタデ

P. pubescens BL. ポントクタデ

P. senticosum FRANCH 目 et 5AVAT. 

7マコノ ν リヌグイ

P. Sieboldi MEISN 

var. Sieboldi アキノクナギツカミ

P. Thunbergii 5IEB. et ZUCC. ミゾソノミ H H  

P. Thunbergii 5IEB. et ZUCC 

var. stolonifeγum MAKINO 

オオミプソパ j-j H 

P. viscofeγum MAKINO ネノミリタデ

Rumex Acetosa LINN. スイパ

R. Acetosella LINN. ヒメスイノミ

R. japonicus HOUTT ギ ν ギ乙/

Chenopodiaceae アカザ科

Chenopodium album LINN. ν ロヂ

C. ficifolium 5MITH ゴアカず

C. ambγosioides LINN. ケアリタソワ Th 

Amaranthaceae ヒユ科

Achyranthes japonica NAKAI 

ヒカグイノコズチ

A. Fauriei LÉv. 巴 t VAN. ヒナタイノコズチ H 

Amaranthus ascendens LOISEL. イヌピユ Th 

A. viridis LINN. アオピユ(ホナガイヌピユ) Th 

Phytolaccaceae ヤマゴボウ科

Phytolacca japonica MAKINO 

マルミノヤマゴポク

Aizoaceae ザクロソウ科

Mollugo stricta LINN. ずクロソク

M. verticillata LINN クノレマノミずクロソワ Th 

Portulacaceae スベリヒユ科

POγtulaca oleγacea LINN. スペりヒユ

Th 

H 
Caryophy llaceae ナデシコ科

Cerastium caespitosum GILIB. 

var. ianthes HARA ミミナグサ

C. glomeγαtum THUILL. 

オランダミミナグサ

L

H

-

h

u

l

n

'

H

 

T

T

T

T

 

Cucubalus bαccifer LINN. 

var. japonicus MIQ. ナンパンハコベ H 

Dianthus supeγbus LINN. 

var. longicalycinus WILLIAMS 

カワラナデ乙/ゴ

Th 
Lychnis Miqueliana ROI-lRB 

ブ V グロセンノヲ

九1elandryum firmum ROI-lRB. 

form. pubescens OI-IWI ケフ Vグロ

Moehringia lateriflora FENZL. 

オオヤマブスマ

Saginα japonica OI-lWI ツメクサ

Th 

Th 

H 

H 

H 

Stellaria Alsine GRIMM 

var. undulata OI-lWI ノミノブスマ

S. aquatica 5cop. ク乙ノハコベ

S. diversifloγa MAXIM. サワハコペ

S. media VILLARS ノ、コベ

S. modesta FENZL コハコベ
Th 

S. paniculigera MAKINO オオヤマハコベ H 

Th 
Ran unculaceae キンポウゲ科

Aconitum japonicum TI-IUNB. 

ヤマトリカプト

H 
Anemone flaccida FR. 5CI-IM. ニリシソヲ G 

A. hupehensis LEMOINE 

ジュクメイギク

A. nikoensis MAXIM. イチ 9>' ソヲ

A. Raddeana REGEL. アズマイチグ

G 

Aquilegia adoxoides OI-lWI ヒメヲズ H 

Cimicifuga japonicα5PRENGEL 

イヌ v ョクマ G 

C. simplex WORMSK. サラ V ナ ν ョクマ G Th 

57 -

Th 

Th 

Th 

11 

G 

Th 

j-j 

Th 

Th 

H 

I-l 

Th 

Th 

G 

H

G

G
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Clematis apiifolia OC. ボタンズノレ L 
(0) 

C. aPiifolia OC. 

var. bite門wta MAKINO コポタシズノレ L 
(0) 

C. japonica THUNB. ハン ν ョクズノレ L 
(0) 

C. Mαximowicziana FRANCH. et SA V A T. 

センニンソク L 
(0) 
Ch 
(0) 

C. stans SIEB 目 et ZUCC. クサボタン

Delphtnium anthriscifolium HANCE 

セリパヒエンソワ Th 野化

Ranunculus cαηtoniensis OC. 

ケキツネノボタン

R. japonicus THUNB. ワマノア乙/ガタ

R. japonicus THUNB 

form. plenifloγus HONDA キンポクグ H 

R. ternatus TI-IUNB. 

var. glaber Horss キツネノボタン HH  

R. ternatus THUNB. 

var. quelpaertensis OHWI 

ヤマキツネノボタン Th 

Thalictrum Thunbergii OC. アキカラマツ H 

Lardiza balaceae アケビ科

Akebia pentaphylla MAKINO ゴヨクアケビ L 
(0) 

A. quinata OECAISNE アケビ L 
(0) 

A. trifoliata KOIDZ. ミツパアケビ L 
(0) 

Berberidaceae メギ科

Berbeγis Thunbergii OC. メギ N 
(υ) 

N 野化
(E) 

Nandina domestica THUNB. ナンテン

Menispermaceae ツヅラフジ科

Cocculus tγilobus OC. ア大ツヅラフ v L 
(0) 

L 
(0) 

Sinomenium acutum REHD. ツヅラブジ

Magnoliaceae モクレン科

lllicium religiosum SIEB. et ZUCC. 乙ノキミ M 
「、 (E)

Kadsura 抑制ca OUNAL サネカズラ (主)
MM  
(0)野化

MM  
(0) 
L 
(0) 

M品g礼oli品 Kobus OC. コブジ

M. obovata THUNB ホオノキ

Schisandra nigγa MAXIM. マップサ

Lauraceae クスノキ科

Act似odaphne lancifolia MEISN. カゴノキ MM
(E) 

Lindera glauca BLUME ヤマコクノ'i/

L. obtusiloba BLUME ダンコクノミイ

L. obtusilobαBLUME 

M
D
M
D
 

J
, e

、ノウ
ノ

コンダグ-
フ

内
ノE

 
M
 

U
 

L
 

R
U
 

α
 

p
d
 o

 
u
 

p
る
.
‘

L. umbellatαTHUNB. クロモジ

Machilus Thunbeγgii SIEB. et ZUCC. 

M 
(0) 

M 
(0) 

Neolitsea sericeαKOIDZ. i/ ロダモ

M恥4
(E) 

MM  
(E) 

Parabenzoin praecox NAKAI アブラチャン M 
(0) 

タプノキ

H 

H 

Papaveraceae ケシ科

Chelidonium majus LINN. 

var. asiaticum OHWI クサノオワ

Corydalis decumbens PERS 

ジロクポクエシゴサク

C. incisa PERS. ムラサキケマン

C. incisa PERS. f. pallescens MAKINO 

乙ノロヤプケマン

Th 

G 

Th 

Th 

C. lineaγiloba SIEB. et ZUCC. 

ヤマエンゴサク

C. pollida PERS. 

var. tenuis YATABE ミヤマキケマン Th 

Macleaya cordata R. BROWN タケニグサ H 

Cruciferae アブラナ科

Aγαbis hirsuta SCOP. ヤマハタザオ

Capsella Bursα-pastoris MEDIK. ナズナ

C. flexuosa WITH. タネツケパア

C. flexuosa WITH. 

var. fallax O. E. SCHULZ 

タチタネッケパナ

C. impatiens LINN. ジャニンジン

C. scutata THUNB オオパタネツケパナ HH  

Th 

h

h

h

 

T

T

T

 

Th 

Th 

C. tenuis KOIDZ. マノレパゴジロンソク Th 

LePidium viγgiπic祉制 LINN.

マメグンパイナズナ Th 

RoriPpa atrovirens OHWI et HARA 

イヌガラ ν H 

R. palustr﨎 BESS スカ乙ノタゴボワ H 

Wαsabω bracteata HISAUCHI ユソワサビ H 
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Crassulaceae ベンケイソウ科

Sedum bulbifeγum MAKINO 

ゴモチマシネングサ Th 

S. kamtschaticum FISCHER キリンソク H 

Saxifragaceae ユキノシタ科

Astilbe microphylla KNOLL チダケサ ν

A. Thunbergii MIQ アカ V ョヲマ

A. Thunbergii MIQ. 

f. rosea HIY AMA クスペニアカ V ョクマ H

Chrysosplenium Grayanum MAXIM. 

ネゴノメソク

C. macrostemon MAXIM. 

var. atrandγum I-IARA ヲゴレネコノメ H 

Deutzia crenata SIEB. et ZUCC. ウツギ N 
(0) 

N 
(0) 

D. scabra THUNB. マノレパワツギ

Hydrangea hiγta SIEB. et ZUCC. 

ゴアジサイ

H. inτmlucγata SIEB. et ZUCC. 

タマアジサイ

N 
(0) 

N 
(0) 

H. mαcrophylla SERINGE 

N
D
M
D
N
D
 

イ
』

サジアマヤO
 

N
 

K
 

A
 

M
 

G
 

γ
 

γ
 e

 
s
 

p
 

q
d
 

'hu 
H
U
 

S
 

H. pαniculata SIEB. ノリワツギ

J-J. scandens SERINGE ガククツギ

Saxifrαga stolonifera MEERB. ユキノ ν タ I-I 

Schizophragma hydrangeoides SIEB. 

et ZUCC イワガラミ L
D
 

(
 Spiraeaceae シモツケ科

N 
(0) 

Stephanandra iπcisa ZABEL ゴプメクツギ N 
(0) 

Sρ{γaea japonica LINN. fil. i/ モツケ

Malaceae ナシ科

Chaenomeles japoηica LINDL. クサボケ N 
(0) 

札4
(0) 

Photinia glabra MAXIM. カナメモチ M 野化
(E) 

Malus Sieboldii REHDER ズミ

Pouγthiaea villosa OCNE 

var. laevis ST APF カマアカ M 
(0) 

M M  
(0) 
MM 
(0) 
MM  
(0) 

Pyrus pyrifolia NAKAI ヤマナジ

Sorbus alnifoliαC. KOCH アズキナシ

Sorbus japonica HEDL. ワラジロノキ

Rosaceae /"{ラ干ヰ

Agrimonia nipponica KOIDZ 

ヒメキンミズヒキ

A. pilosa LEDEB キンミズヒキ

Duchesnea indica FOCKE へピイチゴ

H D. majoγMAKINO ヤプヘビイチゴ

Geum japonicum THUNB. ダイコシソウ

Kerria japonica OC ヤマブキ

1-1 

Potentilla fragarioides LINN. 

var. major MAXIM 目 キジム ν ロ

1-1 
P. Freyniana BORIぜM. ミツパッチグリ

P. Kleiniana WIGI-IT et ARNOTT 

オヘビイチゴ

Rosa Luciae FRANCH. et ROCHEBR 

オオフジイパラ

R. multiflora THUNB. ノイパラ
F 

R. Wichuraiana CREP. テリハノイパラ

Rubus Buergeri MIQ. フユイチゴ

R. cratαegifolius BUNGE クマイチゴ

R. hakonensis FRANCI-I. et SAVAT. 

ミヤマフユイナゴ

R. hirsutus THUNB. クサイナゴ

R. microphyllus LINN. f. ニガイチゴ

R. palmatus THUNB. 

var. coptophyllus O. KUNTZE 

モミジイチゴ

R. parvifolius LINN. ナワν ロイチゴ
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G 

G 

H 

I-! 

H 
N 
(0) 

H 

H 

H 

N 
(0) 

N 
(0) 
N 
(0) 

Ch 
(E) 

N 
(0) 

Ch 
(E) 
Ch 
(0) 
N 
(0) 

N 
(0) 
Ch 
(0) 

Amygdalaceae サクラ科

Sanguisoγba officinalis LINN 、 ワ ν モコウ G 

Prunus Bueγgeriana MIQ. イヌザクラ

P. Gγayana MAXIM. ウワミズずクラ

P. Jamasαkura SIEB. ヤマずクラ

P. spinulosa SIEB. et ZUCC. リシボク

P. subhirtella MIQ. 

var. pendulαTANAKA 

f. ascendens OHWI ヱドヒガジ

P. verecunda KOEHNE カスさずクラ

MM 
(0) 
MM  
(0) 

MM 
(0) 
M 
(E) 

MM  
(D) 
MM 
(0) 
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Albizzia Julibγissin DURAZZ. ネムノキ

Amphicarpaea Edgeωorthii BENTH. 

var. japonicαOLIVER ヤプマメ

Apios Foγtunei MAXIM. ホドイモ

Caesalpinia japonica SIEB. et ZUCC. 

ジャケツイパラ

Cassia Nomame HONDA カワラケツメイ

Cladγastis platycarpa MAKINO プジキ

Desmodi叫m Oldhamii OLIVER ブジカシゾク G 

D. racemosum DC. ヌスピトハギ

D. racemosum DC. 

var. dilatatum OHWI ケヤプハギ

D. rαcemosum DC. 

var. mandshuricum OHWI 

D.γacemosu m DC. 

var. villosum OHWI マノレパヌスピトハギ G 

Du前asia tγuncαta SIEB. et ZUCC. ノササゲ H 

Glycine Soja SIEB. et ZUCC ツノレマメ Th 

Iηdigofeγa pseudo-tiπctoriαMATSUM. 

コマツナギ

Kummeγovia striαtαSCHINDLER 

ヤハズソワ

Lespedeza bicolor TURCZ. 

f. acutifolia MA TSUM. ヤマハギ

L. Buergeパ MIQ キハギ

L. cuneata G. DON メドハギ

L. cuneata G. DON 

var. serpens OHWI ハイメドハギ

L. cyrtobotrya MIQ. マノレノυ、ギ

L. homoloba NAKAI 

ツク Vハギ(ユッゴワν ラハギ)

L. pilosa SIEB. et ZUCC. ネコハギ

L. virgata DC. マキエハギ

Lotus corniculatus L. 

var. japoπicαREGEL ミヤコグサ

Maackia amuγ'ensis RUPR. et MAXIM 

var. Buergeri SCHNEID. イヌエシジュ MM  
(D) 
L 
(D) 

Pueraria lobatαOHWI クズ

MM  
(D) 

L 
(D) 
Th 

MM  
(D) 

ヤプハギ H

Ch 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 
Ch 
(D) 

Ch 
(D) 
N 
(D) 

N 
(D) 

Ch 
(D) 

Rhynchosia acuminatifolia MAKINO 

トキリマメ

H 

G 

Sophora flavescens AITON クララ

Trifolium repens LINN. ì/ロツメクサ

Vicia hirsutαS.F.GRAY スズメノエンドク Th

V. sepium LINN. カラスノエシドク

V. tetγasperma SCHREB. カスマグサ

V. unijuga A 目 BR. ナンテシノ、ギ

Wisteria floパbunda DC. フジ

Geraniaceae フウロソウ科

G 
Geranium nepalense SWEET 

var. Thunbergii KUDO グシノ乙ノョワゴ H 

H 
Oxalidaceae カタバミ科

Oxalis Acetosella LINN. 

var. japonica MAKINO ミヤマカタバミ H 

O. corniculata LINN. カタノミミ

O. corniculαta LINN. 

form. atropuγpuγeαMAKINO 

クスアカカタパミ

Th 

O. corniculαta LINN 

form. rubγifolωMAKINO アカカタパミ H 

O. fontana BUNGE 

var. Bushii HARA ケエゾタチカタノ~ ~ H 

O. Martiana ZUCC. ムラサキカタパミ H 野化

Rutaceae ミカン科

Boe抗抗ingha叫se乱ia japonica ]ACKS 

マツカゼソク H 

N 
(D) 

Phellodendron amurense RUPR. キハダ M 
(D) 

N 
(E) 

Orixa japonica THUNB. ゴクサギ

Skimmia japonica THUNB. ミヤマν キミ

S. japonica THUNB. 

H 
form. rosea HA Y ASHI 

アケボノミヤマ乙ノキミ

Zanthoxylum ailanthoides SIEB. et ZUCC. 

カラスザンジョワ

H 
Z. piPeパtum DC. f. corticosum KUSAKA 

アツカワヂ"Yì/ョワ

Z. pipeγitum DC. f. verrucatum KUSAKA 

イボず"Yì/ョク

H

H

H

 

Th 

Th 

G 

L 
(D) 

H 

H 

M 
(E) 

M 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 
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Z. planispinum SIEB. et ZUCC. 

フユザンジョヴ

z. schinifolium SIEB. et ZUCC. 

イヌずンジョク

Simaroubaceae ニガキ科

Picγasma quαssioides BENN. ニガキ

N 
(0) 

加1
(0) 

MM  
(0) 

Polygalaceae ヒメハギ科

Polygalα japonica HOUTT. ヒメノ、ギ H 

Euphorbiaceae トウダイグサ科

Acalypha australis LINN エノキグサ Th 

Euphoγbia Helioscopia LINN. トワダイグサ Th 

E目 mαculαta LINN 目 オオニジキソワ Th 

E. pekinensis RUPR. タカトワダイ G 

E. pseudochamaesyce FISCH ニジキソワ Th 

E. Sieboldiana MORR. et OECNE. 

ナアトヲダイ

E. supina RAFIN. ゴニジキソワ

Mallotus japonicus MUELL. ARG. 

アカメガν ワ

Phyllanthus Matsumurae HA Y ATA 

ヒメミカンソク

Sapium japonicum P AX et HOFFM 

Lノラキ

Buxaceae ツゲ科

Buxus microphylla SIEB. et ZUCC. 

var. japonica REHD. et WILS. 

Callitrichaceae アワゴケ科

Callitriche japonica ENGELM. アワゴケ

Anacardiaceae ウルシ科

Rhus ambigua LA V ALLﾉE ツタウルν

R. chinensis MILLER ヌルデ

R. trichocarpa MIQ. ヤマクノレシ

Aquifoliaceae モチノキ科

Jlex crenata THUNB. イヌツゲ

1. integra THUNB モチノキ

1. macropoda MIQ 目 アオハダ

1. serratαTHUNB. ウメモドキ

MM  
(0) 

M 
(0) 

M ツグ
(E) 

L 
(0) 

MM  
(0) 
恥f
(0) 

M 
(E) 

MM  
(E) 
MM 
(0) 
N 
(0) 

Celastraceae ニシキギ科

Celastγus orbiculatus TI-IUNB 

ヅノレクメモドキ

Euonymus alatus SIEB. ニジキギ

E. alatus SIEB. 
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L 
(0) 

N 
(0) 

E. Fortunei HAND.-MAZZ. 

f. ciliats-dentatus HIY AMA ゴマユミ N 
(0) 

var. radicans REHDER ツ jレマサキ

E. oxyphyllus MIQ ツリノミナ

E. Sieboldiαnus BL. マユモ

Staphyleaceae ミツバウツギ科

Euscaphis japonica KANITZ目 ゴシズイ

Staphylea Bumαlda OC. ミツパクヅギ

Aceraceae 力エデ科

G 

Th 

Acer carpinifolωm SIEB. et ZUCC 

ヤマ νパカエデ

A. cissifolium K. KOCH ~ツデカエデ

A. cγαtaegifolium SIEB. et ZUCC. 

クリカエデ

Th A. diabolium BL カジカエデ

A. Mono MAXIM 

var. ambiguum REHDER 

L 
(E) 

M 
(0) 

恥f
(0) 

M 
(0) 

N 
(0) 

M
)
M
)
 

D

D

 

M
(
M
(
 

、
j
J

レ
U

M
D

町M

)

 

D
 

M

(

 
MM  オニイタヤ (0) 

A. Mono MAXIM. 

var. conniveπs HARA 

クラグエシコワカエデ

A. Mono MAXIM. 

var. connivens HARA 

f. subtγifidum REI-IDER 

ヤグノレマカヱデ

A. Mono MAXIM 

var. marmoratum HARA 

MM  
(0) 

MM 
(0) 

A. Mono MAXIM. 

f. dissect 

var. marmoγatum HARA 

f. heterophyllum NAKAI 

イタヤカエデ

A. Mono MAXIM 

var. marmoγαtum HARA 

f. tashiroi HARA 

ケナ i/ ヤグノレマカエデ

MM  
(0) 

MM  
(0) 
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A. nikoense MAXIM メグスリノキ

A. palmatum THUNB. 

subsp. palmatum イロハモミジ

A. palmαtum THUNB. 

subsp. amoenum HARA オオモミジ

A. Sieboldianus MIQ. コハウナワカエデ

Sabiaceae アワブキ科

凡leliosma mvriantha SIEB. et ZUCC. 

アワブキ

M. tenuis MAXIM. ミヤマホクソ

Balsaminaceae ツリフネソウ科

Impatiens Textoγi MIQ. ツラフネソウ

/. Textori MIQ. f. pallescens HARA 

V ロパナツリフネソウ

Rhamnaceae クロウメモドキ科

Berchemia γacemosαSIEB. et ZUCC. 

クマヤナギ

Hovenia dulcis THUNB. ケシポナ乙/

Rhamnus japonica MAXIM. 

var. micγophylla HARA 

コノ t ノクロワメモドキ

yitaceae ブドウ科

Ampelopsis brevipedunculαta TRAUTV 

var. Maximowiczii REHDER ノプドク L 
(D) 

Cayγatia japonica GAGN. ヤプガラ ν G 

P州問的sus tric叫がdata P山CH ツタ (h)

Vitis flexuosαTHUNB. サシカクズノレ L 
(D) 

V. Thunbergii SIEB. et ZUCC. エピズル L 
(D) 

Tiliaceae シナノキ科

Corchoropsis tomentosa MAKINO 

カラスノゴマ

Sterculiaceae アオギリ科

Fiγmiana platanifoliαSCHOTT et ENDL. 
MM  form. tomentosa HARA アオギリ 野化
(D) 

ﾅctinidiaceae マタタピ科

Acti乱idia aγguta PLANCH. サルナ乙/

A. hypoleuca NAKAI クラジロマタタピ

A. polygama MAXIM. マタタピ

MM  
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 
MM  
(D) 

M孔4
(D) 

N 
(D) 

L 
(D) 

MM  
(D) 

N 
(D) 

L 
(D) 
L 
(D) 
L 
(D) 

Theaceae ツバキ科

Cαmeliα japonicαLINN. 

var. jaρonica ヤプヅノミキ MM  
(E) 
MM  
(E) 

M 
(E) 

Cleyera japonica TI-IUNB. サカキ

Eurya japonica THUNB. ヒサカキ

Guttiferae オトギリソウ科

H.ypericum Ascyγon LINN トモエソウ H 

H H. erectum TI-IUNB. オトギリソワ

/-/. eγectum TI-IUNB. 

var. angustifol川m Y. KIMURA 

ホソノミオトギリ II 

11 h
 

T
 

H. laxum KOIDZ. ゴケオトギリ

Yiolaceae スミレ科
Th 

Viola Bisseti MAXIM. 

ナガパノスミレサイ ν ン

V. Bisseti MAXIM. f.日IbifloTa NAKAI 

ν ロパナナガパノスミレサイジン

V. chaeγophylloides W. BECKER 

var. eizanensis OHWI エイザンスミレ H 

I.j 

" 

V. grypoceγas A. GRAY タチツボスミレ j-I 

V. grypoceγα5 A. GRAY 

f. albifloTa MAKINO 

ν ロパナタチツボスミレ 1-1 

V. gγypoceras A. GRAY 

f. purpurellocαγcaγata HIYAMA 

オトメスミレ H 

V. hondoensis W. BECKER et H. Borss 

アオイス E レ 1-1 

V. japonicαLANGSD. コスミレ H 

V. Keiskei MIQ ケマノレパスミレ H 

V. mandshurica W. BECKER スモレ J-I 

Th V. MaximowicziαπαMAKINO 

コ E ヤマス E レ H 

V. obtusa MAKINO ニオイタチツボスミレ H 

V. phalacrocaγþa MAKINO アカネスモレ H 

V. phalacrocarpa MAKINO 

f. glaberγima F. MAEKAWA オカス 5 レ H

V. Takedana MAKINO ヒナスミレ H 

V. Takedana MAKINO 

var. variegata NAKAI ブイリヒナスミレ H 
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V. violacea MAKINO 

var. Makinoi HIY AMA マキノスミレ

V. yedoensis 恥1AKINO ノジスミレ

V. yezoensis MAXIM. ヒカゲスミレ

V. yezoeηsis MAXIM 

f. sordida IIIYAMA ハグロスミレ

Flacourtiaceae イイギリ科

Idesiα polycaγf>a MAXIM イイギリ

Stachyuraceae キブシ科

Stachyuγus praecox 5mB. et ZUCC. キプν N 
(0) 

MM  
(0) 

Thymelaeaceae ジンチョウゲ科

J)aphne pseudo.mezereurn A. GRAY 

オニ νパリ

Elaeagnaceae グミ科

Elaeagnus glabγαTHUNß. ツ Jレグミ

N 
(0) 

L 
(E) 

M 
(0) 

E: rnultifloγa THUNB. ナツグミ

Lythraceae ミソハギ科

Lythγ叫m anceps MAKINO ミソノ、ギ

Alangiaceae ウリノキ科

Alangiurn platanifoliαHARMS 

var. rnacrophyllum W ANGERIN 

ワリノキ M 
(0) 

Oenotheraceae アカパナ科

Circaea erubescens FRANCH. et SA V AT. 

タニタテ， G 

C. mollis SIE゚. et ZUCC ミズタマソワ G 

Epilobium pyrγicholophum FRANCH. 

et SAVAT. アカノミナ H 

Oenotheγa odoγata ]ACQUIN マツヨイグサ H 

O. Pαγviflora LINN. アレチマツヨイグサ H 

Haloragaceae アリノトウグサ科

Halorαgis micrantha R. BR. アリノトワグサ H

Araliaceae ウコギ科

Acaηthopaηax spinosus MIQ. ヤマクゴギ N 
(0) 

Aralia cordata THUNB. ワド

A. elαta SEEM. タラノキ

A. elata SEEM. 

var 目 subiηermis OHWI メダラ

N 
(0) 

N 
(0) 

H Fatsia japonica OECNE et PLANCH. 

ヤツデ

H

H

H

 

Gilibertia trifida MAKINO カクレミノ

Hedera rhombea BEAN. キズタ

Ka/opanax pictus NAKAI 

var. magnificus NAKAI ケノ、リギソ

1-1 
Umbelliferae セリ科
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N 野化
(E) 

M 野化
(E) 

L 
(E) 

お1M
(0) 

Angc/ica decursiva FRANCH. et SAVAT. 

ノダケ G 

A. polymorpha MAXIM ν ラネセンキュク H 

Chamaele decumbens MAKINO セシトワソク H 

Cγyptotaenia japonica HASSK. ミツノミ H 

Heracleum 凡1oellendoγJfii HANCE ノ、ナクド H

Hydrocotyle japonica MAKINO ~ヤマチドメ H 

H. maritimαHONDA ノチドメ

H. γamiflora MAXIM. オオチドメ

H. sibthorpioides LAM. チドメグサ

11 

Oenαnthe javanica OC. セリ

Osmorhiza aγistata MAKINO et Y ABE 

ヤプニンジン

Ostericum Sieboldii NAKAI ヤマゼリ

Sanicula chinensis BUNGE ワマノさツノミ

Toパlis jα/>0ηica OC. ヤプジラ E

Cornaceae ミズキ科

Aucuba japonica THUNB. アオキ

A. japonica THUNB. 

form. viridiflora MAKINO 

アオパナアオキ

H

H

H

H

 

H

G

H

h

 

N 
(E) 

N 
(E) 

A. japoπica THUNB. 

form. longifolia SCHELLE ホソパアオキ N
( E) 

Coγnus bγachypoda C. A. MEY 

クマノミズキ

C. controversa HEMSLEY ミズキ

G 

C. Kousa BUERGER ヤマポク ν

Helwingia japonica F. G. OIETR 

ハナイカダ

MM 
(0) 

MM  
(0) 

MM  
(0) 

N 
(0) 
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METACHLAMYDEAE 後生花被植物亜綱

Clethraceae リョウブ科

Clethγα barbinervis SIEB. et Zucc リョクプ肘f
(D) 

Pyrolaceae イチヤクソウ科

Chimaphilα japonica MIQ. ワメガサソク H 

Monotγopa Hypopithys LINN. 

ジャクジョワソワ

九1. uniflora LINN. アキノギシリョワソウ

(ギシリョクソワモドキ)

λ1onotropαstrum globosum H. ANDR. 

7ノレミギシリョクソク(ギンリョクソワ)

Pyrola japonicαKLENZE イチヤクソウ H 

P. nephrophylla H. ANDR目

N 
(E) 

ノミイカツツジ N 
(D) 
N 
(E) 
N 
(D) 

マノレパノイチヤクソワ

Ericaceae ツツジ科

Lyonia ovalifolia 

var. elliptica HAND.-MAZZ. ネジキ

Pieris japonica D. DON アセビ

Rhododendron dilαtatum MIQ 目

ミツパツツジ

R. Kaempferi PLANCH. ヤマツツジ

R. Kaenψ>.feri PLANCH. 

f. mikawaηum HARA 

ムラサキヤマツツジ

R. semibarbatum MAXIM. 

R. transiens NAKAI オオヤマツツジ

Vaccinium Oldhami MIQ. ナツノいぜ

V. Smallii A. GRAY 

var. glabrum KOIDZ. スノキ

Myrsinaceae ヤブコウジ科

Ardisia creηatαSIMS. マンリョク

Acγenata SIMS. f. Taquetii OHWI 

オオパマシリョク

A. japonica BL. ヤプコワジ

Pl'imulaceae サクラソウ科

Lysimachia acroadenia MAXIM 

三ヤマタゴポヲ

L clethroides DUBY オカトラノオ

M 
(D) 

M 
(E) 

N 
(D) 
N 
(E) 

N 
(D) 

N 
( E) 

N 
(E) 
Ch 
( E) 

L. japonica THUNB. コナスビ H 

Ebenaceae カキノキ科

Diospyros Kaki THUNB. 

var. sylvestris MAKINO ヤマガキ

Symplocaceae ハイノキ科

ρicalix lucidus HARA クロキ

Symplocos chinensis DRUCE 

var. leucocarpa OHWI 

f. pilosa OHWI サワフタギ

Styracaceae エゴノキ科

Styγax japonica SIEB. et ZUCC. エゴノキ

Oleaceae モクセイ科

H 

Fγαxinus 10γ~gicuspis SIEB. et ZUCC. 

ヤマトアオダモ

F. Steboldiana BL 

var. angustata BL ホソパアオダモ

F. Sieholdiana BL. 

var. seγrata NAKAI ゴノミノトネリコ

Ligustrum japonicum THUNB. 

ネズミモチ

L. obtusifolium SIEB. et ZUCC. 

イボタノキ

L. Tschonoskii DECAISNE 

var. kiyozumianum OHWI 

キヨズミイボタ M 野化
(0) 

ヒイラギ M 
(E) 

Osmanthus ilicifolius MOUILL. 

Loganiaceae フジウツギ科

Mitγasacme nudicaulis REINW. アイナェ Th 

Gentianaceae リンドウ科

Gentiana scabra BUNGE 

var. Bueγgeγi MAXIM. リンドヲ G 

G. squarrosa LEDEB. コケリンドワ Th 

G. Zollingerii F A WCETT ブデリシドク Th 

Swertia bimaculata HOOK. et THOMS. 

アケポノソワ Th 

H 

G 

S. japoπica MAKINO センブリ

Tγipterospermum japonicum MAXIM. 

ツノレリシドワ

MM 
(D) 

pレ
u

r
4
8
 

野M
U
U
 

M
υ
 

M 
(D) 

MM 
(D) 

MM 
(D) 

MM 
(D) 

MM  
(D) 

(E) 里子化

N 
(0) 

Th 

H 
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Apocynaceae キョウチクトウ科

7子αchelospeγmum asiaticum NAKAJ 

var. intermedium NAKAI 

テイカカズラ

Asclepiadaceae ガガイモ科

L 
(E) 

Cynanchum atratum BUNGE フナノミラソワ G 

C. macranthum NAKAI 

var. Dickinsii OJJWI ハコネカモメズノレ

Marsdenia tomentosαMORR. et DCNE. 

キジョラシ

Metαplexis japonica MAKINO ガガイモ

Tylophoγa aγistolochioides MIQ 

オオカモメズノレ

Convolvulaceae ヒルガオ科

H 

L 
( E) 

G 

H 

Calystegia hederaceαWOLL. コヒルガオ G 

C目 japonicαCHOISY ヒルガオ G 

Cuscutα japonica CHOISY ネナジカズラ Th 

Boraginaceae ムラサキ科

Bothriospermum tenellum FISCH. 

et MEY. ハナイパナ Th 

Cynoglossum zeylanicum THUNB. 

var. villosulum OHWI オオノレリソク Th 

Lithospermum Zollingeri DC. ホタルカズラ G 

Omphαlodes japonica MAXIM ヤマノレリソク H 

O. japonica MAXIM 

f. αlbiflorα5.0KAMOTO 

ν ロパナヤマノレリソク

Trigonotis peduncularis BENTH. 

キュクリグサ

Verbenaceae クマツヅラ科

Callicarpa japonica THUNB. 

ムラサキ Vキプ

C. japonicαTHUNB. f. angustata OHWI 

ナガパムラサキ V キプ

C. japonicαTHUNB. f. taquetii NAKAI 

コパノムラサキ ν キプ

C. mollis 5IEB. et ZUCC. ヤプムラサキ

C. mo/lts 5IEB. et ZUCC. 

f. latifolia KUSAKA 

ヒロハヤプムラサキ

H 

Th 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

C. mollis 5IEB. et ZUCC. 

f. microphylld 5UGJM 

ナガパヤプムラサキ

C. mollis 5IEB. et ZUCC. 

f. ramosissima 5UGIM. 

コパノヤプムラサキ

C. Shirasawana MAKINO 

イヌムラサキ ν キプ

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

Clerodendron trichotomum THUNB. クサギ M
(D) 

Labiatae シソ科

Ajuga decumbens THUNB. キラシソワ H 

ﾂ. nipponensis MAKINO ジュワニヒトエ H 

A. nipponensis MAKINO 

form. nivea HIY AMA 

ν ロパナジュクニヒトエ H 

ﾂ. yesoensis MAXIM. ニジキゴロモ H 

Chelonopsis moschata MIQ. ジャコワソク H 

Clinopodium chinense O. KUNTZE 

var. parviflorum HARA クルマパナ H 

C. confine O. KUNTZE トクパナ H 

C. micγanthum HARA イヌトクパナ

Elsholtzia ciliata HYLANDER 

ナギナタコクジュ

Glechoma hederacea LJNN. カキドク乙ノ

Jsodon inflexus KUDO ヤマハッカ

Keiskea japonica MIQ. νモパν ラ

H 

Th 

H 

G 

H 

Lamium amplexicaule LINN. ホトケノサ・ Th 

Orthodon grosseseγγatum KUDO ヒメジソ Th 

O. punctulatum OHWI イヌコウジュ Th 

Prunella vulgaγis LINN. 

var. lilacina NAKAI クツポグサ H 

Salviα japonica THUNB. アキノタムラソワ H 

S. japonica THUNB. f. albiflora HJY AMA 

ジロノミナアキノタムラソヲ H 

Scutellaria brachyspica NAKAI et HARA 

オカタフナミソク H 

S. bγαchyspica NAKAI et HARA 

f. albiflora HAYASHI et KOBAYASHI. 

YOSHIO i/ ロノミナオカタツナミソク H 

S. indica LINN. タツナミソヲ 日
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Plantaginaceae オオバコ科S. parvifolia KOIDZ. コノミノタツナ三ソワ H 

S. paγvifoliαKOIDZ. f. alba HARA 

ジロノミナピロクドナミキ

S. pekinensis MAXIM. 

var. transitra HARA ヤマタツナミソク H 

Teucrium japonicum ]-IOUTTUYN ニガクサ H 

Solanaceae ナス科

Lycium chinense MILLER クゴ

Physaliαstγum japonicum HONDA 

イガホオズキ

N 
(D) 

Solan叫m j.αponense NAKAI ヤマホロジ

S. lyratum THUNB. ヒヨドリジョクゴ

Scrophulariaceae ゴマノハグサ科

Dopatγium junceum HAMILT. アプノメ Th 

Linderniα crustacea F. V. MUELLER 

ヲリクナ Th 

L. pyxidαバαLINN. アゼナ

ん1azus japonicus O. KUNTZE トキワハゼ Th 

M. Miquelii MAKINO ムラサキサギゴケ H 

Mimules 仇:flatus NAKAI ミゾホオズキ

Paulownia tomeπtosa STEUDEL キリ MM野化(D) 
Phtheirospermum japonicum KANITZ 

ゴ乙ノオガマ

Veronica aγvensis LINN. タチイヌノアグリ Th 

V. Komαrovii MONJUSCHKO 

var. petiolata NAKAI ヒメトラノオ H 

V. 九1iqueliana NAKAI クワガタソク H 

V. persica POIR. オオイヌノブグリ Th 

ﾅcanthaceae キツネノマゴ科

Dicliptera japonica MAKINO ハグロソワ H 

Justicia pγocumbens LINN. 

var. leucantha HONDA キツネノマゴ Th 

Phrymaceae ハエドクソウ科

Phγyma Leptostachya LINN. 

var. asiatica HARA ハエドクソワ H 

P. Leptostachya LINN. 

var. asiatica HARA 

f. oblongifolωOHWI 

ナガパハエドクソワ

Plantago asiatica LINN. オオノてコ H 

H 
Rubiaceae アカネ科

Galium gracilens MAKINO ヒメヨツパムグラ H

G. Nieweγthi FRANCH. et SAVAT 

ヤプムグラ H 

G. pogonanthum FRANCI-I. et SAVAT. 

ヤマムグラ H 

H

H

H

 

C 目 suprium LINN. 

var. echinospermon HA YEK ヤエムグラ H

G. tγαchyspermum A. GRA Y ヨツパムグラ H

Hedyotis Lindleyana HOOK. 

Th var. hirsuta HARA ハジカグサ

Mitchella undulatαSIEB. et ZUCC 

ツノレアリドオ乙/ H 

Paederia scandens MERRILL 

va r.九1airei HARA へクソカズラ
)
 

L
D
 

(
 

Th P. scandens MERRILL 

var. longituba HARA 

ツツナガヤイトパナ G 

H 
P. scandens MERRILL 

vaγ目 velutiηαNAKAT

ピロクドヤイトパナ G 

Th 

Pseudopyxis depγessa MIQ イナモリソワ G 

Rubia Akαηe NAKAI アカネ G 

Caprifoliaceae スイカズラ科

Abelia spathuZatαSIEB. et ZUCC. 

ツクパネワアギ
N 
(D) 

Loniceγα gracilipes MIQ. 

ヤマワグイスカグラ
N 
(D) 

L. gracilipes MIQ. 

var. glabra MIQ. ワグイスカグラ

L. gracilipes MIQ 

N 
(D) 

var. glabra MTQ. f. adenophoγa HARA 

オクノクグイスカグラ

L japonica THUNB. スイカズラ

N 
(D) 

L 
(E) 

ニワトコ M (D) Sambucus SieboldianαBLUME 

Viburnum dilatatum THUNB. 

アラゲガマズミ
N 
(D) 

H 

V. eγosum THUNB. 

var. erosum テリハコパノガマズミ N 
(D) 
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V. erosum TIIUNB. 

var 町 punctatum FRANCH. et SAVAT. 

コパノガマズミ N 
(0) 

V. phlebotrichum SIEB. et ZUCC. 

オトコヨワソeメ N 
(0) 

V. plicatum THUNB. 

var. tomentosum MIQ ヤブデマリ M 
(0) 
M 
(D) 

V. Wrightii MIQ. ミヤマガマズミ

V. Wrightii MIQ 

var. minus NAKAI コミヤ7ガマズ~ ，~ 
(0) 

V. Wrightii MIQ. 

var. lucidum IIATSUSIMA 

テリハ E ヤマガマズミ N 
(0) 

M 
(0) 

Weigela decoγa NAKAI ユ ν キクツギ

Adoxaceae レンプクソウ科

Adoxα 凡loschatèllina LINN. 

var. inodorαFALCONER レンプクソヲ G 

Valerianaceae オミナエシ科

Patrinia scabiosaefoliαFISCH. オミナエジ H 

P. villosa juss. オトコエν

Valeriana flaccidissima MAXIM. 

ツノレカノコソク

Cucurbitaceae ウリ科

Gynostemma pentaphyllum MAKINO 

アマチャヅノレ G 

Melothria jαponica MAXIM スズメクリ Th 

Trichosanthes cucumeroides MAXIM. 

カラスクリ

1'. Kirilowii MAXIM 

var. japonica Kn  AMURA キカラスクリ G 

Campanulaceae キキョウ科

Adenophora triphylla A. OC. 

var. jαþonicαHARA ツリガネニンジン G 

A. triphylla A. OC  

var. jαþonica HARA 

f. canescens KITAMURAν ラゲ乙ノヤジン G 

A. divaricata FRANCH et SAVAT. 

フク νマ ν ャジン

Campanula hoηdoeηsis K IT AMURA 

ヤマホタルプクロ

C. �unctata LAMARCK ホタルプクロ

Codonopsis lanceo/ata TRAUTV. 

ツノレニシジン

Lobelia chinensis LOUR ミゾカク ν

Platycodon g打開diflorum A. OC. キキョワ G 

Compositae キク科

Adenocaulon himalaicum EOGEW ノプキ 11 

A. himalaicum EOGEW. 

f. uropteγum HAYASHI ヒレノブキ H 

Ainsliαea apiculata SCH..BIl' 

キッコクハグマ

Anaphalis maγgaritacea BENTH. et HOOK. f. 

var. yedoensis OHWI カワラハノ、コ H 

Aγtemisia princeps P AMP 

ヨモギ(カズザキヨモギ)

A. japonica THUNB オトコヨモギ

Aster ageratoides TURCZ. 

var. ovatus NAKAI ノコンギク

H 

A. agerαtoides TURCZ. 

var. Harai KIT AMURA 

f. leucanthus HONDA ヤマ ν ロギク

A. scaber THUNB. 乙ノラヤマギク

Atractylodes japonica KOIDZ. オケラ日

Bidens frondosa LINN. アメリカセンダングサ Th

.゚ tγipartita LINN タクコギ

Cacalia delphiniifolia SIEB. et ZUCC. 

モ E ジガサ

Car�esium abrotanoides LINN. ヤプタパコ Th 

G C. ceγnuum LINN. コヤプタパコ

C. divaricαtum SIEB. et ZUCC. 

ガンクピソク(キパナガンクピソワ)

C. glossophyllum MAXIM. サジガンクピソヲ H 

C.γosulatum MIQ. ヒメガンクビソヲ

C. triste MAXIM ミヤマガンクビソク

Centipeda minima A. BR. et ASCHERS. 

トキンソワ

Chrysanthemum boreαle MAKINO 

キクタニギク(アワコガネギク)

G C. Makinoi MATSUM. et NAKAI 

リュワノクギク

H 

H 

C. Makinoi MATSUM. el NAKAI 

f. roseum HONOA モモイロリュクノクギク H

一日一

G 

Th 

H 

H 

II 

G 

G

G

G

 

Th 

G 

Th 

11 

I-I 

11 

Th 

H 

H 
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Cirsium comosum MA  TSUM 

var. incomptum KIT AMURA タイアザミ H 

C. japonicum DC. ノアザミ H 

C. japoηicum DC 

f. leucanthum N AKAI V ロノミナアザミ H 

C. microspicatum NAKAI アズマヤマアずミ H 

C. Tanakae MATSUM 目 ノノ\ラアザミ

Erechtites hieracifolia RAFIN. 

ダンドポロギク

Erigeγon ann叫us PERS. ヒメジョオシ

E. canadensis LINN. ヒメムカ Vヨモギ

E. philadelphicus LINN. ハノレジオン

E. stγigosus MUHL ヤナギパヒメジョオン Th 

E. sumatrensis RETZ オオアレチノギク Th 

Eupatoγium chinensis LINN 

var. simplicifolium KIT AMURA 

ヒヨドリノミナ

E. Glehni FR. SCHM 目

var. hakonense HARA 

ホソパヨツパヒヨドリ(ハコネヒヨドリ) H 

E. Lindleyanum DC. サワヒヨドリ H 

Galinsoga ciliαta BLAKE ハキダメギク Th 

Gnaphalium affine D. DON ハハコグサ Th 

G. hypoleucum DC. アキノハハコグサ Th 

G. japonicum THUNB. チチコグサ H 

Hemistepta lyrata BUNGE キツネアずミ Th 

1 xeris dentatαNAKAI ニガナ H 

1. dentata NAKAI 

var. amplifolia KIT AM. ハナニガナ H 

1. dentata NAKAI 

var. stolonifera NEMOTO ハイニガナ H 

1. japonica NAKAI オオジ乙ノパリ

1. polycephalαCASS. ノニガナ Th 

1. stolonifeγa A. GRAY ジVパリ H 

Lactucα indicαLINN. 

var. laciniata HARA アキノノグV Th 

L. indícαLINN. 

form. indivisαHARA ホソパアキノノグシ Th

L. Raddeana MAXIM目

var. elata KIT AM. ヤマニガナ Th 

L. soγoγia MIQ. 

var. pilψes KITAM. ケムラサキニガナ Th

Lapsana apogonoides MAXIM. 

コオニタビラコ Th 

Th L. humilis MAKINO ヤプタピラコ

日

Leibinitzia Anandria NAKAI センポシャリ H 

Paraixeγis denticulαta NAKAI ヤク乙ノソヲ Th 

P. denticulata N AKAI 

h

h

h

h

 

T

T

T

T

 

form. pinnatipartita NAKAI 

ノ、ナヤク乙/ソク Th 

Pertya glabrescens SCH. BIP. 

ナガパコワヤボクキ
N 
(D) 

P. robusta BEAUVERD カ ν ワパノ、グマ G 

P. scandens SCH. BIP. コワヤボヲキ
N 
(D) 

H 

Petasites japonicum MAXIM. ブキ G 

Picパs japonica TI-lUNB ゴクゾリナ Th 

Rhynchospeγmum verttcillatum REINW. 

ν ュワプシソワ G 

Saussuγ'ea sinuatoides NAKAI 

タカオヒゴタイ H 

H 

Th 

Th 

S. ussuγiensis MAXIM. キクアザ E

Senecio nikoensis MAXIM. サワギク

S. 'vulgaγis L. ノボロギク

Siegesbeckia glabrescens MAKINO 

ゴメナモミ Th 

Th S. pubescens MAKINO メアモミ

Solidago jαponica KITAM. 

アキノキリンソク H 

Th 

Th 

G 

Sonchus asper VILLARS オニノグν

S. oleraceus LINN. ハルノノグν

Syneilesis pαlmata MAXIM ヤプレガサ

H Syηuγus excelsus KITAM. ノ、ノミヤマボクチ H 

s. puηgens KITAM. オヤマボクチ H 

Tarαxacum platycarpum DAHLST. 

カントヲタンポポ H 

T. vulgaγαSCHRANK セイヨクタンポポ H 

Xαnthium strumαrium LINN. オナモミ Th 

Youngia japonica DC. オニタビラゴ Th 
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MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物綱

Alismataceae オモダカ科

Alisma canaliculatum A. BR. et BOUCHﾉ 

ヘラオモダカ HH  

Sagittaパα Aginαshi MAKINO アギナジ HH  

Gramineae イネ科

Agropyγon ciliare FRANCH 

var. minus OHWI アオカモジグサ Th 

A. ciliare FRANCH. 

f. Okuyamae OHWI ケアオカモジグサ Th 

A. ciliare FRANCH. 

var. pilosum HONDA タチカモジグサ Th 

A. tsukushiense OHWI 

var. transiens OHWI カモジグサ Th 

Agrostis clavata TRIN 

var. Nukabo OHWI ヌカボ Th 

A. palustris I-IUDS ゴヌカグサ 日

Alopecuγus aequαlis SOBOL. 

var. amurensis OHWI スズメノデッポク Th

Andropogoη brevifolius SWARTZ ワ ν クサ Th

Anthoxanthum odoratum LINN. ハルガヤ H 

Aγγhenatherum elatius MERTENS et KOCH 

オオカユツリ H 

Arthraxon hispidus MAKINO コプナグナ Th 

Arundinella hirta C. T ANAKA 

var. ciliαta KOIDZ. ワスグトダνパ

Brachypodium sylvαticum P. BEAUV. 

ヤマカモジグサ

H 

H 

Bromus japonicus THUNB. スズメノチャヒキ Th

B. remotiflorus OHWI キツネガヤ

Calamagγostis arundinaceαROTH 

var. brachytγicha [-[ACKEL 

ノガリヤス(サイトワガヤ)

C. hakonensis FRANCH. et SAV. 

ヒメノガリヤス

Cleistogenes Hackelii HONDA 

チョクセシガリヤス

Coix Lacryma-Jobi LINN. ジュズダ7

Cymbopogon tortilis HITCHC. 

H 

H 

H 

日

H 

var. Goeringii HAND.-MAZZ. オガノレガヤ H

Dactylis glomerata LINN. カモガヤ H 

Diaγγhena japonica FRANCH. et SAV AT 

タツノヒグ

D. japonica FRANCH. et SAVAT 

f. musashiensis I-IIY AMA 

ヨコヤマタツノヒグ

Digitaria adscendens HENR メヒ乙/ノ t

D. chinensis HORNEM. コメヒ νパ

D. violascens LINK アキメヒi/パ

H 

H 

Th 

Th 

Th 

Eccoilopus cotulifeγA. CAMUS アプラススキ H

Echinochloa Cγus-galli P. BEAUV 

var. caudata KITAGAWA イヌピエ Th 

E. Cγus-galli P. BEAUV 

var. caudata KITAGAWA ケイヌビエ Th 

Eleusine indica GAERTN. オヒ νパ Th 

Eγagγοstis fe γγugi托ea P. BEAUV. カゼクサ H 

E. multicaulis STEUD ニワホコリ Th 

E. pirosa BEAUVOIS オオニワホコリ Th 

Eriochloa v璉osa KUNTH ナノレコヒ・ェ Th 

Festuca paγviglumαSTEUD. トポνガラ Th 

F. parvigluma STEUD. 

var. hiγtipes HONDA ケトポシガラ Th 

Glyceria ischyroneurαSTEUD 

ドジョクツナギ HH  

Hemωーthria sibirica OHWI ク ν ノ ν ッペイ H 

Hierochloe odorata P. BEAUV. コクポク H 

Imperata cylindγica P. BEAUV. 

var. Koenigii DURAND et SCHINZ 

チガヤ G 

Lophatherum gracile BRONGN ササクサ H 

Microstegium japonicum KOJDz. ササガマ H 

M. vimineum A. CAMUS ヒメア νポソ Th 

M. vimineum A. CAMUS 

var. polystαchyum OHWI ア νボソ Th 

九1iscanthus oligostαchus STAPF 

カリヤスモドキ H 

M. sinensis ANDERSS ススキ H 

Muehlenbergw japonica STEUD. ネズミガヤ H

M. longistolon OHWI オオネズミガヤ H 
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Oplismenus undulatifolius ROEM 

et SCHULTES ケチヂミヂナ

Panicum bisulcatum THUNB ヌカキピ Th 

Paspalum Thunbeγgii KUNTH スス守メノヒエ H 

Pennisetum alopecuroides SPRENG. 

チカラ νパ

Phalaγis aγundi世acea LINN. クサヨジ H 

Poa acγoleuca STEUD. ミゾイナゴツナギ Th 

P. acroleuca STEUD 

var. submoniliformis ]-]ONDA 

タ-<~ゾイチゴツナギ、

P. annuαLINN. スズメノカタピラ

P. J-lisauchii HONDA ヤマミゾイナゴツナギ Th

P. Pγatensis LrNN ナガハグナ Th 

P. sphondylodes TRIN. 

イチゴツナギ(ザラツキイナゴツナギ) H 

P. trivialis LINN. オオスズメノカタピラ Th 

Pleioblastus Chino MAKINO アズマネザサ N 
(E) 

P. Chino MAKINO 

var. semihirtus NAKAI 

カタハタ'アズマネザサ
N 
(E) 

N 
(E) 

N 野化
( E) 

Pseudosasa jα:ponica MAKINO ヤダケ

Sasα Veitchii REHD. クマヂサ

Setαγia autumnalis OI-IWI 

アキノエノコログサ

S. chondrachηe HONDA イヌアワ

S_ pumila ROEM. et SCHUL T. キンエノコロ Th

S. vlridis P. BEAUV. エノコログサ

S. viγidis P. BEAUV. 

var. japoπica HONDA 

カタパエノコログサ Th 

S. viγidis P. BEAUV. 

f. misera HONDA ムラナキエノゴロ Th 

Shibataeα Kumasaca MAKINO オカメずナ N (E) 

Spodiopogoη sibiγicus TRIN. 

オオアプラススキ

Sporoboγus elongatus R. BR. ネズミノオ H 

Themeda jαponica C. TANAKA メガノレガヤ H 

Tγiミetum bifidum OHWr カニツヲグサ

Zoysia japonica SτEUD.ν ノ t

H Cyperaceae カヤツリグサ科

Bulbostylis densa HANO.-MAZZ. 

イトノ、ナピテシツキ

H 
Carex bi叩ensis FRANCH マツパスグ

C. breviculmis R. BR. アオスグ

C. bγ叫托nea TI-rUNB. 

var. Nakiパ OHWI ナキリスグ

C. clivorum OHWr ヤマオオイトスグ

C. conica BOOTT ヒメカシスグ

C. curvicollis FRANCH. et SA V AT 目

ナノレゴスグ

Th 

Th 

C. Dickinsii FRANCH. et. SAVAT. オニスグ H

C. dispalαta BOOTT カサスグ

C. DuvalianαFRNCH. et SAVAT. ケスグ I-I 

C. filipes FRANCH. et SAVAT. タマツリスグ H

C. forficula FRANCH_ et SAVAT. 

タニガワスグ

C. gibba W AHLENB. マスクナ

C. incisa BOOTT カワラスグ

C. ischnostachyαSTEUD ジュズスグ

C. japonica Tl-IUNB ヒゴクサ

C. lanceolata BOOT1' ヒカグスグ

Th 

H 

C. Maximowiczii MIQ ゴクソ

C. Morrowii BOTT カシスグ

C. multifolia OHWI ミヤマカンスグ

Th 
C. parciflora BOO1'1' 

var. mαcroglosαOHWI コジュズスグ H 

C.γhizopoda MAXIM ν ラコスグ H 

C. sachalinensis FR 目 SCHM

var. alterniflora OHWI オオイトスグ H 

C. sideγosticta HANCE タガネソウ

Cyperus amuricus MAXIM. チャガヤツリ Th 

H C. globosus ALし アゼガヤツリ

C. hakonensis FRANCH. et SAVAT. 

ヒナガヤツソ

H 

H 

C. lria LINN. コゴメガヤツリ

C. microiriαSTEUD. カヤツリグサ

Th 

H 

H 

H

H

H

 

H 

H 

I-I 
JiT1

,1
,1Y1T17111 

1

1

1

1

1

1

1

1

 

H 

日

h

h

h

 

T

T

T
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Eleocharis acicularis ROEM. et SCHUL T. 

var. longisetαSVENSON マツノミイ

E. pellucida PRESL ノ、リイ

E. Wichuγai BOCKLR. ミノカクイ

Fimbristylis miliαcea VAHL ヒデリコ
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Ecological Studies of the Asakawa Experiment Forest. 

Yasaka HA Y ASHI , Y oshitar� Koy AMA , Y oshio KOBA Y ASHI , 

Asagor� INOUE , Rintar� MINEO and Shigeyoshi IIDA. 

(Résum岳)

1 Outline 

The Asakawa Experiment Forest is situated in Hachioji City , Tokyo Metropolis , at lat. 35 。

39' N. and long. 1390 17' E. , at a distance of some 50 km west of the center of the Metropolis. 

It occupies a total area of 57.4 ha , with its northwestern part surrounded by mountain ridges 

and opens in a gradual downward slope toward the southeast. The topography is mostly 

gentle with few steep slopes , and exposed rocks are rarely seen. 

The altitude ranges from 183 m a. s. 1. at the lowest to 287 m a. s. 1. at the highest , which 

shows a rather small di妊erence between the two extremes. The north.western part is on a 

base rock of slate , and the lower portion in the southeast is covered by Kanto loam over 3 m 

deep. The soils are mostly light clay and clayey loam , and loam is found along tht> river. 

According to the results of meteological observatioIls for the past 34 years , the mean annual 

temperature is 13 .4 0 C, with an extreme minimum temperature of -10.60C and an extreme 

maximum temperature of 36.40C; the mean annual precipitation is 1856.2 mm , the deepest 

snowfall 18 cm ; and the mean wind velocity 1.9 m/s. 

Due to the fact that the Asakawa Experiment Forest is located at the transitional zone 

between the warm temperate and the temperate in the classitication of forest zones , tree species 

originating from both warmer as well as colder regions show comparatively favorable growth 

The natural forest consists of Abies firma and Pinus densiflora as main species, but here 

and there are such evergreen trees as Queγcus glauca , Quercus salicina var. stenophylla , 

Queγcus myrsinaefolia , Quercus acuta , Quercus gilva , Quercus takaoyamensis, Queγcus sessiliｭ

folia , Castanopsis cuspidata var. Sieboldii , Cleyeγα japonica ， Camelia japonica var. japon仕a ，

Machilus Thunbeγgii ， Actinodaphne lancifolia, etc. or such deciduous species as Carpinus 

laxiflora, Caγpinus Tschonoskii , Carpinus japonica, Queγ'cus seγrata， Ostrya japonica, Castanea 

crenata, Zelkova serγata ， Magnolia obovata, Pruηus Jamasakura , Prunus verecunda, Prunus 

Grayana, Prunus Bueγgeriana ， Prunus subhirtella var. pendula form. ascendens, Sorbus japoｭ

nica , Albizzia Julibrissin , Aceγ Moηo var. marmoratum form. dissectum , Acer Mono var. 

connivens, Acer palmatum subsp. palmatum , Aceγ palmatum subsp.αmoenum ， Acer crataegiｭ

folium , Acer Sieboldianus , Acer nikoense , Kalopanax pictus var. magnific叫ん Ilex macropoda , 

Mallotus japonicus, Sapium japoηicus， Cornus bγachypoda， Cornus controversa, Clethra 

barbineγvis， Styγαx japonica, Fraxinus Sieboldiana var. seγfαta ， Fraxinus longicuspis , etc 

mixed with the major species and sometimes become dominant. 

Some of Abies firma are 100-200 years old and Pinus densifloγα200-250 years old. 

11 The forest vegetation of the Asakawa Experiment Forest is divided into three types: 

1. ]apanese silver 五 r (Abies firma) forest 

2. ]apanese red pine (Pinus deηsiflora) forest 

3. Evergreen broadleaved forest in which evergreen oak (Quercus glauca etc ,) and Castaｭ

nopsis cuspidαta var. Sieboldii are predominant. 
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( 1) ]apanese sdver fir (Abies fiγma) forest. Usually it grows mixed with such conifers 

as Pinus densiflora , and such evergreen broad-leaved species as Quercus glauca , and Castano・

psis cuspidαta var. Sieboldii , and with some of the following deciduous broad-leaved species 

as Acer Mono var. ma門noratum form. dissectum , Prunus Jamasakuγa ， Ostryα jaþonica ， 

Kalopaηax pictus, and Prunus Grayana. However , pure stand also occur in Todori. 

(2) ]apanese red pine (Pinus densiflora) forest. Usually it grows mixed with such coniｭ

fers as Abi・es firma and with some evergreen broad-leaved species as Queγcus glauca , Castanoｭ

psis cuspidata var. Sieboldii , Quercus salicina var. stenophylla , Quercus takaoyamensis, and 

with some of the following deciduous broad-leaved species as Pγ叫nus Jamasakura , Pγ'unus 

Cγayana， Zelkova seγγαta ， Magnolia obovata , Castanea crenata , Acer palmatum subsp. palmaｭ

tum , Acer Mono var. ma門noγatum form. dissectum , Carpinus laxifloγa ， Carpinus Tschonoskii 

and Prunus Buergerianα. 

( 3 ) Evergreen broadleaved forest Queγcus glauca , Castanopsis cuspidata var. Sieboldii 

etc. Usually it grows mixed with such conifers as Abies firma and Tor問ya nucifera and with 

some of the following deciduous broad-leaved species as Quercw: seγγαta ， Prunus Jamasakura , 
Prunus Grayaηα Castanea crenata , Acer Mono var. marmoγαtum f. dissectum , Zelkova 

serrata , Aceγ palmαtum subsp. amoenum , Fγaxinus laηuginosa var. seγγαta ， and Acer palmaｭ

tum subsp. palmatum. However the pure stand also occurs in Hakusan. 

m Wild plants found in the Asakawa Experiment Forest are cIassified into 127 families, 
894 species. 

Plants in the taxonomical system are as follows (See Table 28) 

( 1) Pteridophyta: 16 families , 73 species 目

( 2 ) Gymnospermae: 4 families , 8 species. 

(3) Archichlamydeae: 66 families , 387 specie,. 
(4) Metachlamydeae: 29 families , 232 species. 

(5) Monocotyledoneae 12 families , 194 species. 

These plants are divided into 67 evergreen specips and 191 deciduous species: From the 

list of plants growing in the Asakawa Experiment Forest the biological spectrums of Raunｭ

kiaer are obtained which are shown in Fig. 19. 

IV Of the plants growing in the Asakawa Experiment Forest, from the “ floristic plant 

geographical" point of view , the followings are of great interest: Gleicheniα japonica ， 

Dryopteris championi, Dγ'yopteris fuscipes , Dryopteパs gymnOphylla , Polystichopsis Miqueliαna ， 

Woodwardia orientalis, Quercus gilva, Queγ'cus takaoyamensis, Zelkova Schneideriana , Asarum 

Blumei, Moehringiα lateriflora ， Anemone Raddeana, Akebia peπtaphylla ， Actinodaphne lanciｭ

folia , Mαchilus Thunbergii, Prunus spinulosa , Prunus subhirtella var. pendula f. ascendens, 

Zanthoxylum ailaπthoides， Buxus microphylla var. japonica, Actinidia hypoleuca, Viola 

yezoensis f. sordida , Monotropα Hypopithys， Rhododendron transiens, Fraxinus longicuspis, 

Mitγαsacme nudicaulis, Scutellaria brachyspica f. αlbiflora ， Mitchella undulata, Adoxa Mosｭ

chatellina var. 初odora， Adenocαulon himαlaic叫m f. 叫ropteγ叫押し Eupatori叫m Glehni var. 

hakonense , Sa叫ssurea siηuatoides， Diarrhena japonica f. musashiensis, Miscanthus oligostaｭ

chyus, Aバsaema angustatum , Arisaema limbatum , Oph叩'pogoπ ploniscapus f. leucanthus, 

Phodeα japonica， Lycoris sanguinea f. plena, Cymbidium ηipponicum ， CypriPedium debile , 

Goodyera velutina, Listera shikokiaπa， Listeγ'a shikokiana f. viridis, Oberonia japonica, 

S日間ochilus japo叫icus， Taeniophyllum aphyllum, Tipularia japonica etc. 
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モさ天然林
Natural forest of Abies firma 

アカマツ天然林
Natural forest of Pinus densiflora 

カジ・ ν イの常緑広葉樹林
The evergreen broadleaved forest 

Plate 1 
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スダジイの樹肌

Casfanopsis cus�idata var. Sieboldii. 

モミとスダジイの混交天然林

Natural forest of Abies firma 
and Castanopsis cuspidata var. Siebold日

〈コ

アラカ νを主とする天然林
Naiural forest of Quercus glαuca 

つる植物
Tγachelosperm叫m asiaticum. 

アカマツとアラカ νj昆交天然林

Natural forest of Pinus densifloγa 
and Quercus glauca 
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テイカカズラの花
Trachelospeγmum asiaticum 

着生植物
Lepisoγus Thunbeγgianus 

サイコクベニシダ

Dryopteris chamPioni. 

モミの稚樹

Young growth of Abies firma 

モミの稚私j

Young growth of Abies firma. 

サクライカグマ

Dryopteγis gymnophylla. 
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クラジロ

Gleichenia jαponica 

ランヨクアオイの花

Asarum Blumei. 

カゴノキの樹肌

林業試験場研究報告第 177 号

イチイガνの果実
Queγcus gilva 

ゴヨワアケビの花
Akebia pentaphylla 

Actinodaphne la抗日foliι

カゴノキの果実
Actinodaphne lancifoliι 
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タプノキの果実
Machilus Thunbergii. 

エドヒガンの花
Pγunus subhiγtella var. pendula f. ascendens. 

Viola Ma工imowicziana

車鷺 r
園

リンボクの花
Pγunus spinulosι 

フジキの花
Cladγastis 世latycaγpa.

ツゲの花
Buxus microphylla var. japonica 

ツルアリドオ乙ノの果実
A1itchella undulata 
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ミミガタテンナン志/ョクの花

Arisaema limbatum. 

カヤラン

Sarcochilus japonicus 

クモラン

TaeniOphyllum aphyllum. 

ヤエキツネノカミソリの花

Lycoγis sanguinea MAXIM. 

f. pleπa YAMAZAKI. 

マヤラン

Cymbidium nipponicum. 

ヒトツボクロ

TiPulaγia jaρonica 


